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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　篠しのを束つかねる激しい雨──。

　闇やみ夜よを引き裂さくかのように降りしきる豪ごう雨うがありとあらゆる雑音を搔かき消していく。

　東京湾わん岸がん超ちよう巨きよ大だいリサイクル処理場。都内および都内近きん郊こうで出たゴミは一度ここに集積され、分別、解体、リサイクルされていく。中央管理コンピュータの制せい御ぎよによりすべてはオートメーション化され、施し設せつは無人に等しい。深夜ともなればなおさらである。

　そんなゴミとも資源とも知れぬ山の中にそれは横たわっていた。人の形をした鉄てつ塊かいである。

　処理場へ搬はん送そうされる前はロボットとして職務に就つき、人のために尽つくしてきたはずのそれも、今は動かない。ただ解体されるのを待つのみである。

　いや。機能を停止していたはずのロボットの瞳ひとみに微かすかながら光が点ともった。

　消えゆこうとする命の灯火にも似た弱々しいその光は、それでも暗闇の中で皓こう々こうと浮うかび上がっている。己おのが存在を全世界へ知らしめようとするかのように──。







　ノイズにも似た騒さわがしい雨音に刺し激げきされ、ロボットは人知れず通電を再開した。

　だが体はピクリともしない。断線しているのか、内部から空回りするモーター音が漏もれてくるのみ。その音ですら弱々しく、今にも消えそうだ。

　再起動したのは偶ぐう然ぜんである。なにかの弾はずみで補助電源が生き返ったにすぎない。もはや自力では指一つすら動かせず、翌日に控ひかえた解体を静かに待つのみだった。

　それを悲しいとは思わない。

　そう感じる心も存在しない。

　故ゆえに苦痛ではなかった。

　ただひたすらその時が訪おとずれるのを待つ。それだけだ。

　雨は容よう赦しやなく降り続けている。それは剝はげかけた塗と装そうを洗い流し、剝むき出しになった外装を打ちすえていく。よく見るとボディには無数の亀き裂れつが網あみの目のごとく走り抜ぬけており、何ヶ所か銃じゆう創そうにも似た穴が穿うがたれていた。そして僅わずかにできた隙すき間まから水が染しみこんでいく。

　再起動したためだろう。バチッという音とともに胴どう体たいの内部で何度か火花が散った。その影えい響きようでいくつかの機能が停止へと陥おちいったが、今さら問題にもならないし解体されるという事実に変わりはない。だがショートしたおかげで息を吹ふき返した機能もあった。

　耳みみ障ざわりなノイズとともに記き憶おく装置に刻みこまれた映像が浮かび上がってくる。ただ関連のない映像が次々と表示されては消えていくせいか、映像というよりはスライドショーに近い。

　映像は酷ひどく乱れている。欠損している部分も多く、滲にじみや撓たわみも多い。それでも判別できないほどではなく、鮮せん明めいな画像が表示されたりもしていた。

　一いつ瞬しゆん、映像が途と切ぎれる。次に映像が再開されたとき、一人の女性の姿が映し出されていた。

　歳としは二十代半ば。強きよう靭じんな意志の力を湛たたえたまっすぐな瞳、体から発散される研とぎ澄すまされた空気、折り目の入ったスーツを華か麗れいに着こなし、腰こしまで届くポニーテールが印象的な女性である。彼女は小首を傾かしげたかと思うと眉まゆをひそめ、ジッと覗のぞきこんでくる。なにかを伝えようとしているのだろう。小さく、形の良い唇くちびるが動くが、音声が再生されることはなかった。

　再び映像は暗転。次に映像が再開されたとき、先ほどとは異なる場面が表示されていた。

　見知らぬ男が赤黒い業ごう火かに吞のみこまれている。彼は苦痛を感じている様子もなく、双そう眸ぼうを輝かがやかせながら愉ゆ悦えつとも取れる笑えみを浮かべていた。そしてその傍かたわらでは苦く悶もんの表情を浮かべながら拳けん銃じゆうを構える彼女の姿が──。

　映像はそこで途切れ、それ以降、二度と再生されることはなかった。

　雨足は強まる一方で止やむ気配はない。ロボットは感かん慨がいを抱いだくこともなく、僅かに残った補助電源という名の命を燃やしながら滅ほろびの時を待ち続けていた。

　と、そのときである。遠方から響ひびいてくる駆く動どう音おんを察知したのは。施設を徘はい徊かいする無人作業車両が発するエンジン音だ。それはサーチライトで辺りを照らしながら接近してくる。太陽にも似た激しい閃せん光こうがロボットを、そして山積みにされている資材を照らしていく。

『私の声が届くモノよ。私の声に応こたえなさい』

　車両から発せられる合成音。だが反応する者は存在しない。あのロボットを除いては──。

　それは反射に近かった。声に反応するプログラムが動作したにすぎない。

『あなたは、もう一度稼働できますか？』

　その問いに応えるかのように、再度、動作を試みるロボット。しかし補助電源ではそれが限界だったらしく、それを最後にロボットは完全に沈ちん黙もくした。

『解わかりました。ＨＩＫＡＲＩの名の下もとに、あなたには新たな使命を与あたえましょう』

　車両からアームが伸び、機能を停止させた人形のロボットを資材の中から拾い上げる。

『あなたには、その使命にふさわしい外観と機能を授さずけましょう』

　回収されたロボットは、なぜか眩まばゆいばかりの光を感じていた。

　そしてその中に浮かぶＨＩＫＡＲＩという存在──。

　ロボットを回収した車両は暗闇の中へとその姿を消していく。

　雨は一向に衰おとろえる気配をみせなかった。
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　待機モードより通常モードへ移行──。

　ＤＡＩシステム稼か働どう。

　無機頭脳診しん断だん正常。

　不可逆蓄ちく積せき型記録圧縮システム正常。

　可逆記録容量残１２０９５８１秒

　全ハードウェア接続診断、動作正常。

　燃料電池、充じゆう塡てんずみ。

　補助電池、充電ずみ。

　駆動用電源、問題なし。

　運動機能、異常なし。

　視覚、聴ちよう覚かく、味覚、触しよつ覚かく、嗅きゆう覚かく、正常。

　グローバルネットワーク接続……完かん了りよう。

　電覚化によるネットワーク認にん識しき、確認。

　無機知能クラスタ群初期化開始。

　自己診断クラスタ開始。

　自然言語対話型自覚クラスタ開始。

　人格形成クラスタ開始。

　中ちゆう枢すう論理クラスタ、同調完了。

　状じよう況きよう認識タスク起動。現在時刻七時十四分十七秒。

　時刻認識、朝。

　視覚確認、整合。

　身辺確認、状況認識タスク処理。

　聴覚情報検知。

　鳥類の声せい紋もん、大勢の人間の声紋、足音、自動車走行音、気圧による窓ガラスの微び震しん音おん。

　情報フィルタリング作動。

　先事じ項こう列挙、最優先事項外情報を情報認識クラスタによるフィルタリング開始──。

　完了。




　友とも永なが和かず樹きは静かに瞼まぶたを開いた。

　思考はクリアで一点の曇くもりもない。寝ね起おきにもかかわらず頭は冴さえ渡わたり、虚きよ脱だつ感かんもなかった。それは電源をオフからオンに切り替かえたかのような明快さである。

　だがそれも当然のことだ。友永和樹は人間ではないのだから。

　和樹は五体および五感のチェックを開始。自らが置かれた状況の確認を行う。

（ここは……）

　一瞬の戸と惑まどい。だがそれはコンマ数秒であり、次の瞬しゆん間かんには思考は正常に機能していた。

　１ＬＤＫほどの広さがあるマンションの一室。必要最低限の家具しか置かれてない部屋に和樹はいた。彼は仰あお向むけでベッドに横になり、身動みじろぎ一つせずに天てん井じようを見つめている。行ぎよう儀ぎ良くと言えばそのとおりだが、完かん璧ぺきすぎるが故ゆえに不自然な印象だ。ベッドにマネキンを寝かせているかのような違い和わ感かんがある。

　和樹は上半身を引き起こし、ゆっくりと立ち上がった。

　ＨＩＫＡＲＩからの任務確認。

　──人間の感情にかんする情報を収集すること。

　感情という代しろ物ものは未いまだに定義がなされてはいなかった。数値化やカテゴリー化することができず、例証を収拾し、類型化するに留とどまっているのが実状である。感情を持つ者によってそれを統計化しても統計としては無意味。因果関係が認められない現象は解かい析せき不可能であり、理解することができない。故にデータを収集し、事実関係を把は握あくしていくしかなかった。

　和樹は足あし下もとを確かめるかのように一歩一歩、慎しん重ちように歩を進める。初めての歩行だが不具合はない。アクチュエータも正常に機能しているようだ。和樹は各関節の動きを確かめつつ部屋の片かた隅すみに置かれている姿見の前へと足を運び、鏡に映し出された自分の姿へと目を向ける。そこにはあどけなさの残る青年が立っていた。

　身長、体重、体型など、すべて同年代の男子の平均値。目立つわけでも見み劣おとりするわけでもなく、ごく一いつ般ぱん的てきな容姿である。情報収集のための偽ぎ装そうは容姿だけではない。借りているマンションもそうだ。それ以外にも身分、経歴、家族構成など、人間として生活するために必要な情報が用意されていた。それらすべて事実ではないが、そうであると初期設定されているため真実として振ふる舞まうことができる。

（両親の都合で都内にある皇こう路じ学園へ転入。僕は学生が借りる平均的な部屋に身を置き、新しい生活を始める）

　皇路学園。東京都千代田区にある都立の技術統合学園である。そこには学問という共通の目的を持つ多数の人間が集まってくる。当然、感情のサンプルを多く収拾することが可能だった。

　和樹は姿見から目を外し、勉強机の前へと歩を進める。そこに置かれた学生鞄かばんを手にして中を確認すると、和樹にかんするいくつかの情報──つまり設定があった。偽いつわりの学生証、履り歴れき、キャッシュカード、そして携帯型Ｐ情報Ｄ端末Ａである。

　和樹は学生らしさという基本情報を参照すると、クローゼット内にかけられている制服を手にして身み支じ度たくを整えた。それはごく自然な動作であり、不自然さはない。設定どおりだ。

　すべての準備を整えた和樹は玄げん関かんへと向かい、ドアを開けた。その途と端たん、眩まばゆいばかりの朝日が射さしこみ、和樹の視界を白く染め上げていく。

（こんなとき、人間はどんな反応をするだろう？）

　目を細め、手で日差しを遮さえぎる動作をしてみる。その動作が自然かどうかは判断できないが、無難な行動だと判断。もっとも人間とは異なり真似まねをしただけでは視界は元に戻もどらない。視覚センサーの感度を微調整して視野を正常化していく。すぐに視界は明めい瞭りようになった。

　部屋に錠じようをした和樹は、ふと音声合成処理のテストを思い出す。

　そう。彼は「友永和樹」としてまだ一言も発していなかったのである。

　和樹は周囲を見渡して特に問題がないことを確認すると、人間として初めての発声を試みた。




「Ｈｅｌｌｏこんにちは、ｗｏｒｌｄこの世界」







　皇路学園は徒歩で三十分ほどの距きよ離りにあった。

　移動手段は何通りかあったが徒歩を選せん択たく。人間の世界を観察し、情報を収集しながら登校する方法を選んでいた。あらゆる情報は知識として蓄積されていたが、それは常に変化し続ける。更こう新しん作業は欠かせない作業の一つだ。

　和樹は「歩く」という動作を意識して行いながら周囲の情報を収集していく。すれ違ちがう人々の表情や仕草などをつぶさに観察。自分と比ひ較かくしつつ足を前へ前へと進めていく。

　和樹は対象をさらに拡大。五感で感じられるすべての情報を収集していく。集めた情報はカテゴリー化して把握し、理解できなかった現象は疑問という形で残されていく。そう。和樹は疑問を持つことができるのだ。それは無機知能ならではの機能だった。

　無機知能──。一定レベルに達した自己進化するプログラムのことである。そしてそのプログラムを搭とう載さいしたコンピュータが無機頭脳だ。和樹の頭部にはそれが収められていた。

　状況を把握することに慣れてくると思考の中に疑問が生じてくる。

（なぜ人間の情報を収集しなければならないのか？）

　グローバルイルミネーションのために感情の情報を収集する。それがＨＩＫＡＲＩから与あたえられた和樹の使命であり、そのためにリサイクル施し設せつから回収されて蘇よみがえったのである。

（ではグローバルイルミネーションとはなにか？）

　その疑問は即そく座ざに却きやつ下かされる。それを知らずとも任務に支障はないからだ。

（では、人間にロボットであることを見破られる可能性は？）

　和樹は再度、身体的な構造の調査を開始する。髪かみの質感、肌はだ触ざわり、浮うかび上がる筋や筋肉、血管、そのどれを取っても完璧であり、人間そのものの模も倣ほうに成功していた。

　歩き始めて十五分ほど経たっただろうか。前方から神かん田だ川、そしてそれに架かかる万まん世せい橋ばしが見えてきた。目的地である皇路学園は万世橋を渡り、さらに十五分ほど歩いた場所にある。

　指向性を広げ、より多くの情報を得ようと意識を拡大したときだ。

「待って～待ってよ、薫かおるちゃん～！」

　後方から切せつ迫ぱくするような声が轟とどろいてきた。

　和樹は振り向くと状況の分ぶん析せきに取りかかる。




　声せい紋もん分析。

　体格分析。

　表情分析──完かん了りよう。




　若い女性。女の子であると判断できた。和樹と同じ皇路学園の制服に身を包み、明るく艶つややかな栗くり色いろの髪がなびいている。体型は中肉中背。同世代の女性の平均値を示している。零こぼれ落ちそうなほどの大きな瞳ひとみが印象的だ。

　女の子は小型電動車両・モバイルステッキに乗り、時速二十キロの速度で急接近中である。

　観察している間にも彼女は和樹に迫せまってくる。




　女性の情報収集を開始──完了。




「薫ちゃん、待ってよ～って、そこの人、どいて～っ！　あ～っ！　ぶつかるぅ～～!!」

　さらに女の子は接近。その表情は驚おどろきを通して困こん惑わく、そして絶望へと変わっていった。

　和樹は回かい避ひ行動を選択。実行へと移行する。だが既すでに手て遅おくれであり、モバイルステッキに乗った女の子は和樹へと勢いよくぶつかってきた。その衝しよう撃げきで和樹はバランスを崩くずして転てん倒とう。頭部を地面に激しくぶつけてしまう。一いつ瞬しゆんにして視界はブラックアウト。体は機能しなくなった。気絶の再現である。身体機能を調査すると、それを制せい御ぎよしているクラスタが大量の情報を処理しきれずにオーバーロードを起こしていた。このような状じよう況きようを想定していなかったのだろう。

　ぶつかってきた女性の存在を視覚以外の感覚が認にん識しきする。転倒した際にもつれたらしく、和樹は彼女に覆おおい被かぶさられていた。触ふれ合った部分から彼女の肌の感かん触しよくが伝わってくる。乳ち房ぶさや太ふと腿ももなど、弾だん力りよく計数は和樹とは異なる女性特有の数値を示していた。

（これが柔やわらかい、か）

　肌の温ぬくもり、柔らかな感触、微び妙みようで繊せん細さいな感触が無機頭脳を活性化させていく。触覚だけではない。あらゆる感覚が今までにない数値を計測し、その都度、和樹はそれを分析していく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　身を起こしたのだろう。接触面積が減少。それと同時に体が激しく揺ゆさぶられる。

　言葉の解析を開始。女の子の声は上うわ擦ずっており、息も荒あらい。心しん拍ぱく数すうも右みぎ肩かた上がりの急きゆう上じよう昇しようで、発はつ汗かんも計測された。卒そつ倒とうしても不思議ではない。

「ほ、ほえええっえ!?　い、息をしてない？　み、み、脈は……ない～っ!?」

　和樹の胸部に彼女の頭が押しつけられる。心音を確認しているらしい。

「ああ～んっ、ど、どど、どどど、ど～しよ、薫ちゃ……って、いないしぃ～っ！」

　女の子から新たな触覚情報を検知。体が微細に震しん動どうしている。震ふるえているようだ。

「えっと、こういうときは……。ああああああっ、あ、あ、頭が、頭が～回らない～っ!!」

　彼女の言葉づかいは難解であり、その意味を解析することは難しい。だが総合的に解析すると、和樹の擬ぎ態たい機能が不全であるために非常に困った、あるいは悲しんだ状態にあるようだ。

「えっとえっと、ああっ、こーゆーときは……。あのぅ、そのぅ、えっとぉ、まさか……」

　女の子が息を吞のむ。

「じ、人工呼吸!?　そんな、やだっ、でも、これが現実!?　ああ～ん、うそぉ～っ!!」

　女の子の状態は動どう揺ようから混乱、そして恐きよう慌こう状態へと移行していた。長期間の機能不全は人間ではないことが露ろ見けんする可能性が高く、危険である。早く起き上がらなければならなかった。

[image: ]

　さっそく和樹は機能をチェックし、異常がないかを確認する。

　まずは視覚情報の収集を再開。ゆっくりと瞼まぶたを開くと女の子の顔が目の前にあった。彼女の吐と息いきは特とく徴ちよう的てきで、微かすかに頰ほおの表面温度が上昇している。それは照れ、もしくは恥はじらいの反応であり、口をすぼめていることからキスをしようとしていると判断できた。

「えっと……。まずは気道を確保して……。ううう、大切なファースト・キスなのにぃ……」

　さらに顔が接近し、五感を司つかさどるセンサーが女の子の情報を検知する。その量は膨ぼう大だいで処理はまるで追いつかない。もはや唇くちびるは触れそうなほど接近していた。

　ファースト・キス。その情報は手元にある。若い女性にとって特別な意味を持つ行こう為いだ。

（このまま彼女の行為を受け入れるべきだろうか？）

　若い男性の行動要求としてキスを選択するべきだとの採さい択たくがされる。

（だが親しくもないのにキスをするというのはどうだろうか。他ほかに候補は？）

　人格との照合を踏ふまえた上で再度行動の選択を迫られる。結果として驚くという反応が提示された。だが同時にファースト・キスを強行に迫ってくる部分もまた存在している。キスという行為は親密にならなければあり得ない行為であり、情報として有益である。だが疑問が再検討される前に驚くという反応が実行に移された。

「動いた、生き返った、復活した～。まさかゾンビ!?　そ、そんなはずないよね？　ね？」

　彼女は激しく混乱していた。もっと人間らしい行動パターンを提示する必要がありそうだ。

「申し訳ありませんが、僕はゾンビではありません」

「そ、そそそ、そーなんだ～、よかったぁ……」

　どうやら彼女は和樹に対して少しも疑問を抱いだいていないようだ。

　それを確認した和樹は自分を印象づけ、彼女の体を気き遣づかうための行動を起こす。即座に数ある候補の中から状況に適した台詞せりふとアクションを選び出し、それを実行に移していく。

「……って、もうこんな時間!?　ああんっ、ダメ、ダメよっ！　ダメダメなのよ～っ!!」

「ちょっと転んで驚いたけど、僕は大丈夫。君こそ怪け我がとかしていないかい？」

　一秒も要して選び抜ぬいた単語の羅ら列れつを吐はき出したとき、女の子は既に姿を消していた。検知できるのは街の雑ざつ踏とうと微かに流れる微風、そして彼女の残り香がだけである。膨大な情報を処理していた影えい響きようで、状況を認識する能力が低下していたのかもしれない。

（皇路学園の制服を着ていた。と言うことは再び出会う確率は高い）

　和樹は立ち上がると制服に付着した埃ほこりを払はらい落とした。その動作に不自然な箇か所しよはない。

　念のため周囲の様子をうかがうと、和樹は皇路学園へと向かって歩き始めた。







　アクシデントはあったものの、和樹は無事に皇路学園へとたどり着いていた。

　敷しき地ち面積は約五万平方メートル。かつて東京ドームと呼ばれた施設が丸ごと入るほどの面積を有し、内部の施設を見て回るだけでもそれなりの時間がかかりそうだ。学園の周囲はコンクリート塀で囲まれており、城じよう壁へきのごとく高くそびえている。セキュリティ状の観点からこのような造りになったのかもしれないが、開かれた雰ふん囲い気きは感じない。さらにエントランスホールは門からかなり離はなれている。そこから教室までの距きよ離りもそれなりにあり、利便性の面で首を傾かしげずにはいられない構造だった。

　正門へと向かって歩き始めたときだ。右みぎ腕うでが圧力を感知。それがなにを意味しているのか判断できないまま、和樹は半ば強ごう引いんに引っぱられていた。そこにいたのは二足歩行のロボットである。一応、人形ではあったが、和樹とは異なりロボット丸出しの厳いかつい容姿だ。

『え～、イイコがいるよ、イイコがいるよ～。あんなことも、こんなこともできちゃうよ！』

　そのロボットは商人のような腰こしの低さですり寄ってきた。

（状況にそぐわないセリフだ。設定にミスがあるのだろうか？）

　対応を検討していたときだ。

「もー！　あの子ったら、三さん助すけにまたなにかやったのかしら」

　声のほうへと目を向けると、困惑とも呆あきれとも取れる微妙な表情をした女性が近づいてくるのが判わかった。歳としは二十代半ば。均きん斉せいの取れた体をスーツで包みこみ、両手を腰に添そえて溜ため息いきをついている。

「ちょっと背中を見せなさい、三助！」

　手入れの行き届いた腰まで届く長ちよう髪はつを揺らしながら、彼女は三助の下もとへと歩いていく。

『ご指名も割引にしておくよ～』

「バカなこと言ってないで、台詞選せん択たくデータベースと設定を見せて」

　彼女はピシャリと言ってのけると、三助の背後に回って操作を始める。

『現在、単語は三十九万五千六百ほどあります。女の子は、より取り見取り』

「検けん索さくは……ん～と、ここじゃないわね。状況判断設定を見せて」

『いや～ん、バカ～、えっち～』

　クネクネと腰を不器用にくねらせる三助。だが女性はそれを無視して作業を進める。

「酷ひどい設定……。カテゴリを再設定して状況判断モジュール再起動……。どう？」

『状況認識いたしました。ご機き嫌げんであります、若わ佳か菜などの』

　どうやら若佳菜は三助の言語中ちゆう枢すうを調整したらしい。効率的にロボットを操あやつっていることから、ロボット関係の免めん許きよを取得しているのではないかと推察できた。

「三助、都みやこに伝えてくれる？　いちいち三助をよこさないでメールにしてって」

『了りよう解かいしました、若佳菜どの』

「あの子、大学院でなにを研究してるんだか……」

『例のコーディングをやっておくから今日の晩ご飯はおごってね、と伝えるように言われていますが返信しますか？』

「しょうがないわね……。今日は判らないけど、いずれ晩ご飯はおごるって伝えてくれる？」

『了解しました。若佳菜どの』

　三助は敬礼すると踵きびすを返して学園内へと歩いていった。

　若佳菜は嘆たん息そくすると和樹へと目を向ける。

「ごめんなさい。とんだ災難だったわね」

　若佳菜との会話に対応するため即そく座ざに彼女の言葉を解読し、状じよう況きように適した返答をデータベース上から検索する。その結果、困った表情という結論が導き出された。それを受けた和樹は困った表情を浮うかべ、そんな彼を見て若佳菜も苦く笑しよう混じりの笑えみを返してくる。

「ビックリした？　でも変な学と校こじゃないから安心していいわよ。友永和樹君？」

「どうして僕のことを？」

「自分のクラスの生徒くらい、覚えておきたいじゃない？」

　若佳菜は微笑ほほえみながら話を続ける。

「私は久く我が山やま若佳菜。あなたの担任よ。若佳菜先生って気軽に呼んでほしいな」

　そう言うと、彼女は和樹の肩かたをポンと叩たたいた。

「初日は緊きん張ちようするかもしれないけど頑がん張ばってね！　困ったことがあったら相談に乗るから」

　和樹は若佳菜との会話を続けつつ裏で彼女の経歴を調べ始めた。

　グローバルネットワークへと接続し、皇路学園のページへアクセス。その中にある職員紹しよう介かいページへと進み、個人情報および家族構成、そして経歴を検索していく。彼女は久我山重工の社長・久我山雷らい蔵ぞうの長女であり、年の離れた妹・深み佳かとの三人暮らしだった。母である栞しおりは他界しており、若佳菜が家庭を切り盛りしているようだ。履り歴れきを確かく認にんする限り若佳菜は文系ではなく理系に分類される思考の持ち主だと判る。その証しよう拠こにロボット関係の免許をいくつか取得していた。不思議なのはそれにもかかわらず文系に転向して国語の教師になっていたことだ。

（どういう経けい緯いで、そのような選択を行ったのだろうか？）

　その疑問を若佳菜にぶつけようとしたときだ。始業を知らせる予よ鈴れいが高らかに響ひびいた。

「あら、もうこんな時間!?　急がないと遅ち刻こくしちゃうわね」

「そうですね。ありがとうございました」

　深々と頭を下げる和樹。

「教室はこっちよ。ついていらっしゃい」

　和樹は頷うなずくと、若佳菜の歩行速度に合わせながら教室へと移動した。







　教室には五十人ほどの生徒が着席していた。室内は広々としており、大きく取られた窓からは学園内が一望できる。席は階段状になっており、教きよう壇だんから生徒の顔を見み渡わたすことができた。かなり開放的であり、勉強するための空間としては申し分のない造りだ。もっとも当の本人達にその意志があるかどうかは別問題である。現に彼等は勉強以外の話題に花を咲さかせていた。

　若佳菜に連れられて教室内に入った途と端たん、スイッチが切られたかのように静まり返っていく。若佳菜は教壇の前に立ち、和樹はその隣となりに並んで立った。生徒達の視線が和樹へと向けられる。

「転校生を紹介します。はい、自己紹介」

　若佳菜は和樹へと顔を向け、小さく頷いてみせた。

「友永和樹です。よろしく」

　和樹が挨あい拶さつするのと同時に、若佳菜は手元のコンソールを操作する。これにより生徒達の各端たん末まつには和樹のパーソナルデータが表示されるはずだ。偽にせの情報ではあるが──。

　和樹のパーソナルデータに集中しているのか、それとも対応自体に問題があったのか、教室内は奇き妙みような静せい寂じやくに包まれていた。一いつ般ぱん的てきな転校生に対する反応をグローバルネットワークで検索すると、歓かん迎げいされるケースとそうでないケースに大別される。そしてその差は第一印象と呼ばれる感情によって左右されることが判わかった。

　彼等の反応次し第だいでは情報の収集が困難になってくる。対応策の検討に入ったときだ。

「あーっ！」

　静まり返った教室内に悲鳴にも似た女性の声が駆かけ抜けていく。その方向へと目を向けると、身を乗り出し、目を丸くしている女生徒の姿が確認できた。

「あなた、さっきキスしかけた……」

　女の子が吐はき出した言葉にクラスメイトは敏びん感かんに反応した。

「キスしかけたって、あの転校生が愛あい原ばらに!?」

　教室内はざわめきとどよめきで満たされていく。失言に気づいた彼女は身み振ぶり手振りで自分の考えを伝えようとするが、動どう揺ようしているのか要領を得ない。

「若佳菜先生、彼女は誰だれですか？」

「愛原奈な都つ美みちゃんよ。ちょっとパニック系だけど、いい子だから仲良くしてね」

　和樹と若佳菜が冷静に話している間にも、奈都美とクラスメイトはヒートアップしていた。

「ね、奈都美、どうだった？　初めてのキスの味」

「ふえ～ん。だからしてないんだってばぁ～っ！　未み遂すいだったのよ～っ」

　奈都美は懸けん命めいに説明し続けるが事態が収拾する気配はない。彼女は泣き顔で頭を抱かかえていた。

「奈都美、やっぱりキスしようとしたんだー、へー」

「ちがうって～！　だから薫ちゃんが、薫ちゃんがぁ～」

「ん？　また薫さんの仕し業わざなの!?」

　若佳菜はこれ見よがしな溜ため息いきをつく。

「薫さん。ちょっと出てらっしゃい」

「おかけになった電話番号は現在使われておりません。番号をお確かめの上……」

　その声は教室の一番奥から聞こえてきた。そちらへと目を向けると、防災訓練でもないのに机の下に身を潜ひそめようとしている女生徒の姿が──。




　女性の情報収集を開始──完かん了りよう。




　短く切りそろえられたサラサラの髪かみにスレンダーな体型。標準よりやや瘦そう身しんだが、それは運動で鍛きたえているためだと判断できる。体は引き締しまっており、女性らしさを失わない程度に脂し肪ぼうは落とされていた。健康美を体現したかのような女性である。

「薫さん、今度はなにをしたの？」

　若佳菜は胸の前で腕うでを組み、目を細める。

「私のペットロボットを持って逃にげたー」

　奈都美は頰ほおを膨ふくらませると、薫をジロリと睨にらんだ。

「ごめん、先生！　やめようと思うんだけど、奈都美を見てると手が勝手に……」

　机の下から這はい出てきた薫は、悪戯いたずらを咎とがめられた子供のようにしょげてみせる。

「でも先生、これはコミュニケーションで～す。奈都美は解わかってくれるよね～？」

「謝ってくれたら解ってあげる」

　頰を膨らませて抗こう議ぎする奈都美に対し、薫はやれやれとばかりに肩をすくめる。

　和樹はクラス名めい簿ぼから薫を検けん索さく。その結果、彼女が笹ささヶが瀬せ薫だと判明する。

「なあ、ホントのところはどうなんだ？」

　男子生徒の一人が和樹に声をかけてくる。

「今後の参考に聞かせてほしいねぇ。一応、薫とラブラブでアッツアツな仲の俺としては」

「ごめん、圭けい介すけ。それ違ちがうから」

　薫は間かん髪はつを入れず否定する。

「フッ。俺がモテモテだからって気を遣つかわなくてもいいって」

「あたしが圭介に気を遣うわけないだろ？」

　名簿を検索した結果、彼は品しな川がわ圭介だと判明。薫との仲については不明である。

「それはともかく。ホントにキスしたのか？　愛原はファーストキスもまだなんだぞ？」

　圭介は教室中に響き渡わたるほどの大声で言った。

「そんなこと大声で言わないでー！」

　奈都美は怒おこってるのか泣いてるのか判別できない不可思議な表情で錯さく乱らんしていた。

「えー、皆みなさん」

　若佳菜が会話に割って入るが、ヒートアップしている彼等の注意を引くことはできない。

「……これ以上やるつもりなら、全員留年確定よ？」

　若佳菜の一言で、室内は水を打つかのような静かさを取り戻もどしていく。

「とにかく、みんな友永君と仲良くね」

「友永和樹です。よろしくお願いします」

　和樹は頭を下げた。

「おい、なんかループしてねぇか？」







　多少の混乱はあったがホームルームは滞とどこおりなく終しゆう了りようしていた。

　短い休きゆう憩けいを利用して談だん笑しように励はげむ者、予習を行う者、窓の外を眺ながめている者、寝ねている者──。皆、思い思いの時を過ごしている。

　和樹は目立つ行動を控ひかえ、転校生らしさを演出しながら情報収集を始めた。

　視覚情報取得──。教室の構造は入力されていた情報との差異はない。代わりに多くのクラスメイトの視線を感知。転入生であることが原因だろう。

　聴ちよう覚かく情報取得──。特に興味を引くような情報はないが、友永和樹という名前が多く飛び交っているのを感知。嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かく、味覚については意味なしと判断してスルーする。

（さて、どうしようか）

　今後の方針について検討し始めたときだ。聴覚システムが接近中の足音を感知した。歩ほ幅はば等の情報から小こ柄がらの女性と判断できる。

「ホントにこんな偶ぐう然ぜんってあるのねー」

　声せい紋もんから愛原奈都美と判断。和樹は転校生らしさを演出しながら奈都美の方へと向き直った。

「やあ。奈都美……だった？」

　転校生らしさを装よそおいつつ親愛の情をも踏ふまえた適切な反応をしたつもりだったが、どうやら間違いだったらしい。奈都美は驚きよう愕がくおよび羞しゆう恥ちの表情を形作っている。

　和樹は自分の言動をチェックし、問題点の洗い出しを始める。答えはすぐに導き出された。

　男性が女性の名を呼び捨てにするという行こう為いは、かなり親密な間柄である場合が多い。出会ったばかりの相手に使うのは用法としては明らかに間違いだった。

「い、いきなり呼び捨てなんて、あのぉ、そのぉ、心の準備がっ！」

　狼ろう狽ばいする奈都美に謝罪するべく体を反応させたときだ。薫と圭介が会話に加わってきた。

「気にすんな、転校生。薫様が許す！」

「誰だよ、薫様って」

「笹ヶ瀬家の家訓には、転校生にはナメられないように高飛車な態度で臨のぞめとある」

「え、ええええ～っ!?　そ、そーなの？　薫ちゃん」

「ウソだよ」

　薫が舌を出すと、奈都美は怒ったのか拳こぶしを振ふり上げた。

「あいつらは放置でいいから。俺は品川圭介。圭介って呼び捨てにしてくれ」

　男性が同性を呼び捨てにする場合は先ほどと意味合いが異なってくる。敵意あるいは親しみの表れであり、圭介の場合は後者であると判断できた。

「じゃあ圭介と薫様」

　それを口にした途と端たん、和樹は薫に小こ突づかれた。

「ホントーに言うなよ、照れるだろ!?」

　その言葉どおり、薫の頰は少し赤らんでいた。

「あたしのことは薫でいいから。二度と薫様なんて呼ばないでよ」

「じゃあ、薫さん」

「ん～。それもちょっとくすぐったいけど、まあいいや」

　薫は頭を搔かきながら嘆たん息そくする。

「そうだ。キューちゃんも自己紹しよう介かいしようね」

　奈都美は前まえ屈かがみになると、足あし下もとをウロウロしていた黄色く丸い物体を持ち上げて抱だきしめた。愛あい玩がん用のペットロボットである。

『キュー』

　キューちゃんという名のペットロボットは奇き妙みような音声を発生したかと思うと、耳とも手とも取れる腕のようなものを掲かかげてみせた。どうやら挨あい拶さつをしているらしい。

「じゃあ、あたしのペットロボットも紹介しようかな。ニーギ！」

　薫の声に反応し、その足あし下もとにペットロボットがやってきた。キューちゃんと同型のペットロボットだが色は青だ。よく見ると顔のパーツ位置や腕の形状に微び妙みような差異が見られる。

　ペットロボットは柔やわらかく弾だん力りよく性のあるボディを持ち、携けい帯たい情報端たん末まつとして必要とされる機能をそろえた愛玩用ロボットの総そう称しようである。人間のパートナー的な存在であり、常に持ち主と行動を共にする。つまり彼等は持ち主の個人的な情報を持っている可能性があり、情報源としての価値は高いと判断できた。

　そこから情報を引き出すべきか検討に入ったときだ。始業を告げるチャイムが鳴り響ひびくのと同時に教室の扉とびらが開き、若佳菜が入ってくる。

「さぁ、授業始めましょうか」

　こうして和樹の学園生活は幕を開けた。







　流線型をしたしなやかなボディ、光こう沢たくのある艶つややかな赤──。

　四輪駆く動どう、四輪独立操そう舵だのステアリング能力を持つスポーツカーが公道を疾しつ駆くしていく。麻あ生そお純じゆん子この愛車・ＮＳＲ─Ｆである。それは電気自動車でできるファントゥドライブを追究した最新式の車であり、タイヤの代わりに超ちよう高分子ポリマー樹じゆ脂し製のキャタピラを搭とう載さいしたマシンである。ジメチＤルエＭーテルＥと呼ばれる比ひ較かく的てきクリーンな燃料で動くため、スポーツカーでありながら環かん境きようにも優やさしい。ガソリン車も走ってはいたが、環境保護法により重税を課せられ、現状では電気自動車千台に対してガソリン車一台の割合でしかない。

　純子は制限速度を遵じゆん守しゆしつつ前を走る車を次々と抜ぬき去っていく。それはＮＳＲ─Ｆが持つポテンシャルの高さもあったが、車の性能を熟知し、それを引き出せる彼女のテクニックがあればこそだった。

　純子は睨にらむような鋭するどい視線を前方へ向け、無心で車を駆かっていく。彼女が目指しているのは皇路学園であり、ほどなくその姿が前方から見えてきた。純子は思い出したかのように瞬まばたきをすると、車の速度を落としていく。そして皇路学園の正門前に車を寄せ、エンジンを止めた。

　ステアリングから手を放して校舎へと目を向ける。その瞬しゆん間かん、純子は緊きん張ちよう感かんが胸中に芽生えるのを感じた。それは行動に支障をきたすほどではなく、体を動かす原動力へと変化していく。

　純子は一つ頷うなずくと、ドアを開けて車外へと足を踏み出した。その動作は可か憐れんかつ優ゆう雅がであり、颯さつ爽そうとした雰ふん囲い気きはキャリアウーマンが持つそれである。腰こしまで届く長いポニーテールを左右に揺ゆらしながら正門へと足を運び、校内の様子をうかがっていたときだ。

「おやぁ？　サイバーフォースの捜そう査さ官かんともあろう御お方かたが皇路学園にどんな御ご用ようで？」

　背後から浴びせかけられたその声に純子は顔をしかめた。相手の姿が想像できたからだ。

「これはひょっとして……事件のカ・オ・リ!?」

　純子は嘆息し、ゆっくりと振り返った。

「あなたこそ、ここでなにをしているのかしら？　許可なく敷しき地ち内へ入った者の末路は、誰だれよりも知っているはずだけど」

　純子の目の前にいたのは予想どおりの人物──入いり間ま佐さ知ち美みだった。彼女は握にぎりしめたマイクを純子へと突つきつけ、目を輝かがやかせている。

　ネットのテレビ番組・ドンドコどっこいの名物レポーターが彼女である。騒さわぎのある場所ならどこにでも顔を出すという節操のなさ、そしてあることないこと放送するという品性の欠片かけらもない番組内容は、純子が彼女に対して嫌けん悪お感かんを抱いだくには十分すぎた。実際、事件の現場で鉢はち合あわせすることも多く、その度たびに迷めい惑わくを被こうむってきたのだが。

　純子は落らく胆たんするが、顔はポーカーフェイスを形作ったまま崩くずれもしない。

「おほほほほほ。今日は取材許可を得ておりますの」

　佐知美は高笑いをしながらも一歩、二歩と後あと退じさっていく。

「あら、逃にげ腰ごしじゃない」

「い、いや、これは危機を回かい避ひするための本能が働いているとでもいいますか」

　頰ほおを引きつらせながら後退していく佐知美。取材の許可など下りてはいないのだろう。

　問題は彼女がなにを嗅かぎつけたかである。

　一いち抹まつの不安がよぎる。万が一、追っている事件がすっぱ抜かれでもしたら事だ。そのような事態になれば証しよう拠こは闇やみの中へと葬ほうむり去られ、純子自身も消されかねない。こんなところで、しかも佐知美によって妨ぼう害がいされるなどあってはならないことだった。
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　純子は目を細めると、真顔で佐知美を睨みつける。

「そ、そんな怖こわい顔しても無む駄だムダ。報道の自由、そして知る権利を守るために、私は刺さし違ちがえてでも……」

「言いたいことは、それだけ？」

　純子はピシャリと言ってのけると、ずいと一歩前に出る。それに気け圧おされた佐知美は顔色を青くするが、かろうじてその場に留とどまることに成功していた。手にしたマイクがなければ遁とん走そうしていても不思議ではない。

「わ、私はぁ、国家権力に負けることなく取材を続けることを誓ちかいます～」

　佐知美は声こわ高だかに宣言したかと思うと、純子に背を向けて走り出した。

「あ、ちょっと待ちなさい！」

「待てと言われて待つほど私は素す直なおじゃないのでぇ～す。今日のところは戦略的撤てつ退たいですわっ！　待っててね、かおるん！」

　佐知美は捨て台詞ぜりふを吐はくと、一度も振り返ることなく純子の視界から姿を消した。

「かおるん？」

　そう口にした純子は、佐知美の取材対象に思い至った。かおるんとは笹ヶ瀬薫のあだ名であり、水泳界の期待のホープとして度々テレビに登場していたからだ。

　純子は頭を振って思考を切り替かえる。佐知美を逮たい捕ほしてまでどうこうする必要はないという結論に至ったからだ。

　純子は再びエントランスへと向かって歩き始める。その表情は捜査官のそれであった。







　授業の終わりを知らせるチャイムが教室内に鳴り響いた。

　若佳菜は予定どおり授業を切り上げ、生徒達は休み時間へと入っていく。そんな中、和樹は着席したままクラスメイトの動きをつぶさに観察していた。彼等はクラス内でグループを作り、様々な会話を繰くり広げている。皆みな、笑え顔がおを浮うかべながら会話に没ぼつ頭とうしていた。

　奈都美と薫は二人そろって教室を離はなれ、二体のペットロボットがそのあとを追いかけていく。どうやら彼女達はトイレへと向かったようだ。

　そこで奈都美と薫がどのような会話をするのか──。教室では語られないような会話が交かわされるのは間違いない。トイレがある種の社交場となることは情報として得ていた。

　ただ二人を追つい跡せきし、会話に加わることは不可能である。そのような行動に移れば社会的に抹まつ殺さつされるのは火を見るよりも明らかだ。情報の収集は断念せざるを得ない状じよう況きようだったが、それは人間としての行動の制約である。和樹は即そく座ざに代案の検討を開始。一つの方法を導き出した。キューちゃんの活用である。それを通じて奈都美の情報を得ることで社会的な地位を失わずに情報収集が可能だ。

　さっそく和樹はキューちゃんへのアクセスを開始する。




　グローバルネットワークへの接続開始。

　グローバルネットワーク上のキューちゃんのアドレスを検けん索さく──公開情報なし。




　キューちゃんの情報を得るには合法的な方法では無理である。だがそれで打つ手がなくなったわけではない。和樹は電覚によるグローバルネットワークへの侵しん入にゆうを試みる。

　電覚とは視覚、聴ちよう覚かく、触しよつ覚かく、嗅きゆう覚かく、味覚など、普ふ段だんは五感として割り当てている機能をグローバルネットワークへのアクセスに利用する方法だ。五感に割り当てている機能を使用するためグローバルネットワーク内は物体であるかのように概がい念ねん化かされるが、それこそが困難を可能にする方法だった。膨ぼう大だいな量の情報を処理し続ける五感の機能を利用するため高度な解かい析せきを瞬しゆん時じに行い、対応することができる。通常の通信やハッキングでは解析不能、または時間がかかりすぎて困難なセキュリティエリアですら侵入さえ可能だった。人間にとっては鉄てつ壁ぺきとなるセキュリティも電覚であればないも同然にすることができる。

　和樹はグローバルネットワークに接続している自分自身のゲートを潜くぐり抜け、電覚空間へ侵入を開始する。皇路学園情報サービスプログラムの中からキューちゃんの痕こん跡せきを検索すると、労することなくそれを発見できた。同時にキューちゃんの位置を特定するために必要なアドレスとＩＤの入手に成功。その足でキューちゃんのメインゲートへと移動する。

　そのときだ。急速に接近してくるプログラムがあることに和樹は気がついた。

　さっそくそちらを注視し、識別を始める。

（ディティクター……）

　それはサイバーテロ対策用のエージェントプログラムの総そう称しようである。人工知能を備え、悪質なエージェントプログラムを発見、警告、駆く除じよを行う。そして被ひ害がい状況、分布状況から現場を割り出して足そく跡せきを調査。物理空間上の犯人の絞しぼりこみを行う。そしてそれを基もとに警視庁サイバーテロ対策室・サイバーフォースはハッキング現場へ急行し、犯人を逮捕するのである。ディティクターとは言うなればネットワーク内の警察犬のような存在だった。そしてそのディティクターが周囲のプログラムを捜そう索さくしつつ高速で接近してくる。

（気づかれた？）

　タイミング的には符ふ合ごうする。だがディティクターは和樹の脇わきを通り抜ぬけ、遥はるか遠方へと走り去っていった。どうやら目的地は別にあるようだ。

　安全を確かく認にんした和樹はキューちゃんのメインゲートへの侵入を開始。キューちゃんのメインプログラムを解析し始めるのと同時に、そのカメラとマイクから情報が溢あふれ出してくる。

　キューちゃんのカメラは薫の顔を大写しにしていた。通常の視点よりもずいぶん高く、体が加圧されていることから、奈都美に抱だきかかえられていると判わかる。

　奈都美と薫は事前の情報どおりトイレにいた。すでに用を足したのか、それともそこへ行くこと自体が目的だったのか──。とにかく彼女達は会話を楽しんでいるようだ。

　だがその中に有益な情報は含ふくまれてはいない。それでも会話の応おう酬しゆうの中から感情の片へん鱗りんを見つけ出し、それを一つずつ収拾していたときだ。教室で着席している和樹の下もとに何者かが接近するのが判った。和樹は急いで電覚から抜け出すと、身体機能の制せい御ぎよを開始する。近づいてきたのは圭介だった。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

「いや、問題ない」

「転校初日だし、緊きん張ちようしてるのかもな」

　圭介は笑みを浮かべながら和樹の肩かたをポンと叩たたいた。その行こう為いがどのような意味を持つかを解析するが、様々な意味が含まれているせいか絞りこむことができない。

　始業を告げるチャイムの音が高らかに鳴り響ひびいた。

「おっと、もう時間か。十分程度じゃ休みにもならねぇよなぁ」

　圭介は小言のごとくつぶやきながら席へと戻もどっていく。

　それと時を同じくして、騒さわがしい足音とともに奈都美と薫が駆かけこんできた。

　奈都美は弾はずむような呼吸を繰り返しながら席へと向かうと、その場で大きな溜ため息いきをつく。そんな彼女の表情や行動などを分析しているときだ。唐とう突とつに奈都美と目が合った。

「えへへ、滑すべりこみセーフ」

　奈都美は少し困ったような表情を浮かべていた。

（どうやら奈都美さんは僕に興味を抱いだいているようだ）

　和樹の中で奈都美に対する重要度が増していく。

　和樹は調査対象の中でも彼女を最重要人物に定め、引き続き調査を続ける決定を下した。







　六限目の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響いた。これにて本日の授業は終わりである。

　教室内のノイズが一気に高まっていく。会話をする者、帰り支じ度たくを始める者、クラブ活動へと向かう者──。クラスメイトは思い思いの行動に移っている。

「はぁ……キツいなぁ……」

　隣となりに座る奈都美が重苦しい息を吐き出した。心なしか表情が冴さえない。

「奈都美さん、キツかったの？」

「うん、キツかったよ～。私、あんまり勉強できないし、集中力もないから」

「勉強が楽しくなかったんだね」

「楽しくないよぉ。和樹君は楽しかったの!?」

　和樹は即そく答とうできなかった。

（楽しいということは、どういうことだろう？）

　それを知るには感情について、そして人間自体についても深く知る必要がある。

「僕は……感情が理解できたら楽しいかもしれない」

「ふぅ～ん。なんか難しいこと言うね、和樹君」

　奈都美は目を瞬しばたたかせると、小首を傾かしげてみせた。

「この哲てつ学がく者しや～！」

　奈都美を背後から抱きしめるような感じで薫が乱入してくる。その傍かたわらには圭介の姿があった。どうやら二人とも和樹と奈都美のやり取りを聞いていたようだ。

「で、和樹、どうだった？　転校初日の感想は」

　圭介が問うてくる。

（転校初日の感想……。どうなんだろう？）

　和樹にとってはなにもかもが新しん鮮せんで価値あるものだったが、和樹が抱いた感想が圭介への返答として相応ふさわしいかどうかは疑問である。

「未解決の問題点が多すぎて即答不可能だよ」

　和樹の答えに圭介はポカンとした表情を浮うかべてきた。

「なんだそりゃ？　でもまあ初日だからそんなもんか」

　和樹の返答は圭介の予想の範はん囲い外がいだったらしいが、なぜか彼は納なつ得とくしていた。

「んじゃ俺、帰宅部だから帰るわ。また明日な」

　圭介は片手を挙げると、背を向けて歩き出す。

「帰ってもゴロゴロしてるだけのくせに」

「ほっとけ」

　捨て台詞ぜりふを残して圭介は教室から姿を消した。

「じゃ、あたしも行くかな」

「薫さんも帰宅部？」

「あたしは水泳部。水が恋こい人びとのにくい奴やつさ」

　薫は苦く笑しようすると、手を振ふりながら教室を出て行った。

（まずは、これからの予定を立てよう）

　和樹は優先度の高い調査項こう目もくを列挙していく。

「奈都美さんは、これからどうするの？」

「私も圭介君と一いつ緒しよで帰宅部なんだぁ。明日も朝からバイトだし……」

「バイト？」

「うん。私、幻げん覚かく寺じでバイトしてるんだけど、早朝だから眠ねむくて眠くて」

　そう言うや否いなや、奈都美は大きな欠伸あくびをした

「和樹君、バイバイ。また明日ね～」

「うん。また明日」

　奈都美は手を振ると、弾むような足取りで教室を出て行った。

（僕は、どうしようか）

　教室内には調査対象となる人物は存在しない。

（帰宅すべきか、それとも他ほかのクラスメイトに接せつ触しよくすべきか──）

　だが和樹は、そのどちらも選せん択たくしなかった。学園内を探たん索さくすることにしたのである。

　学園の情報は入力ずみである。だが探索することで情報の更こう新しんが期待でき、彼女達と会話をするキッカケになるだろう。和樹は鞄かばんを担かつぐと廊ろう下かへと歩を進めた。







　エントランスへと続く長い廊下は生徒で溢あふれていた。下校する者、部活へと向かう者、会話に勤いそしむ者、皆みなそれぞれの時を過ごしている。その中の一人に和樹も含まれていたが、誰だれも彼を注視しようとはしない。それだけ人間に酷こく似じしているという証しよう拠こである。

（ロボットであることが知られたら、人間達はどんな感情を露ろ呈ていするだろうか？）

　かなり興味深かったが、それを実行に移すわけにはいかなかった。

　人の流れに乗ってしばらく歩くと、前方からエントランスが見えてくる。ホテルのそれと見み間ま違ちがえても不思議ではないほどの豪ごう奢しやな造りであり、吹ふき抜ぬけの空アト間リウムが開放的な印象を与あたえてくれる。莫ばく大だいな費用が投じられているのは間違いない。

　研究棟とうへと続くエレベータへと足を向けたときである。和樹は視界の端はしに一人の女性の姿を捉とらえた。深しん紅くのスーツを身にまとい、腰こしまで届くようなポニーテールが印象的な女性である。

　女性は柱に背を預け、さり気ない仕草で和樹の様子を観察している。

（皇路学園の生徒ではない）

　制服を着ていないことからも、それは明らかである。だが教師でもないようだ。

（接触するべきだろうか？）

　その討議を繰くり返しているうちに、和樹はエレベータの前へとたどり着いていた。

　不自然にならないようにドアの脇わきに備えつけられているボタンを押し、その到とう着ちやくを待つ。

（ロボットであることが見み抜ぬかれたとは考えにくい。だとしたら彼女はいったい……）

　現状では情報が少なすぎた。ただ身元が割れる心配もないことから、今のところ放置しても問題ないと判断できる。

　軽快な電子音とともにエレベータのドアが開かれた。和樹は素す早ばやく乗りこむと手元のパネルを操作する。ドアが閉まり始めたときだ。その間をすり抜けるようにして例の女性がエレベータに乗りこんできた。走りこんできたわりには息一つ乱してはおらず、涼すずしげな表情を崩くずしもしない。呼吸や心音にも乱れはなかった。

　ドアは静かに閉じ、定員二十名ほどの広々としたエレベータが微かすかな震しん動どうとともに勢いよく上じよう昇しようし始める。窓まど際ぎわが全面ガラス張りになっているせいか見通しが良く、秋あき葉は原ばらの街並みとともに第二東京タワーの姿を確かく認にんすることができた。秋あき葉ばタワーと呼こ称しようされる電でん波ぱ塔とうだ。

　だが今は景色を調査している場合ではない。女性の目的を見み極きわめる必要があった。ただ彼女が特になにもしてこない以上、和樹からアクションを起こすのは不自然すぎる。そのことから様子を見るべきだという結論に至った。

　細心の注意を払はらいながら女性を観察していたときだ。和樹は今まで感じたことのない奇き妙みような感覚に囚とらわれていた。体は熱を帯びたかのように熱くなり、鼓こ動どうが速まり、呼吸が乱れる。すべては擬ぎ似じ的な代しろ物ものではあるが、何故なぜそのような反応が起きているのか理解できない。

　女性に声をかける決意をしたときである。不意にエレベータが停止し、その際の震動で僅わずかに体勢が崩れた。誰か乗りこんでくるのかとも思ったが、停とまり方としては不自然すぎる。その証拠にエレベータは階と階の間で停まっていた。

「停電かしら？」

　女性が初めて口を開いた。落ち着いた大人の女性らしい声こわ音ねである。

　エレベータに備えつけられているモニターへと目を向けるが、そこにはなにも表示されてはいなかった。電気が通っていないのだ。和樹は無言のまま非常用の電話のボタンを押すがレスポンスはない。和樹は窓から見える景色に注目する。信号機などは問題なく動いていることから、学園周辺にある施し設せつへは問題なく電気が供給されていると判わかる。皇路学園の配電施設、もしくは電力を供給している機器や制せい御ぎよプログラムに問題が発生しているのだろう。

（どうする？）

　悩なやんでいたのは一いつ瞬しゆんである。女性の目的が不明である以上、密室で長時間、一緒にいるのは都合が良くない。起動後、間もないこともある。ロボットであることを見抜かれる可能性もあった。早さつ急きゆうに状じよう況きようを打破し、目の前の女性に対する何なん等らかの対策を練らねばならない。

　和樹はグローバルネットワークへとアクセスを開始する。ネットワークに接続できるということは、配電施設については問題ないということだ。

　残りの可能性──つまり制御プログラムの異常である。和樹は五感を電覚へとスイッチし、皇路学園の情報サービス用ゲートを目指す。そしてそこへと近づくことで状況を正しく認識することができた。ゲート前で多数のディティクターがウィルスと交戦していたからだ。何者かが皇路学園のメインプログラムへ侵しん入にゆうを試み、その結果として停電を招いたのだろう。

　ディティクターとウィルスの攻こう防ぼうは激しい。ウィルスは対ディティクター用のプログラムを実装しているらしく、その活動を停止させてはデリートしていく。だがディティクターはグローバルネットワーク内に無数に存在する。ディティクターの強さはウィルスを探知するプログラムと、それに連動して活動する能力にある。一つやられれば十は押し寄せてくるのだ。目の前にあるウィルスプログラムには五十四ものディティクターが取りついていた。

　まもなくウィルスプログラムのグローバルＩＤが判明するだろう。それと同時にハッカーのアクセスポイントが特定される。もしもＩＤが囮おとりである場合、それを解かい析せきして追つい跡せきを再開。犯人が見つかるまでそれは繰り返される。

　和樹は皇路学園情報サービス用ゲートからメインプログラムがある空間へと侵入。システムの調査などの怪あやしい行動はディティクターに発見される可能性があったが、一度調査ずみなのでなんとかなるだろうと和樹は考えた。さっそくメインプログラムがやり取りをしているデータに紛まぎれこみ、セキュリティシステムの突とつ破ぱを試みる。




　皇路学園メインプログラムへ侵入──侵入完かん了りよう。




　ここまでくればディティクターは皇路学園のプログラムと和樹を判別できない。

　現在、半自動修復プログラムが皇路学園メインプログラムを調査している。それは人間が扱あつかうプログラム修復用の手のようなものだ。そのペースは極めて遅おそい。この作業スピードでは修復完了は明日の朝になるだろう。だが仕方のないことだ。人間が作ったプログラムではあるが、彼等が物理空間に存在している以上、エキスパートにはなれない。

　和樹は半自動修復プログラムの隣となりで停電の原因を調査する。ハッキングの痕こん跡せきは直すぐに発見できた。即そく座ざにウィルスの影えい響きようがどの程度あるのかを検討し、バックアップと比ひ較かくする。




　電力供給用のプログラムを修正──修正完了。




　エレベータの上昇を感知。そしてそれに対応するため、至急、電覚から抜け出さなければならなかった。多少、和樹が存在したという痕跡は残るが、今は優先すべき事じ項こうがある。それは状況が整い次し第だい、あらためて消去しに行けばよかった。

「復旧したようね」

　電覚から抜け出した和樹は女性へと目を向けた。彼女は携けい帯たい型の情報端たん末まつに目を落としている。どうやら独り言だったらしい。

　その後、エレベータは順調に動き続け、やがて最上階へと到着した。

　ドアが開かれ、最上階にある天望フロアへと足を向けたときだ。

「君、ちょっといい？」

　背後からかけられた声に和樹は足を止めた。

　和樹は無表情のまま女性へと目を向ける。このような状況では、不ふ審しん感かんを装よそおったほうが自然な反応だった。

「私は麻生純子。まあ、お役人と言ったところね」

（役人ということは、政府の関係者か？）

　だが、なぜ役人が自分に接せつ触しよくしてくるのか不明である。

「さっきの停電、あなたはどう思う？」

「どう思うとは？　停電は停電じゃないですか。僕に訊きかれても困ります」

　純子は手にしたＰＤＡへと目を落とし、次いで和樹へと目を合わせてきた。その視線には、あからさまな不審感が滲にじんでいる。

（ディティクター端末？　だとしたら……）

　ディティクター端末は文字どおりディティクターを管理するための端末である。ディティクターが発見したハッキング現場を即座に割り出すことができる代物だ。そしてそれを持っているということは、純子が警視庁サイバーテロ対策室のエージェントであると考えられた。

（ハッキングに気づいた？）

　感知された形跡はないが、ハッキング自体が行われたのは事実である。そして純子は和樹を疑っている節があった。

「……まあいいわ」

　純子は納なつ得とくすると、ディティクター端末を胸ポケットにしまって和樹へと向き直った。その表情は先ほどまでの役人の顔ではない。張りつめていた雰ふん囲い気きは消え去っていた。

「あなた、前にどこかで会ったことないかしら？」

　純子は少し戸と惑まどうような表情で問うてきた。

「ありません」

　即答する和樹に対し純子は嘆たん息そくで応こたえる。

「そっけないのね」

「なれなれしいほうが、どうかしているのでは？」

　実際に面識がないのだから対応としては間ま違ちがいではないが、変に徹てつ底ていして自分を印象づける必要もない。この場は軽く受け流し、今後一いつ切さいの交流を断たつ。それが人間として生活し続けるために必要なことだ。しかし純子の存在が気になるのも事実である。何故、彼女が気になるのかは解わからない。だがそれを分析することで感情がなんたるかを知ることができそうだ。

「とりあえず今日のところは退散するわ。あなた、名前は？」

「友永和樹です」

「友永君か……」

　純子は意味ありげな笑えみを浮うかべると、和樹に背を向けて歩き始める。

「じゃあね、友永和樹君」

　和樹は応えず、ただ彼女を見送るより他ほかなかった。







　一通り学園内を探たん索さくし終えた和樹は、その足で秋葉原駅前交差点へと足を運んでいた。

　時刻は午後六時五十四分。既すでに日は落ちていたが、そこは電化製品を買い求める人々でごった返している。さすがは日本最大の電気街といったところだ。

　秋葉原はあらゆる電化製品とパーツを網もう羅らし、近年ではロボットの普ふ及きゆうにともないその専門店が激増している。ショップブランドもあればメーカー品もあり、グローバルコンピュータと呼ばれる統一規格がなかった時代のパーソナルコンピュータの扱い方が踏とう襲しゆうされていた。

　店てん舗ぽめぐりをしていたときだ。周囲の店舗とは明らかに異なる華か美びなネオンで装そう飾しよくされた店が見えてきた。バーチャルアイドルショップである。バーチャルアイドルは人間と対話し、補ほ佐さすることを目的としたロボットである。ユーザーはサービスを利用する権利を購こう入にゆうし、用よう途とに応じてカスタマイズを行っていく。ペットロボットのように体を与あたえることでコンピュータのみならず家電のコントロールや秘書的役割を割り振ふることもできた。対話機能の部分は人工知能を備え、特定の人が理想とする人格を設定し、外見は人格と同じコンセプトのデザインを与えられていた。デザインの主しゆ軸じくは女性であり、メイド、学生、コンパニオンなどが多く採用されている。そしてそれらのグッズを中心に商品を展開しているのがバーチャルアイドルショップであり、その中で最も普及しているのが「アルファ」と名付けられたロボットだった。

　バーチャルアイドルを調査する中でバーチャルＶアイドルＩファンＦクラブＣと呼ばれる集団の存在を発見。仮想の人格、仮想の設定を好む愛好家である。彼等にとってバーチャルアイドルは人間よりも人間らしく感じられるらしく、そのような人々は増加傾けい向こうにあった。

　いくつかの店舗を見て回っていたときだ。和樹はペットロボットの専門店の前で足を止めた。

　その店頭にはコンパニオンロボットが立ち、道行く人々に笑顔を振りまいている。店内へと目を向けると様々な形式のペットロボットがズラリと並んでいた。それだけニーズがあるという証しよう拠こであり、ニーズがあるということは人間にとって必要性が高いことを意味する。実際、皇路学園の生徒達の大半はペットロボットを所持していた。と言うことはペットロボットを飼うことで人間の考えを理解することができるようになる可能性もあった。

　和樹はコンパニオンロボットの前へと歩を進める。

『いらっしゃいませ。当店はペットロボット専門店です。機種も豊富、お値段もお安くなっております。どのようなものをお求めでしょうか？』

「どんな物があるの」

『お客様のニーズにお応えする様々な機種を取りそろえています』

「ニーズって、たとえば」

『お客様のニーズにお応えする様々な機種を取りそろえています』

　機能を特化させているとはいえ彼女もロボットである。選ぶための判断を行うことはできない。だが和樹もまた絞しぼりこむための判断材料がなかった。購入の動機が人間とは異なるからだ。

（僕はどのような機能のペットロボットを購入するべきだろう？）

　今日一日で様々な経験をしていたが、人格等の形成は不完全だ。つまり和樹らしさでペットロボットを選ぶことはできなかった。残る判断基準は機能である。もともと和樹の性能は高かったが、人間と同程度の能力しか持たないボディを考えると機動性の高いペットロボットを購入するべきかもしれない。

「機動性を最優先して設計された機種はどれかな」

『機動性重視ですと、こちらの猿さる型ペットロボットになります。多少、お高くなりますが』

　和樹は提示されたスペックに目を通す。両りよう腕うでは多関節式で高所への対応が可能。尻尾しつぽのタイヤによって道路上での高速走行もできた。これならば広こう範はん囲いな運動能力が期待できるだろう。

『重量や容積に制限はありますが、ちょっとしたお買い物くらいは可能で、盗とう難なんなどの危険に対しても柔じゆう軟なんな対処が可能となっております。ですが、多少お高くなります』

「値段はいいから。それをください」

『かしこまりました。ただいま店員をお呼びいたします』

　コンパニオンロボットが和樹に頭を下げるのと同時に店の奥から店員が現れた。

「お会計とグローバルネットワークへの登録、初期起動の手続きをいたしますのでキャッシュカードとご身分を証明するものをいただけますか？」

　和樹は交付されたばかりの皇路学園の学生証を店員に差し出した。

「お預かりします。商品は御ご自じ宅たくに配達でよろしいですか？」

「持ち帰ります。すぐ使いますから」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　手続きをするために店員は店の奥へと下がっていく。

　和樹は待ち時間を利用してコンパニオンロボットから情報を引き出すことにした。

「この店は主にどんな客がくるの？」

『老ろう若にやく男なん女によ、様々なお客様がいらっしゃいます』

「男女比は」

『ほぼ同じです』

「僕が買ったような機種は多く出るの？」

『機能的な偏かたよりと価格の問題で、あまり多く売れているとは言えません』

「君、名前あるの？」

『ハルカと申します。よろしくお願いします』

　そう名乗ると、彼女の表情は微び妙みように変化した。微笑ほほえみであると判断できる。これはこのコンパニオンロボット・ハルカのプログラムを担当した人間がそう設定したのだろう。

　ハルカのスペックをネットワークで参照しつつボディの構造を観察する。設定年ねん齢れいである十代半ばの平均女子のデータと比ひ較かくすると、ハルカはバランスの良いスタイルであると判わかる。表面処理は安価だが、コンパニオンロボットとしての要求度に応えるためか滑なめらかで暖かみのある表面処理が施ほどこされている。体のラインが強調されるように考こう慮りよされ、関節部分の継つぎ目は極力目立たないような処理が施されていた。

「お待たせいたしました」

　店の奥から店員が猿型のペットロボットを抱かかえて姿を現した。

「こちらが商品になります」

　和樹は差し出されたロボットを受け取ると軽く頭を下げた。

「ありがとうございました」

　店員に見送られて店を出たときだ。視覚センサーが特異な風ふう貌ぼうをした人間の姿を捕ほ捉そくした。包帯で顔を隠かくした男である。年齢は不明。灰色のパーカーをまとい、フードを深々と被かぶっているせいか人相はうかがえない。ただ和樹を注視しているのだけは間違いなかった。

　和樹が男の情報を集め始めたときだ。彼は雑ざつ踏とうの中に紛まぎれこむようにして姿を消した。

　冷れい笑しようだけを残して──。







　秋葉原の散策を終えて部屋に戻もどると時刻は午後八時を回っていた。

　和樹は部屋の照明をつけると猿型のペットロボットを床ゆかに置き、自分はベッドの端はしに腰こしを下ろす。帰宅時における類型的な行動パターンを模も倣ほうしたのだが、誰だれかに見られているわけではないので行動自体は無意味だ。灯あかりなどつけなくても行動は可能であり、そのまま待機モードへと移行したほうが無む駄だがなかった。感覚的には予行演習に近いだろう。

　和樹は足あし下もとにいるペットロボットへ目を向けた。店員によって初期起動されているので、すでに和樹を主人として認にん識しきしているはずだ。そしてペットロボットを使うとなると識別コード──つまり名前が必要になる。ＨＩＫＡＲＩが和樹に友永和樹という識別名を与えたように、彼もまたペットロボットに名前を与える必要があった。

（どんな名前にすれば不自然ではないのか？）

　奈都美のペットロボットはキューちゃん、薫はニーギと、形状や機能からの関連性はない。つまりペットロボットの名前については「なんでもいい」と判断できる。そしてそれは和樹にとって非情に難しい問題だった。判断基準がないからである。

　さっそく和樹は命名問題について検討し始めた。数多くの名前が挙げられては却きやつ下かされていく。結局、最終的な候補が絞りこまれるまでに七秒ほどの時間がかかっていた。和樹は挙げられてきた候補の中から猿を擬ぎ人じん化かしたエテコウという名を選せん択たくする。

「こんにちは、エテコウ」

『コンニチハ、マスター』

　エテコウは挨あい拶さつすると、部屋の中をグルグルと回ったりベッドの上ではしゃぐような動作を始めた。猿が遊ぶかのような行動である。

「エテコウ、こっちへおいで」

　だがエテコウは近づいてこない。それは動物の行動を模倣しているのだが、そのような動きは和樹には無意味であり不要だ。しかしそのような行動がプログラムされているということは、人間にとっては特別な価値を持ったものに見えるのかもしれない。

　そんなことを考えている間にも、エテコウは縦横無む尽じんに動き回っている。それを眺ながめながら、和樹は食事として体内に取りこんだ食べ物の始末を始めた。

　和樹のエネルギー摂せつ取しゆ方法は人間のそれとは異なる。食事は模倣にすぎず、口にした食べ物はそのまま体の中に保存される。和樹は台所へと足を運ぶと、前まえ屈かがみになって口からペースト状に変化した食べ物を取り出す。人間の食べ物は体の維い持じに関係しないからだ。

　人間に食事が欠かせないように、和樹は排はい出しゆつ後ごの燃料補給が欠かせない。用意されていたポリタンクから約二リットルの液体燃料を取り出して口から補給する。あとは意識せずとも自動的に処理を行ってくれる。これが和樹の食事だった。

　エテコウは相変わらず勝手気ままに動き回っている。ペットロボットである以上、主人の不利益になるようなことはしないはずだが、きちんと教育を施したほうがよさそうだ。エテコウを購こう入にゆうした動機は人間の心理を知るためだったが、ペットとしての行動は和樹には不要であり、アシスタントとして機能してもらったほうが効率的だった。

「エテコウ、メンテナンス開始。外部からの接続受け入れ状態へ移行」

　エテコウは動きを止めて休止状態へと移った。グローバルネットワークを介かいしてエテコウに接せつ触しよく。それと同時にプログラムの一部を書き換かえ、アシスタントとしての教育を開始する。

　そのときだ。和樹のネットワーク回線への接続要求が行われたのは。和樹は接続要求に従って電覚へと移行し、導かれるまま電覚内を進んでいく。すると前方から光の集合体が見えてきた。圧あつ倒とう的てきな存在感を放ち、見る者を畏い怖ふさせ、自然と膝ひざを折ってしまうほどの力を有する存在──。ＨＩＫＡＲＩである。

『識別名・友永和樹。感情についての情報収集は行いましたか？』

「様々なタイプの人間がいます。今日、接触した人間だけでも多様な行動を示します。まだ例証が不足しています。一いつ般ぱん化かおよびカテゴリ化には至っていません。しかし感情の学習は進んでいると判断できます。擬ぎ態たいも良好であり、僕がロボットであると見破られる可能性は無視できる程度の可能性しかありません。活動を継けい続ぞくすることは十分に可能です」

『判りました。識別名・友永和樹。報告を受けますので報告クラスタを私に直結しなさい』

　和樹は報告用に用意したクラスタをＨＩＫＡＲＩへとつなげる。そこには彼が収集したデータのすべてが収められていた。

『識別名・友永和樹。グローバルイルミネーションのために人間の情報収集を継続しなさい』

　ＨＩＫＡＲＩは命じると、和樹の前から姿を消した。

（僕はグローバルイルミネーションのために情報を収集しなければならない）

　ＨＩＫＡＲＩから帰き還かん命令が下る、そのときまで──。
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　警視庁サイバーテロ対策室はサイバーフォースと呼こ称しようされ、サイバーテロやハッキングなどグローバルネットワーク上で発生する多種多様な犯罪を取り締しまる警察組織である。ネットワーク上の犯罪が多発する現在、サイバーフォースはなくてはならない存在として広く認にん知ちされており、そのエージェントは深い知識と行動力を備えたエキスパートだ。

　そんなサイバーフォースも以前は役に立たないお荷物の課だった。それが劇的に変わったのはディティクターが登場してからである。ディティクターによる解かい析せきデータを基もとに現場へと急行できるようになったため、検挙率が飛ひ躍やく的てきに伸のびたのだ。実績も申し分なく、またそれが犯罪を抑よく制せいする効果へもつながっていた。もっとも犯罪に手を染める輩やからは後を絶たないのが実状だったが──。

　麻生純子がサイバーフォースのエージェントとして第一線に立つようになってから、早数年の歳さい月げつが流れていた。検挙率は常にトップクラス。自分に厳しく、犯人にも厳しい。その姿勢は同どう僚りようからの信しん頼らいを集め、犯罪者からは畏怖されていた。

　そんな純子が追い続けている事件がある。いや、それが事件かどうかという確証はない。だが露ろ見けんしていないだけだという自信が彼女にはあった。エージェントとしての勘かんが犯罪の臭においを敏びん感かんに察知していたのである。







　皇路学園をあとにした純子は警視庁内にあるサイバーテロ対策室へと足を運んでいた。

　基本的に外勤であるため、そこへ行くのは月に数回ほど。事件は現場で起きているという信念を基に徹てつ底ていしてこだわった結果がそれだった。もちろん内勤の活かつ躍やくがあるからこそ自分が迅じん速そくに動けることも承知しているのだが、体を動かすほうがなにかと性しように合っていた。

　対策室内は整然としていた。個々に与あたえられたブースが等とう間かん隔かくに配置され、あたかも一つの機械でもあるかのような印象すら受ける。そこで働く数十名のエージェントもまた淡たん々たんと己おのれの仕事をこなしていた。静かながらも熱い。犯罪は許さないという揺ゆるぎなき想おもいに満ちている。

「皇路学園、か……」

　ぽつりとつぶやくと、純子は自分のブースへと足を運ぶ。約一週間ぶりだったが、書類の山が積まれていたりはしない。机には端たん末まつが置かれているだけにすぎなかった。基本的なやり取りはメールで行っているため、自分の仕事が滞とどこおることはない。

　純子は椅い子すに腰こしを下ろすと、端末を操作して皇路学園のページへとアクセスする。瞬しゆん時じにしてそれはモニターに映し出された。どこにでもあるような一いつ般ぱん的な学校のサイトである。

　純子は挑いどむような鋭するどい眼まな差ざしをモニターへと向けた。サイト自体に怪あやしいところは存在しない。だが学園にはなにかあるのではと彼女は考えていた。確たる証しよう拠こはない。だが臭うのだ。

　もちろん勘だけではない。皇路学園の建設において、ある大物代議士が絡からんでいたのである。

　神かん田だ川がわむつお──。代議士の名である。金に汚きたないことで有名で、ずる賢がしこく、謀ぼう略りやくによって追い落とされたライバルは数知れない。政界は彼に牛ぎゆう耳じられていると言っても過言ではなく、それは警視庁も同じだった。彼が絡んでいると思われる事件は握にぎり潰つぶされ、担当者が左さ遷せんされることもしばしばだったのである。警視庁の上層部が神田川とつながっているらしく、事件の揉もみ消しに一役買っていたのだ。敵は身内にも存在していたのである。

（皇路学園の建設で、かなりの金が神田川に流れたとみて間ま違ちがいない）

　尻尾しつぽこそつかんではいなかったが、それは確実だ。もっとも証拠をつかんだとしても神田川を失しつ脚きやくさせられるかは疑問である。その裏に潜ひそむさらなる悪を露見させる必要があり、純子の狙ねらいはそこにこそあった。だが表立った行動はできず、また自分自身の仕事もあるので思うほど捜そう査さは進展しなかったのだが。

　純子は足を組むと、皇路学園のページから生徒の情報を引き出し始める。友永和樹のデータだ。先ほどから何度となく眺めてはいるが、特に気になる情報はない。転校したばかりだというのもあるが、そもそもこのようなページでは初めから期待などできなかった。

「友永和樹、か」

　純子はつぶやくと、皇路学園での彼とのやり取りを思い出す。

　冷静沈ちん着ちやくであり、驚おどろくほど感情を表に出さない少年の姿が脳のう裏りに浮うかび上がってくる。そのあまりの無表情さに違い和わ感かんすら覚えたほどだ。彼が神田川と関係している可能性は今のところなかったが、それを否定するだけの材料が不足しているのもまた事実だった。

（たとえばハッキングとか）

　皇路学園の内部を探さぐっていた際、純子のディティクターがハッキングを検知していた。結局、現在も犯人の特定には至ってないが、学園内から犯行が行われていたという事実は突つき止めていたのである。犯人が学園の関係者である可能性が高いからといって和樹を容疑者にしてしまうのは乱暴すぎるが、あまりにもタイミングが良すぎた。

（ハッキング現場にいた転校生、か）

　純子はモニターに表示された和樹の画像を見つめながら小首を傾かしげた。

　胸に去来する不可思議な感覚──。犯罪者が発する固有の嫌けん悪お感かんは感じない。郷きよう愁しゆうにも似た想いが彼女の胸中を支配していた。締めつけられるかのような錯さつ覚かくに自然と顔が強こわ張ばっていく。純子は胸を搔かきむしりたくなるような衝しよう動どうを力ずくで押さえこむと、なぜそのような気持ちになるのかを冷静に分ぶん析せきし始める。そしてその結果はすぐに導き出された。いや、実際は分析するまでもなかったが、わざと失念していたのである。平静さを保つために。

　ふと脳裏に一人の男性の姿が浮かび上がってきた。

　かつての純子のパートナーであり、恋こい人びとでもあった響ひびき一かず哉やである。

「まさか、ね」

　和樹と一哉の間に接点はない。

　純子は苦く笑しようし、ついで溜ため息いきを漏もらす。あまりにも自分らしくなかったからだ。

　純子は頭を振ふって思考を切り替かえると、仕事に没ぼつ入にゆうし始めた。







　何者かが和樹に近づいていた。電覚を行使して純子の様子をうかがっていた彼は速すみやかにそこから抜ぬけ出し、身体機能を回復させる。五感の回復とともに視界が開けていく。

「……くん、和樹君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　目の前に女性の姿が表示される。声をかけてきたのは奈都美だった。

　彼女は訝いぶかしむような表情をしながら和樹の顔を覗のぞきこんでいる。

「大丈夫？　眠ねむいの!?」

　奈都美の問いに対し、和樹は即そく座ざには返答できなかった。

　和樹は周囲を見み渡わたして状じよう況きようを確認し始める。すぐ側そばに神社の本ほん殿でんが建っていることから、ここが神社の境けい内だいであることが判明。奈都美と神社という二つのキーワードから、この寺が幻覚寺であることも判った。情報を総合した結果、状況は正しく認識できた。前日の会話の中で奈都美が幻覚寺でバイトをしていることを知り、その調査を行うべく足を運んでいたのである。

「ボーっとしてたから居眠りでもしてるのかと思っちゃった」

　奈都美は手にしたホウキを握りしめると、安あん堵どしたのか胸をなで下ろした。

「大丈夫。立ったままでは眠れない」

「うんうん、そーだよね。でも私、一人で掃そう除じしてると眠たくなることが……」

　そう言いながら奈都美は欠伸あくびをする。

「急いで終わらせるから、和樹君は座ってて。あ、それとも帰っちゃう？」

「掃除が終わるまで付き合うよ」

「そっか。じゃあ、さっさと終わらせちゃうね！」

　奈都美は微び笑しようを浮かべると、ホウキを駆く使しして地面に散った落ち葉を集め始めた。

　そんな彼女の姿を眺ながめつつ和樹は境内の散策を始める。散策といっても見て回る場所などないに等しく、一周するのに十分もかからなかった。それでも見どころは意外に多い。神社の本殿や鐘かね突つき堂どう、等間隔で植えられた見事な木々、そして辺りを漂ただよう独特な空気──。それらは和樹の興味を引き、無機知能を活性化させていく。

　散策を始めてから三十分ほど経たったころだ。

「和樹くーん！　お待たせ～！」

　掃除を終えた奈都美が鞄かばんを片手に近づいてきた。その足あし下もとにはペットロボットのキューちゃんが従っている。

「お掃除完かん了りよう！　完かん璧ぺきでしょ？」

　確かに奈都美が話したとおり、神社の境内は見事に片づいている。

「アルバイトは楽しい？」

「うん。人の役に立てるんだもん。がんばっちゃう！　たまに寝ねちゃうこともあるけど……」

『キュー！　キュー！』

　突とつ然ぜん、キューちゃんは鳴き始めたかと思うと、奈都美の前で手足をバタバタと動かし始めた。

　わけが解わからないとでも言いたそうな表情でキューちゃんを眺めていた奈都美だが、すぐに顔から色が失うせていく。

「ひゃああっ、もうこんな時間!?　大変！　遅ち刻こくしちゃうかも～!!」

　時刻は間もなく午前八時になろうとしている。今すぐ幻覚寺をあとにしなければ、ほぼ確実に一時間目の授業には間に合わないだろう。

「こんなときこそモバイルステッキの登場！　って、今日は持ってきてないんだった～っ！」

「忘れたの？」

「ううん。実は今日から……って、それどころじゃなーい。急ごう、和樹君！」

　奈都美の話も気になる和樹だが、遅刻をするのも都合が悪い。和樹は奈都美に頷うなずきを返すと、彼女と一いつ緒しよに走り始めた。







　教室に駆かけこむのと同時に予よ鈴れいが鳴り響ひびいた。

「ふ～。セーフセーフ。危なかったぁ～」

　奈都美は大きく息を吐はき出すと、千鳥足にも似た足取りで自分の席へと向かっていく。そして着席と同時に机に突っ伏ぷした。すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった雰ふん囲い気きである。

　教室内は雑音で満ちていた。主にクラスメイトが放つ会話だが、ほぼ全員、共通の話題で盛り上がっている。その内容から各人の端たん末まつが使用不能に陥おちいっていることが判った。試ためしに自分の端末を操作してみるがレスポンスがない。完全に沈ちん黙もくしていた。

「いや～困った困った。これじゃ授業は無理だなー」

　圭介は困った様子をすら見せずに言い放った。

「え～っ!?　せっかく遅刻しないように急いできたのにぃ～」

　奈都美もまた困ってはいないようだ。どちらか言えば喜んでいるように見える。

　ネットワーク内にある皇路学園のインフォメーションを参照すると、先日の電力供給制せい御ぎよプログラムの異常により過電流が発生し、いくつかのネットワークターミナルが損傷していることが判った。すでに復旧作業は始まっていたが遅おくれが出ているようで、教室のターミナルが復旧するのは早くても午後になると推測された。

　その情報について伝えようとしたときだ。女生徒の一人が教きよう壇だんの上に立って高笑いを始めた。

　クラスメイトではあったが平均的な女性よりかなり身長は低く、骨格、肉付きともに未発達で幼い印象を受けた。髪かみを大きなリボンで結ゆわえているのが印象的な少女である。

　皇路学園のデータベースを参照することで彼女が久我山深佳であり若佳菜の妹であることが判わかった。理工系の才能に秀ひいでているようだ。

「困ってるようなら、このボクが直しちゃうもんね！」

　深佳は小さな胸を傲ごう然ぜんと反らせながら高笑いを続けている。

「電気屋でも呼んできたほうがいいんじゃない？」

「そうだな、そうすっか～？」

　薫と圭介は露ろ骨こつなまでに深佳を無視している。

「ちょ、ちょっと、こういうときはボクにお任せだと思わない？」

　深佳は猫ねこのような身軽さで教壇から飛び降りると薫達に詰つめ寄っていく。

「頭脳明めい晰せき、成績優ゆう秀しゆう、専門家よりも優秀なトラブルバスターと言えば、このボクしか……」

「圭介にも修理くらいできるよねぇ？」

「おいおい、俺に振るなよ。そりゃまあ工作は好きだけどさ」

　圭介は苦笑いしながら頭を搔かいている。

「薫、おまえわざと言ってるだろ？」

「あれ、解っちゃった？　お子ちゃまには判んないと思ったのに」

「ムカッ！　馬ば鹿かの薫に言われたくないね！」

「馬鹿に言われてやんの。バーカバーカッ！」

「ムキー！　見てろよ、華か麗れいなるテクニックを！　出いでよ、深佳ちゃん特製ツールパック！」

　深佳は大おお仰ぎような仕草で片手を挙げると教室内に響ひびき渡わたるような声で叫さけんだ。それに応じたのは彼女のペットロボットで、それは深佳の下まで歩いていくと背面のハッチを開けた。深佳はその中にある修理キットの一つを手にして壁かべのターミナルに張りつき、部品の一部を交こう換かん。ターミナルとペットロボットを直結し、そこへのアクセスを開始する。ついでペットロボットに付属されているキーボードを叩たたき始めた。一連の作業は流れるように進んでいく。

　作業を始めて五分ほど経ったころである。

「よっし、完璧！」

　深佳が嬉き々きとした声を上げたかと思うと、教室内のパソコンが次々に起動し始めた。

　専門家よりも優秀だと自負するだけのことはある。その知識と技術力は学生のレベルを遥はるかに凌りよう駕がしていた。だがそれも当然だ。彼女は飛び級をするほどの高い学力を有していたのである。とりあえず今はこの教室で学んでいるが、知識的には上の学年でも通用するだろう。

「動いた、動いたよ！　すんごぉーい、深佳ちゃん！」

　奈都美は手を叩きながら喜んでいる。

「どんなもんよ。見てくれた？　みんなボクより年上なんだから頑がん張ばらないとねっ！」

　教室内を見み渡わたしながら得意気な顔をする深佳の目が和樹を捉えた。

「……あんた誰だれ？」

「僕は友永和樹。昨日、転校してきた」

「どう？　ボクのこと、すんごいって思った!?　ボクはこういうのが大得意なんだ」

「深佳ちゃん、すごいよぉ～。私、絶対できないもん。ソンケーしちゃう！」

　目を輝かがやかせる奈都美の姿に満足したのだろう。深佳は何度も頷いていた。

「天才に不可能はないってことかな？　飛び級はダテじゃないってことよ、うん」

「幼よう稚ち園えんでスキップしてる気分だろ？」

　薫の嫌いや味みに深佳が目くじらを立てたときだ。教室のドアを開けて若佳菜が入ってきた。

「おしゃべりはそこまで。みんな席について」

　若佳菜は皆みなが着席するのを見届けると、さっそくホームルームを始めた。和樹はそれに参加しつつ電覚空間へと移行する。麻生純子の動向を探さぐるためだ。

　純子が所持するディティクターから居場所を特定。彼女は警視庁内の駐ちゆう車しや場じように停とめてあるＮＳＲ─Ｆの中にいた。事件について思案しているのだろう。その表情は硬かたく厳しい。

（僕についてだろうか？）

　彼女は和樹に興味を抱いだき、調査を始めている。今のところ素す性じようが割れるようなミスはなく、ハッキングの証しよう拠こもない。先日、皇路学園に残してきた僅わずかな痕こん跡せきも消去ずみであり、疑われても白を切ることで危機は十分回かい避ひできた。現状では和樹に手て錠じようをかけることは不可能である。それにもかかわらず純子は和樹に疑ぎ惑わくを抱き続けていた。

（これもまた感情がなせるわざなのだろうか？）

　純子を突つき動かす原動力となっているのは和樹に対する不可思議な想おもいである。

　響一哉──。今朝方、純子を観察していたときに得た人物の名である。彼に対する複雑な感情が和樹への興味へとつながっているのは間ま違ちがいない。だが気になるのは和樹とて同じだった。初めて純子と出会ったときから、理由もなく彼女の存在が気になるのである。

（気にするということは、なにか特別な感情を彼女に抱いているということだろうか？）

　だがその理由については皆かい目もく見当がつかない。

（もっと多く彼女と接する必要があるだろうか？）

　ただ純子が警視庁の捜そう査さ官かんである以上、迂う闊かつには近寄れなかった。

（まずは麻生純子と響一哉の関係について探るべきだろう）

　それが見えてくれば感情を理解できる可能性があった。すでに純子の情報は得ているため響一哉の情報をメインにして調査を開始。瞬しゆん時じに該がい当とうするデータの入手に成功した。

　響一哉は純子と同様、サイバーフォースの一員だった。警察大学校卒のエリートであり純子と組んで数々の難事件を解決へと導いたという記録が残っている。出世街かい道どうまっしぐらという印象だが、今現在は殺人の容疑者として警察に追われる身となっていた。被ひ害がい者しやの数は十数名にも上るが動機は不明。殺さつ人じん鬼きとして世間を賑にぎわせていた時期もあった。私生活における二人の関係については不明だが、恋こい人びと同士であったことは周知の事実であるようだ

（殺人──。人が人を殺す行こう為い……。なぜ彼は人を殺あやめようと思ったのだろうか？）

　殺人は最も重い犯罪の一つである。しかも響一哉は警視庁のエリートだ。

（そんな彼が殺人を犯おかすに至った理由とは？）

　純子から情報を引き出せる可能性もあったが、現状では難しいだろう。和樹はそれを保留し、ディティクターにいらぬ嫌けん疑ぎをかけられる前にハッキングを終しゆう了りようした。純子が和樹に興味を抱いている以上、近い将来、彼女から接せつ触しよくを図はかってくる。それをうまく利用することで必要な情報も入手できるだろう。

　和樹は電覚から抜ぬけ出すと、ホームルームに集中することにした。







　終業を告げるチャイムが教室内に響き渡った。

　帰宅の準備を進めていた和樹は、机の陰かげに隠かくれようとする薫の姿を視界の隅すみに認めた。

（なにをしているのだろうか？）

　行動の理由について問うべく口を開きかけたときだ。薫は慌あわてて唇くちびるに人差し指を添そえてきた。

「シーッ！　今、すっごく嫌いやな予感がしてるんだから」

「予感？」

「あれぇ？　薫ちゃん、なにしてんの？　そんなとこでっ！」

　薫の行動を不ふ審しんに思ったのだろう。奈都美は彼女の下もとへと歩を進めて首を傾かしげた。

「わ、バカ、そんな大声を出したら……」

　薫が嘆なげいた途と端たん、教室の扉とびらが勢いよく開かれた。

「ちわー！　ドンドコどっこいのレポーター・入間佐知美でっす！　どーもどーも！」

　マイク片手に室内に飛びこんできたのは二十代半ばの女性だった。

　佐知美は室内をグルリと見渡したあと、唐とう突とつにレポートを開始する。

「一番うっとーしい奴やつがきた」

　そんな薫の発言を耳みみ聡ざとく聞きつけた佐知美は、マイク片手に薫の下へと突とつ撃げきしていく。

「そんな褒ほめ言葉を……。え？　誉ほめたんじゃなくてツッコミ？　あぁ～ん！　かおるんのツッコミを受けられるなんて、私はなんて果報者！　ささ、視し聴ちよう者しやにもツッコミをど～ぞ！」

　そう言って薫の鼻先にマイクを突きつける佐知美。

「かおるん言うなー！」

「ありがとうございます、ありがとうございます。ツッコミありがとうございます。笹ヶ瀬薫をかおるんと呼ばない人など存在しないというのに！」

「おまえがテレビで言ったからだろ！」

　薫は嚙かみつかんばかりの勢いで食ってかかるが、佐知美はまるで意に介かいしてはいなかった。

「ああ、おまえと呼ばれるほど親しみをこめられると感かん極きわまっちゃいます。私のことは、ぜひともさっちゃんって呼んでください。いや、ホントに」

「さっちゃん……。いい歳としこいて……」

「ありがとうございます、ありがとうございます。ホントに呼んでくれてありがとうございます。ではでは、さっそく屋内プールへとまいりましょう！」
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「え？」

「視聴者の皆みな様さまにご説明しましょう！　皇路学園は国内随ずい一いちの設備と広さを持ち、なぁんと隠しサウナまであるという噂うわさが……」

　佐知美は捲まくし立てるような勢いで話したかと思うと、薫の腕うでをつかんで引っぱり始める。

「え？　あの……さっちゃん、どこへ!?」

「どこって、かおるんが全国大会へ向けて猛もう特とつ訓くんする姿をテレビで放送するのが私の義務というもの。さささ、まいりましょう！」

　薫は佐知美と数人のスタッフに拉ら致ちされるように、半ば強ごう引いんに教室から連れ出されていく。

（入間佐知美──。変わったパーソナリティだ）

　感情を知る上で役に立ちそうなので、今後の調査対象に佐知美を加えることにする。

「おい、薫が押されてるぞ……。あの薫が……」

　圭介は信じられないとでも言いたげな表情で薫を見送っている。

「ああん。薫ちゃん、待って～！」

　一方、奈都美は困こん惑わくした表情を浮うかべながら教室から出ていった。

「んじゃ、帰るわ。和樹、また明日な」

　圭介は鞄かばんを担かつぐと、和樹に背を向けて歩き始めた。

「うん。また明日」







　自宅に到とう着ちやくした和樹はエテコウにセキュリティをチェックさせ、自分はＨＩＫＡＲＩの接続要求に応こたえて電覚へとアクセスする。ＨＩＫＡＲＩのエージェントについていくと、やがて前方からＨＩＫＡＲＩの姿が見えてきた。

『識別名・友永和樹。人間社会の様子を報告しなさい』

「データを集める度たびに新しいタイプの人間と遭そう遇ぐうします。感情も様々で、一いつ般ぱん化か、カテゴリ化には及およんでいません。しかし学習は確実に進んでいると判断できます」

『判わかりました。識別名・友永和樹。報告を受けますので報告クラスタを私に直結しなさい』

　和樹は言われるまま報告クラスタをＨＩＫＡＲＩへと直結する。

『良好です。グローバルイルミネーションのために人間の情報収集を継けい続ぞくしなさい』

　ＨＩＫＡＲＩが姿を消すのを確かく認にんすると、和樹は電覚から抜け出した。

　そして人と同じようにベッドに横たわり、待機モードへと移行する。

（今日もいろんなことがあった）

　奈都美や他ほかの人間が見せる様々な感情は、少しずつだが和樹に感情とはなんであるかを教えてくれる。すべてを理解するには今しばらくかかるだろうが、それも時間の問題かもしれない。

　だが和樹の興味は、それとは別のところにも存在していた。

　麻生純子──。彼女が示す感情の数々はクラスメイトの反応より興味深い。そしてそれ以上に興味深かったのは彼女に対する和樹のこだわりである。何故なぜ、純子のことが気になるのかが解わからない、今まで会った人々とは違ちがう感情をみせる彼女に興味を抱いだいたのか、それとも……。

（人間も眠ねむる前に考えたりするのだろうか？）

　こんなことを考えること自体、変わりつつある証しよう拠こなのかもしれない。







　午前八時十五分。空には雲一つ存在せず、昇のぼりかけた太陽の日差しは柔やわらかい。眠気をもよおすほどの穏おだやかな気候は、純子の表情をも緩ゆるめてしまうほどだ。それでも直すぐに顔を引き締しめると、街路樹の陰かげから皇路学園を見上げた。

　腕時計へと目を落とし、ついで歩道へと目を向ける。皇路学園の生徒達が続々と校門を潜くぐり抜け、エントランスへと向かって歩いていく。校門の前には女性教師が立ち、生徒一人一人に声をかけている。

（彼女が久我山若佳菜、か）

　父親は久我山重工の社長・久我山雷蔵である。久我山重工といえばロボット産業において六十パーセント以上のシェアを有する大だい企き業ぎようだ。当然、莫ばく大だいな資産を有している。

（皇路学園建造の際、資金援えん助じよが行われたとの噂があったが……）

　純子は木に体を預けると、若佳菜の一挙一動に目を配る。

（学園での評判は上々。生徒にも好かれているし、指導方法にも問題はナシ、か）

　なにかあるとしたら久我山雷蔵のほうだが、探さぐりを入れるのは難しい。そのようなことをすれば足がつきかねず、上司には咎とがめられるだろう。

　始業の時刻が迫せまり、駆かけ足あしで駆けこんでいく生徒の姿が増えてきた。

「ふぇぇぇ～ん！　待ってよぉぉ～、薫ちゃぁぁ～ん！」

　遠方から駆けてくる数人の生徒の姿が目に入った。先頭を走る三体のペットロボットに続き、四人の生徒が猛もう烈れつな勢いで走っている。その中には和樹の姿もあった。

「待って～、待ってよ～」

　最さい後こう尾びにつけているのは奈都美である。彼女は泣きそうな表情をしながら懸けん命めいに駆けていた。

「はぁ、はぁっ……。あううう～っ」

「奈都美さん、休む？」

　これは和樹だ。

「和樹っ！　奈都美を休ませちゃ駄だ目めだかんね？」

　薫は振ふり向きざまに奈都美へと目をやるが、すぐに目線を前方へと戻もどす。

「道は厳しいのだ。そして運動するのが一番なの！　ね、奈都美!?」

「道が厳しい？　舗ほ装そうされていて走りやすいと思うが？」

　疑問を抱かかえたままなのだろう。和樹は首を傾かしげながらも走り続けている。

「女が突とつ然ぜん、運動に目覚めるといえば、あれしかないだろ？」

　首を傾げる和樹に対し、圭介は肩かたをすくめた。

「とにかく今は奈都美のやる気を試ためしてんだから、手を貸したらダメだかんね！」

　そんなやり取りをしている間に、和樹と薫、そして圭介は校門へと迫っていた。

「みんな、早く早く！　チャイム鳴っちゃうわよ！　奈都美さんも早くねっ！」

　そんなことをしている間にチャイムが鳴り響ひびく。

（取り立てて行動に不ふ審しんな点があるわけではない。でも……）

　純子は和樹の姿を目で追いながら思案する。

　犯罪を裏付ける物的証拠が出てきたわけではない。だが捜そう査さ官かんとしての勘かんが訴うつたえてくるのである。しかし証拠もない状じよう況きようで何度も接せつ触しよくを図はかるのは得策ではない。抑よく止し効果にはなるだろうが根本的な解決とは言えなかった。逮たい捕ほという形でキッチリと終しゆう止し符ふを打つ。それが純子の使命だったのである。とはいえ手がかりが皆かい無むという状況では身動きすら取れない。不本意ではあるが新たな犯罪が起こるのを期待するしかなく、そのための監かん視し活動だった。

（一度、戻るか──）

　ディティクター端たん末まつを確かく認にんしても周辺でハッキングが行われている形けい跡せきはない。監視は継続するとしても、ここで無む駄だに時間を費ついやすわけにはいかなかった。

　学園に背を向けようとしたときである。校門へ向かって走りこんできた和樹と一いつ瞬しゆん、目が合った。慌あわてて木こ陰かげへと身を寄せるが、手て遅おくれであることも純子は知っていた。和樹は純子へと目を向けたまま、彼女の下もとへと突つき進んでくる。

「おーい、和樹ぃー!?」

「和樹く～ん、どこ行くの～？」

　校門を通りすぎていく和樹の姿に、クラスメイト達は呆ぼう然ぜんとしている。

「和樹君、遅ち刻こくしちゃうわよ！」

　若佳菜が声をかけるが、聞こえていないのか和樹は走るのを止やめなかった。

（まずいな）

　今後の捜査のことを考えると、あまり多くの人間に目もく撃げきされるのは好ましくない。純子は全力でその場から離はなれるが、百メートルも走らぬうちに和樹は追いついてきた。純子は嘆たん息そくすると足を止め、和樹のほうへと向き直る。

「まいったわね……。最初から気づいていた？」

　和樹は汗あせ一つかかず、涼すずしげな表情を崩くずしもしない。呼吸すら乱れてはいなかった。

（この子──。いったいなにを考えているんだろう？）

　表情をうかがうが、まるで思考を読み取ることができない。喜き怒ど哀あい楽らくという基本的な感情が欠落しているのか、無表情というのがしっくりとくる感じである。心理面で有利に立ち、会話の主導権を握にぎり続けるというのは常じよう套とう手しゆ段だんだが、和樹相手にそれは通用しそうもなかった。

「僕になにか用でも？」

「あると言えばあるし、ないと言えばないわね」

「矛む盾じゆんしていませんか？」

「そうかしら？」

「そうです」

　和樹は表情一つ変えずに断言した。

（矛盾しているのは、君も同じだと思うけど）

　純子をエージェントと認識し、自分に容疑がかかっていることも彼は知っている。それにもかかわらず接触を図ってくるなど考えられないことだ。

（絶対に尻尾しつぽをつかまれないという自信があるのか、それとも──）

　純子の見当違いのどちらかである。

（私はなにをしているんだろう？）

　手がかりもなにもない状況で一学生にすぎない人物を追いかけ回すなど自分らしくない。何故これほどまでに固こ執しゆうするのか、まったく理解できなかった。

「まだ僕のことを疑っているわけですね？　あの件についてはお話ししたと思いますが？」

　和樹は言い淀よどむことすらなく、スラスラと言葉を紡つむいだ。

「サイバーフォースは暇ひまなんですね」

　歯に衣きぬ着せぬ台詞せりふに、純子は思わず苦く笑しようする。

「一日中、君に張りついているわけじゃないの。ここに来たのも……」

　そのときだ。純子の言葉を遮さえぎるかのように始業を告げるチャイムが鳴り響いた。

「授業、始まったわよ」

「そうですね」

「そうですねって、君は学生でしょう？」

「はい」

「だったら授業に出なさい」

　純子は腰こしに手を添そえると、少し怒ど気きを孕はらんだ声で告げた。

「補導するわよ？」

　苦笑する純子。

（補導を理由にして取り調べるべきかしら？）

　だがすぐにそれを却きやつ下かすると皇路学園を指差した。

「早く行きなさい。私の気が変わらないうちに」

　和樹は頭を下げると、回れ右をして走り始める。

　そんな彼の姿を眺ながめながら、純子は深い溜ため息いきをついた。

「不思議な子──」







　純子と別れた和樹は駆け足で教室へと向かっていた。

　既すでにホームルームは始まっているらしく廊ろう下かに生徒の姿は見あたらない。

（結局、僕はなにがしたかったのだろう？）

　校門前で純子の姿を確認した和樹は迷うことなく彼女の下もとへと向かっていた。

　それがいかにリスキーであるかは承知していたし、状況を考こう慮りよすると適切な判断とは言い難がたい。奈都美達がどのような反応を示すかも気がかりだった。

　教室の前で立ち止まった和樹は、詮せん索さくされた際の状況をシミュレートしつつ扉とびらを開く。

　教室では若佳菜によるホームルームが行われていた。クラスメイトの視線が一いつ斉せいに和樹へと向けられる。そしてそこからは様々な感情を読み取ることができた。

　若佳菜に目で促うながされた和樹は、慌てて自分の席へと向かって腰を下ろした。

　ホームルームは淡たん々たんと進んでいく。若佳菜は生活全ぜん般ぱんについての注意事じ項こうと学祭についての説明を行っていた。話のメインは学祭についてであり、彼女はクラスで出店するのはどうかと提案している。ただ話を煮に詰つめるには時間が足りないため「各自で考えておくように」との話でホームルームは締しめくくられた。

　若佳菜が教室を出ていこうとしたときだ。

「和樹君、ちょっといい？」

　若佳菜は扉の前で立ち止まり、和樹へと声をかけてきた。用件は訊きくまでもない。

　和樹は了りよう承しようすると、若佳菜と一いつ緒しよに教室をあとにした。







「なんで呼ばれたのかは解わかっている？」

　教務室へと連れていかれた和樹は、開口一番、若佳菜に問われていた。

　百パーセントではないにしても察しがつく。和樹は神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。

「誰だれかに会っていたみたいだけど、知り合い？」

「知り合いというほどではありませんが面識はあります」

　目撃された以上、隠かくしても仕方がない。和樹はありのままを告白した。だが純子の素す性じようや自分にかけられている嫌けん疑ぎについては一いつ切さい口にしない。

「知り合い？　どんな!?」

「面識がある程度なので、特に親しいというわけではありません」

「相手の名前は？」

「知りません」

　あっさりと答える和樹に対し、若佳菜は眉まゆをひそめる。

「知らないのに会いに行ったの？」

　言われてみると確かに不自然だ。

　和樹は純子についての情報を少しだけ若佳菜に伝えることにした。

「先日、学園内を散策しているときに声をかけられたんです。今日、校門の前で会ったのは偶ぐう然ぜんでしかありません。たまたま目が合ったので、てっきり僕に話があるものだと……」

「で。結局、話はなんだったの？」

「僕に話があったわけではないそうです」

　和樹は真顔でウソをついた。

　和樹と若佳菜は、しばし無言で見つめ合う。

「和樹君がそう言うなら、間ま違ちがいないんでしょうね」

　とても納なつ得とくなどしてはいなかったが、彼女は半ば強ごう引いんに自らを納得させてしまったようだ。

「今回だけよ？　学生は勉強が仕事。話があるなら放課後とかにしなきゃね」

「はい」

「でも遅ち刻こくは遅刻。ちゃんとつけておくから」

　和樹は頷くと、若佳菜に頭を下げて踵きびすを返した。

「あ、そうそう」

　背後からかけられた声に、和樹は足を止めて振ふり返る。

「和樹君、独り暮らしだったよね？　食事とかどうしてるの!?」

「主にコンビニエンスストアの弁当でまかなっていますが？」

　それを聞いた若佳菜は額に手を当てて溜め息をついた。

「男の子の独り暮らしって、どうしてみんな似たり寄ったりなのかしらね？」

「標準的な独り暮らしの男性は外食か弁当で食欲を満たす傾けい向こうにあるとの情報を得ています」

「そうかもしれないけど感心できないわね。栄養とか偏かたよるでしょう？」

　確かに弁当主体の食生活は栄養に偏りが出てくる。だがそれは食物からエネルギーを摂せつ取しゆする人間にしか適用されず、ロボットである和樹には適用されない。

「そうだ。今日ね、友達と食事に行くんだけど和樹君も一緒に行く？」

「友達？　友達というと都さんですか!?」

　和樹が問い返すと、若佳菜は少し意外そうな表情をした。

「都のこと知ってるの？」

「いえ。初めて若佳菜先生と会ったとき、三助との会話の中で食事の件が出ていたので」

「そういえばそんなこともあったっけ」

　若佳菜は得心すると、しきりに感心してみせた。

「どうする？　一緒に行く!?」

「はい、お願いします」

　和樹は迷うことなく若佳菜の提案を受け入れた。

「仕事があるから夕方になっちゃうけど、それまでどこかで時間を潰つぶしてね」

「解りました」

　了承すると、若佳菜はニッコリと微笑ほほえんだ。

「私の話はこれでおしまい。しっかり授業を受けてきてね」

　和樹は頷くと、若佳菜に軽く頭を下げてから職員室をあとにした。







　教室に戻もどってきた和樹を待ち受けていたのは皆みなの好こう奇きな視線だった。若佳菜とのやり取りを知りたがっているようだが、それを説明する間もなく一時限目の授業が始まる。

「はぁぁ～、おなか空すいた～」

　授業が始まるや否いなや、奈都美は気の抜ぬけた溜ため息いきを漏もらした。

「奈都美さん、おなか空いたの？　まだ始まったばかりだよ？」

「そうなんだよねぇ～、ふぅぅ～」

　これ見よがしな溜め息をつく奈都美。

「走ったから、おなか空いたの？」

「え？　え～っと、うん。まあ、そんな感じかな」

「他ほかに疲つかれるような事でも？」

　曖あい昧まいな返事をする奈都美に追つい及きゆうを試みるが、彼女は口を閉とざしたまま語ろうとはしない。

「あのくらい、まだまだだよ。目標は遠く険しいのだ、うんうん」

　薫は訳知り顔で言うと忍しのび笑いを漏らす。

「そうだよね……。がんばらないと……」

「でも奈都美さん、なんだか体調悪そうに見えるよ？」

「え？　そうかな？　ほら、元気げんき！　ね、元気でしょ？」

　そう言って奈都美はガッツポーズをしてみせた。

「和樹君が心配するほどじゃないよ、うんうん」

「そうそう。女の子みんなの目標だしね」

「目標？　女の子の目標とは!?」

　さらに和樹は問うが答えは得られない。

　結局、奈都美は昼食時まで溜め息をつき続けていた。







「さーて、ランチだランチだっ」

　午前中の授業が終わった途と端たん、薫は着席したまま伸のびをした。

「奈都美、よかったな。お待ちかねのランチだぞ？」

「あうううう……。今日のお弁当、わびしい設定なの～」

「そりゃご愁しゆう傷しよう様さまだ」

「朝走るなんて思わなかったんだもん。あうううっ」

　ガックリと肩かたを落とす奈都美の姿を眺ながめながら薫は愉ゆ快かいそうに笑っている。

「どうしてそんな設定で？」

「訊きいてくれるな、和樹よ。それを訊くと余計に落ちこむかもよ？」

　薫は真顔で言うが、すぐにそれも崩くずれて笑い顔になる。

「和樹君は関係ないって言ってるのに！　かおるんったら、先に行くからねっ！」

「かおるん言うな～！」

　頰ほおを膨ふくらませながら教室を出て行く奈都美に、薫は罵ば声せいにも似た声を投げつける。

「僕に関係あるの？」

「まぁイロイロとね……。とにかく、あたしの口からは言えないよ」

　そう言うと薫は奈都美を追って教室を出て行った。

（奈都美さんが空腹なのは僕にも少なからず原因があるらしい）

　考えてみるが情報が少なすぎるせいか判断できない。

　奈都美から話を聞き出す方法を討議しつつ教室を離はなれると、和樹は購こう買ばいへと向かった。







　購買でいくつかのパンを購入した和樹は、空中庭園と呼ばれる場所へと足を運んでいた。

　そこは皇路学園の一施し設せつであり、都市中心部緑地化計画の一いつ環かんとして考案された場所である。校舎の屋上に位置し、それにもかかわらず木々や草花で溢あふれている。人じん工こう芝しばや人工の土ど壌じよう、新素材を惜おしげもなく投入して造られたのが空中庭園である。そんな場所だからこそ生徒達にも大人気で、昼食時をそこで過ごす者も多かった。

　庭園内をグルリと見み渡わたすと、すぐに奈都美達の姿を確かく認にんできた。

「はぁううう～。やっぱりぜんぜん足りないよぉ～」

　奈都美は腹部に手を添そえながら泣き言を吐はいた。

「奈都美さん、もう食べ終えたの？」

「今日、おにぎり一個なんだってさ～」

　愉快そうな薫とは対照的に、奈都美の表情は暗く沈しずんでいく。

「ああん、言わないでよぉ。余計におなかが空くから～」

「無理すると体に悪いぜ？」

　圭介はそう言いながらも無ぶ遠えん慮りよにパンにかぶりつく。

　そんなやり取りを眺めながら、和樹は一つの行動に出た。手にしているパンを奈都美の前に差し出したのである。

「え？　え？　なにこれ!?」

　奈都美は唾つばを飲みこむ。

「なにをやってるのかを聞き出す方法として、これを用意した」

　それを口にした途端、薫は腹を抱かかえて笑い始めた。

「エサで聞き出すってわけ？　だーっはっはっはっ！」

「ううぅ、誘ゆう惑わくされそう……」

　奈都美は物欲しげな目で差し出されたパンを凝ぎよう視ししている。

「酷こくな奴やつだな、和樹……」

「む？　なにかこのパンに重大な問題が!?」

「食事を抜こうとしてるんだから、普ふ通つう、関係してるだろ？」

　圭介は呆あきれ顔がおになりながらも遠慮なくパンを食べている。

「原因はストレス？　それとも悩なやみ事ごと？　胃い炎えんとか……。しかし目標とは違ちがうような？」

「鈍にぶいな、和樹」

「乙女おとめの悩みって、あれしかないもんねぇ？」

「乙女の悩み？　女性特有の悩みというと……」

　さっそく和樹が検けん索さくを始めたときだ。

　奈都美は諸もろ手てを挙げて降参するジェスチャーをした。

「ダイエットよ、ダイエットッ！　もう、この話題はやめよ？　ね？　ね？」

「奈都美さんは平均的な体格を維い持じしている。問題ない」

「そ、そう？　えへへ。それはちょっと嬉うれしいかも～」

　はにかんでみせる奈都美。

「だが食事だけでは効果が期待できない。良好なダイエット食も作られてはいるが弊へい害がいも大きい。自然かつ健康的にダイエットするには運動と食事制限の両立が効果的だ」

　ネットで仕入れたダイエットの知識を公開すると、奈都美は暗い表情をした。

「じゃあ、明日にでもプールに行くってのはどうよ。水の中を歩くだけでも運動になるよ？」

「うん。それはいいかも～」

「んじゃ決まり！　和樹達も行くでしょ？　今なら水着ギャル二人が付いてきてお得だよ？」

　だが薫の提案に奈都美は難色を示す。

「えー、そんなの恥はずかしいよぉ」

「女二人なんてナンパの的だよ？　それでもいいの？」

　結局、奈都美は折れ、和樹と圭介も半ば強ごう引いんに参加することになっていた。

「プールに行くことも決まったし、せっかくだからパンでももらっておけば？」

「うん。そうだね、そうするぅ」

　奈都美は差し出されたパンを手にするとさっそくそれにかぶりつき、瞬またたく間まにパンを平らげてしまう。

「和樹君、ごちそうさま～。美味おいしかったよぉ～」

　満足げな表情を浮うかべる奈都美に対し、薫は苦く笑しようしながらボソリとつぶやく。

「これで、またまたかなぁ……」

「な、なによそれぇ！　違うって言ってるのにぃ！」

「違う？　あたし、ダイエットが遠のいたって意味で言ったんだけど？」

　薫はニヤリとし、言われた奈都美は頰を赤らめてうつむいてしまう。

「僕とダイエットに因果関係が？」

「そ、それは、その……」

　奈都美は口ごもったかと思うと立ち上がり、駆かけ出した。

「そろそろ教室に行こ！　授業に遅おくれちゃう」

　逃にげるように走っていく奈都美の後ろ姿を眺めながら、和樹は首を傾かしげる。

「どうしたんだろう？」

「どうしたんだろうねぇ？」

　薫はしたり顔をすると、奈都美の後を追いかけていく。

「本当に因果関係はないのだろうか？」

「鈍いな、和樹……」

　圭介は天を仰あおいだ。







　放課後。若佳菜と合流した和樹は、彼女の案内でファミリーレストランへと足を運んでいた。そこは全国的なチェーン展開をしている大手のファミリーレストランで、良くも悪くもありきたりな店である。やや早めの時間帯であるせいか店内は客もまばらで、暇ひまを持て余したアルバイトのウェイトレスがトレーを雑ぞう巾きんに持ち替かえて清せい掃そうに勤いそしんでいた。

「あ、彼女よ。一いつ緒しよに食事する相手ね」

　若佳菜の目線を追いかけていくと、店の前に佇たたずむ一人の女性を確認できた。チャイナドレスを見事に着こなし、金きん髪ぱつのショートカットが印象的な女性である。彼女が都なのだろう。やや吊つり上がり気味の瞳ひとみが、きつめの印象をかもし出している。

　都についてのネットで検索──。本名は古ふる屋や都。現在、皇路学園の研究室で理工学の研究を行っているようだ。自他共に認める天才肌はだで、その分野ではかなり名が通っている。若佳菜は大学時代の先せん輩ぱいにあたり、親友関係にあることが判わかった。

「せんぱぁい、こっちですぅ～」

　都は妙みように甘ったるい声で手を振ふってきた。

「待たせちゃった？」

「ぜんぜんですぅ。ところで、隣となりの可愛かわいい坊ぼうやは誰だれですかぁ？」

　都は訝いぶかしむような目を和樹へと向けてくる。

「あ、彼は友永和樹君。私の教え子なの」

「ふぅん。先輩の教え子かぁ……」

「和樹君、独り暮らしだから食事に誘さそったの」

「本当ですかぁ？　せんぱぁい!?」

　都はチラリと若佳菜の様子をうかがった。

「でも先輩が教え子も誘うなんて、珍めずらしいですよねぇ？」

「そうかしら？」

「そうですよぉ」

　都は断言すると、和樹の顔を覗のぞきこむ。

「まぁ、いいですぅ。そう言うことにしておきますぅ～」

　都は和樹に背を向けると、店の入り口へと向かって歩き始める。

「今日は先輩のオゴリだからぁ、いっぱい頼たのんじゃお～っと～」

「はいはい、解わかってます」

　若佳菜は苦笑すると、和樹の肩かたへと手をのせた。

「私達も行きましょ。今日は私のオゴリだから、いっぱい頼んでもいいわよ」

「はい」







　店内に足を運んだ和樹達は窓側の席へと案内されていた。

　和樹はウェイトレスが用意したお冷やに口をつけると、メニューを開く。

「いっぱい注文してもいいからね」

　若佳菜の申し出に笑えみを返しながら、どの料理を注文するべきか比ひ較かく検討に入る。

「私はナポリタンスパゲッティとミックスサンド、あとスペシャルゴールデンサンデー」

「……都、ご飯は？」

「ぱーす」

「相変わらずジャンキーな食生活ね。お腹なかに溜たまるものを食べればいいのに」

「ダメですぅ。もたれるし、胃腸が弱いから却きやつ下かですぅ」

　都の返答に若佳菜は苦笑すると、和樹へと目を向けてきた。

「和樹君は？」

「お粥かゆ」

　それを口にした途と端たん、若佳菜は意外そうな表情をした。

「え？　もっと高いのでもいいわよ？」

「白米が変化した状態に興味があります」

「他ほかにはないの？」

「焼きおにぎり」

　その答えに喜んだのは都だ。彼女は店内に響ひびき渡わたるような大声で爆ばく笑しようした。

「それも変化した状態なんだぁ？　その流れでいくとエビピラフもいいんじゃないのぉ？」

「なるほど。それもいいかもしれない」

「変な坊やですぅ。この子、おもしろぉい！」

　都は手を叩たたきながら大喜びしている。

「二人とも偏かたよってるわねぇ。各自サラダを追加しますからね？　食べるように」

「えぇ!?　私、虫じゃないんですよぉ、せんぱぁい」

「虫じゃなくても食べるの！」

　若佳菜はピシャリと言ってのけると、ウェイトレスを呼んで注文を行う。

「取り皿で分けながら食べましょ？　その方がいろんな料理を食べられるから」

　しばらくすると注文した料理が続々次々と運ばれてくる。若佳菜は取り皿にピラフを盛りつけ、和樹と都に手渡した。和樹はさっそくそれを口に運び、分ぶん析せきを開始する。都はピラフには目もくれず、目の前に置かれた巨きよ大だいなパフェを食べ始めた。

「あ、そうそう。せんぱぁい、明日とか明後日あさつてとか暇ですかぁ？」

「ゴメン。施し設せつに行かないといけないから、週末は無理」

「えぇ～？　またですかぁ？」

「ごめんね、都」

　若佳菜は両手を合わせてみせた。

「先生。施設って、なんですか？」

「介かい護ご施設のことよ。ちょっと週末にボランティアでね」

「信じられないでしょお？　物好きよねぇ～!?」

「坊やの予定は？　興味あるなぁ～、なんとなくぅ」

　都はクスクスと笑いながらも、その目は笑ってはいなかった。

「都、変なこと考えてないでしょうね」

「まさかぁ。先輩と一緒なんじゃないかなぁなんて、勘かんぐったはしませんよぉ」

「施設のことは初めて和樹君に話したんだし、一緒なわけないじゃない。ねえ？」

「ふぅ～ん。でもさー、妬やいちゃうなぁ。先輩に可愛がってもらえてぇ」

　子供のように頰ほおを膨ふくらませて拗すねる都。

「そんなことばかり考えてないで、さっさと食べる食べるっ！」

「はぁ～い」

　都は間延びした返事をするとパフェを片づけ始めた。

「和樹君も、いっぱい食べてね？」

　気がつくと和樹の皿は食べ物で山盛りになっていた。







[image: 嘆きに満ちた扉の向こう]







　麻生純子は都内に借りている隠れセーフ家ハウスの一つに足を運んでいた。

　気分を変えたいときや捜そう査さに行ゆき詰づまったときに利用する場所だ。隠れセーフ家ハウスというほどなので広くはない。１ＤＫの部屋は簡素かつ質素。必要最低限の家具しかないが、これで十分だった。ネット環かん境きようも整っており、仕事上、特に不都合はない。

　シャワーを浴び終えた純子はユニットバスから出ると、ガウンを身にまとって化け粧しよう台だいの前で腰こしを下ろす。その途端、深い溜め息が口から漏もれ出した。一日の疲ひ労ろうが集約された呪じゆ詛そにも似た深い溜め息である。

（疲つかれているのかもしれない……）

　仕事一筋の自分には相応ふさわしくない思考だと苦く笑しようしながら結ゆわえていた髪かみを解ほどく。

　バサッと音を立てて落ちてくる絹のような艶つややかな髪──。純子はそれを丁てい寧ねいにすいていく。

　髪は女の命だという。それを意識しているわけではないが、あながち間ま違ちがいでもなさそうだ。

　そんなことを考えながら念入りにブラッシングを繰くり返していく。勤務中に見せる張りつめた表情はそこになく、年相応の女性の姿があった。心身共に疲れているのは事実だが、倒たおれるほどではない。まだ純子には立ち上がるだけの力が十分すぎるほど残されていた。

　瞳ひとみに陰かげりはない。その奥には無む尽じん蔵ぞうとも思える意志の力で充みち満ちている。純子は鏡に映る自分に頷うなずいてみせると、ゆっくりと立ち上がった。そして今度は端たん末まつの前で腰を下ろす。本日の捜査は終わりだが考えることは山ほどある。目下、気になることと言えば友永和樹のことだ。

（なにか事件に絡からんでいるのだろうか──）

　現状では、それすらも定さだかではない。絡んでいるような気はするが、シロである可能性も否定できなかった。とにかく不確定要素が多く、判断材料が極きよく端たんに少ない。和樹の身辺を洗い出してみるが特に怪あやしい点はなかった。両親にも犯罪歴はなく、それは和樹も同じである。

　エージェントとしての勘で動いてみたものの、手て応ごたえは得られない。雲でもつかむかのような感じだった。なにより純子を困こん惑わくさせたのは和樹の行動である。自分に嫌けん疑ぎがかかっていることを承知で彼女と接せつ触しよくを図はかってきた。犯罪者であれば捜査官と距きよ離りを置くのが一いつ般ぱん的てきだ。逃にげるならともかく向かってくるなどあり得なかった。

（大物なのか、それとも単なる馬ば鹿かなのか）

　不思議と言えば、そんな和樹を追いかけ回している自分自身も不可思議だった。彼に固こ執しゆうしているという自覚はある。だがそれが何故なぜなのかという明確な答えはない。

　戸と惑まどう純子の胸の奥がチクリと痛む。純子は微かすかに顔を歪ゆがめると胸に手を添そえた。肉体的な痛みではない。針で心をつつかれたような鋭するどい痛みだ。

　疼うずくような痛みが残る胸部に手を当てながら静かに息を吐はき出す。そして端末の側そばに無造作に置かれた愛あい銃じゆう・ＳＩＧザウエルＰ２２６ＬＦへと目を向けた。今では手足と同じ感覚で扱あつかえるそれも、元は自分の銃ではない。証しよう拠こであり形見でもあるこの銃の本来の持ち主は、純子のかつてのパートナー・響一哉の所有物だった。

（ああ、そうか）

　ようやく純子は胸の痛みの理由について正しく理解することができた。

（もう忘れたはずなのに……）

　だがＳＩＧザウエルＰ２２６ＬＦを所持している時点で、忘れたくはないとも考えていたのだろう。響一哉のことを──。







　響一哉が警視庁サイバーテロ対策室へと配属されてきたのは、純子がエージェントとしての地位を確固たるものとしたころだ。新人が配属されることは情報として得ていた彼女だが、まさか自分のパートナーになろうとは想像すらできなかった。

「新人の響一哉です。よろしくお願いします」

　捜査に明け暮れる毎日で精神的なゆとりもなく、疲れ果てて椅い子すで寝ねこけていたときのことだ。抑よく揚ようのない淡たん々たんとした口調で挨あい拶さつしてきたのが彼だった。

　中肉中背、美男子でもなければ不細工でもない。これという特とく徴ちようがないのが特徴の男だった。

「と言うわけで麻生、彼をよろしく頼たのむ」

　ふと彼の隣となりへと目を向けると室長の姿があった。

「よろしくと言うと？」

「今日から彼が君のパートナーだ。もっとも、しばらくは捜査のイロハについて叩きこまなきゃいかんが──。後こう輩はいの指導、任せたぞ」

　寝ぼけていたせいか状じよう況きようがつかめない。だが室長の言葉を頭の中で反はん芻すうしているうちに、事の重大を理解するに至った。

「彼が私のパートナーに!?」

　純子は素すっ頓とん狂きような声を上げつつ室長を凝ぎよう視しするが、彼は素知らぬ顔をしていた。

「よろしくお願いします」

　吞のん気きにも頭を下げてくる響一哉の姿にうんざりしながら、純子は室長へと非難の目を向けた。

「私は現状維い持じを希望します」

「それは無理だ」

　にべもなく言ってのける室長。

「捜査は原則的に二人一組。今までが特別だったと考えるべきじゃないか？」

　確かになにか起きたときのことを考えると単独での行動は危険だ。そのため捜査は二人一組というのが基本である。

「今までは今まで。これからも大だい丈じよう夫ぶという保証はない。それに他ほかの連中は全員、相方がいるから彼をあてがうこともできん。なにが言いたいか解わかるな？」

　抵てい抗こうしても時間の無む駄だであることを悟さとった純子は、諸もろ手てを挙げて降参の仕草をした。

「解ればよろしい。では彼をよろしく頼む。立派なエージェントに育ててくれよ」

（勝手なことを……）

　胸中で悪態をついてみたものの、決定を覆くつがえすことができない以上、響一哉と上手うまく付き合っていくより他なかった。

「麻生さん、未熟者ではありますが、ご指導のほどよろしくお願いします」

「堅かた苦くるしいわね。もっと肩かたから力を抜ぬきなさい」

「はい」

　その返事自体もぶっきらぼうなものだったのだが、当の本人は気づきもしなかった。

「それと私のことは純子でいいわ。あなたのことは一哉でいい？」

「はい、純子」

　表情一つ変えずに答える一哉の姿に、一いつ瞬しゆん、純子は面めん食くらう。

（名前で呼べとは言ったけど、いきなり呼び捨てとはねぇ？）

　考えようによっては順応力が高いと言えなくもないが、一般的な感覚からは少しズレているかもしれない。だが特に嫌けん悪お感かんはなかった。どちらかと言えば好感が持てる。素す直なおすぎる性格が一哉にあの台詞せりふを吐かせたのだろうと純子は結論づけていた。

「じゃあ、施し設せつ内の案内から始めようか？」

「疲れているのでは？　広くもありませんし、独りでも見て回れます」

「それだと示しがつかないじゃない？」

　純子は苦く笑しようするが、実のところ一哉の提案には賛成だった。二人で行動しようものなら同どう僚りようから冷やかされるのは確実である。とはいえ一哉の提案を受け入れるのも問題だった。

　逡しゆん巡じゆんする純子がふと横へと目を向けると、彼女のロボットが無言で屹きつ立りつしていた。久我山重工製の人形のロボットは、純子をサポートするために貸たい与よされたものである。もちろんパートナー不在だった彼女をフォローするためだ。

　ロボットが認にん知ちされるようになって久しいが、パートナーの代わりとして与あたえられたときは首を傾かしげたものである。ただそれは最初だけであり、直すぐに補ほ佐さ役やくとして有能であることに気づかされたのだが。

　人形であることから行動に制約が少なく、犯人を検挙する際には荒あら事ごともこなせる。独自の判断で行動することはできないものの、命令に忠実なぶんだけ安心して任せることができた。純子が単独で行動し続けることができた裏には、そんな理由があったのである。もちろん彼女の能力がずば抜けて高かったこともあるのだが。

「あ、そうだ」

　純子はロボットの肩に腕うでを回すと、一哉へと目を向ける。

「そこの新人君を案内してくれる？」

『了りよう解かいしました』

　ロボットは機械的な返答をすると、一哉の前に立った。

「このロボットに案内してもらうわけですね？　了解しました」

　一哉は気にするわけでもなく言ってのけると、ロボットに連れられてその場をあとにした。

（似た者同士って感じね）

　純子は苦笑した。







　コンビを組み始めて半年も経たたぬうちに、純子と一哉はトップクラスの検挙率を挙げるようになっていた。純子が考えていたよりも一哉は実じつ践せん向きであり、状況を冷静に判断して行動に移るところなど場慣れしたエージェントを彷ほう彿ふつとさせるほどだ。

　検挙数に比例するかのように一哉の様子も変化していった。初めこそ木ぼく訥とつとして取っつきにくかった彼も、日を追うごとに感情らしきものを表に出すようになっていったのである。

「初めてあなたと会ったとき、ぶっきらぼうなヤツって思ったものだけど……」

　ＮＳＲ─Ｆに乗って犯人の下もとへと急行していたときのことだ。

　純子は助手席に腰こしかけている一哉を横目で眺ながめながらつぶやいた。

「そうだったかな？」

「そうよ。ロボットなんじゃないかって思ったくらいだし」

　純子の発言に一哉は僅わずかに頰ほおを硬こう直ちよくさせた。

「あのときは緊きん張ちようしていたんじゃないかな」

　純子はＮＳＲ─Ｆをマニュアルからオートへと切り替かえると、ステアリングから手を放して一哉のほうへと向き直った。

「いくらなんでも緊張しすぎだったんじゃない？」

「純子がそこまで言うなら、そうだったんだろうな」

　一哉は食い下がることはせず、純子の目を見て頷うなずいた。

　その瞬間、鼓こ動どうは速まり、頰が火ほ照てっていく。それを悟られまいと純子は顔を背そむけようとするが、できなかった。一哉の無む垢くな瞳ひとみに射い貫ぬかれ、身動きが取れなくなっていたのである。

「俺が変わったのだとしたらそれは、純子のおかげだ」

　一哉は真顔で言ってのけた。

　そこに噓うそ偽いつわりは存在しない。彼は心からそう言っているのだ。

（ちょっとズルイかな……）

　純子は高鳴る鼓動を意識的に抑おさえつけながら、そんなことを思う。

　一哉の発言は半ば予想できたことであり、純子は意図的にそれを引き出していたからだ。職業病なのかもしれないが「誘ゆう導どう尋じん問もんか？」と問われれば「その通りだ」と答えるしかない。

　自分の思考に囚とらわれていたせいか、一哉の腕が伸のびてきたことに気づくのが遅おくれた。

「あっ」

　純子は伸びてきた一哉の腕に搦からめ捕とられ、引き寄せられた。そして抵抗する間もなく抱だきしめられてしまう。もっとも抵抗する気など初めからなかったのだが。

（なぜこんなことになってしまったのだろう？）

　純子は一哉の腕の中に収まりながら、そんなことを考える。おそらくは初めて出会ったあの瞬間からこうなる運命だったのだろう。運命など毛ほども信じてはいなかったが、そんな気がしてならなかった。だがこのような状じよう況きようになった場合、往々にして仕事に支障が出る。ただ純子の場合は仕事もそつなくこなし、検挙率もキッチリ上げていた。結果を出していたので同僚や上司からも咎とがめられず、すべて順風満まん帆ぱんだったのである。

（順調すぎて怖こわいくらい……）

　なにもかも自分が思い描えがいたとおりに事が運ぶせいか気味が悪くなるほどだった。

　だがその負の思考はある意味、未来を予知していたのではあるが──。







　一哉の行動に疑問を抱いだくようになったのは、パートナーとして安定し始めたころだった。

　犯人検挙に全力を傾かたむけ、新米ならではの情熱を持って仕事に取り組んでいたはずなのだが……。何故なぜか一哉は犯人に対し暴力的な行動を取るようになっていったのである。理由は不明。特に犯人が憎にくいというわけでもなく、その行こう為い自体を楽しんでいるように見受けられた。

「一哉……。なんであんなことをするの？」

　純子はＮＳＲ─Ｆのシートに背を預けると、隣となりの席に腰かけている一哉へ問うていた。

「あんなこと？　あんなこととは!?」

「……査問される可能性があるって噂うわさ、聞いてないの？」

　一哉は鼻で笑うと、口を開いた。

「相手はサイバーテロを企くわだてるような輩やからだぜ？　一発かましたところでかまわんだろう？」

「それは相手が抵てい抗こうしてきた場合でしょう？　無抵抗の相手に手を出すとなると……」

「やりすぎだと？」

「そう言うことね」

　純子が断言すると、一哉はつまらなそうな顔をした。

「連中、実にイロイロな感情を見せてくれる。追いこめば追いこむほど、な」

「？」

「こちらの話だ。さっさと現場に行こう」

「……了解」

　純子は不ふ審しんに思いながらも車を発進させた。







　ＮＳＲ─Ｆは閑かん静せいな住宅街の一角で停車した。

　周囲にはこれといった建築物は存在せず、大小様々なマンションが林立しているのみである。犯罪の臭においはしない。通りを行き来する人々も主婦や学生が多く、特に目に留まる人物はいなかった。だがサイバーフォースが相手にする連中は端たん末まつに向かっている者が大半である。犯人がごく一いつ般ぱん的てきな学生だった、などというケースは往々にしてある。今回もサイバーテロを企てているグループがいるとの報告を受けて内ない偵ていを進めていたのだが、まさかこのような住宅街でテロの計画が練られているなどとは周辺住人も思わないだろう。

　純子と一哉はＮＳＲ─Ｆから降りると、犯人が居住するマンションの前に立った。

「令状の準備も出ているし、あとは逮たい捕ほするだけね」

「ふんっ。まどろっこしい手続きなど省けばいいものを……」

　一哉はつぶやくとホルスターからＳＩＧザウエルＰ２２６ＬＦを抜ぬいた。

　黒光りする得え物ものに目を留めた途と端たん、純子の胸きよう郭かくで心臓が跳はね上がる。不ふ吉きつな予感がした。

「ところで、こいつはいつになったら廃はい棄きするんだ？」

　一哉は背後へと顔を向ける。そこには無言のまま屹きつ立りつする一体のロボットがいた。純子のサポートロボットである。一哉がパートナーになってから活かつ躍やくの場が減っていたが、彼女は引き続き利用し続けていたのである。いればなにかと便利だったからだ。

「廃棄なんかしないわよ。ちゃんと役に立ってくれるしね」

　純子はロボットのボディに手を添そえて断言した。それが気に入らないのか一哉は鼻を鳴らすと、不ふ機き嫌げんな表情で歩き始めた。純子とロボットもそれに続く。

（前はこんなんじゃなかった……）

　先行する一哉の背中を見つめながら純子は思う。言葉数こそ少なかったが穏おだやかで、生まれたばかりの赤子のような純じゆん粋すいさを一哉は持っていた。そこが彼の美点であり純子が惹ひかれた部分だったのだが……。今の彼は反はん抗こう期きに入った子供のようであり、手に余った。

　一哉は黙もく々もくと歩いていく。純子も黙したまま歩き続けていた。エレベータを利用して最上階へと移動し、さらに歩く。やがてテロリストが借りていると思われる部屋が見えてきた。

　純子は思考を切り替えると、これからの立ち回りについて脳内でシミュレートし始める。これから乗りこむ場所はテロリストの拠きよ点てんだったが、出入りしている者は数名しかいない。他ほかの仲間や支し援えん者はそれぞれの場所で活動しており、そこへは他のエージェントが向かっていた。

　純子は玄げん関かん前へと足を運ぶと仲間からの合図を待つ。一いつ斉せいに摘てき発はつを行い、一いち網もう打だ尽じんにするのが今回の目的である。

　だがそのとき一哉が意外すぎる行動に出た。

「……ふんっ。待ってられるか」

　一哉は吐はき捨てると、あろうことかドアを蹴け破やぶって室内へと突とつ撃げきし始めた。

　泡あわを食ったのは純子である。あまりにも唐とう突とつすぎて思考が追いつかない。目の前の出来事が瞬しゆん時じには理解できず、惚ほうけた表情で立ちつくしていた。だが呆ぼう然ぜんとしていたのは一瞬であり、すぐさま彼女はロボットを引き連れて一哉を追う。

　玄関を潜くぐり抜けたときである。奥から男の怒ど号ごうと悲鳴、そして発はつ砲ぽう音おんが聞こえてきた。

「一哉っ！」

　叫さけんでみたものの案じていたのは彼の身ではない。聞こえてきた悲鳴は一哉以外の何者かであり銃じゆう声せいはＳＩＧザウエルＰ２２６ＬＦのものだった。だとすると考えられることは一つ。純子はロボットを先に立たせ、携けい帯たいしていた銃に手を伸ばす。セーフティレバーを上げてスライドを引き、両手で銃を構えながら室内へと侵しん入にゆう。ロボットを盾たての代わりにして室内へと進む。

　鳴りやまぬ銃声、そして悲鳴──。

　部屋の奥から聞こえてくる断だん末まつ魔まに愉ゆ悦えつに満ちた笑い声が重なり合う。

　純子は背筋に冷たいものを感じながらも、エージェントとしての使命感から意識的に足を動かしていく。

　廊ろう下かを抜けてリビングへと足を運んだときだ。純子の嗅きゆう覚かくが血の臭いを嗅かぎ取った。リビング内は血の海と化しており、床ゆかには物言わぬ肉につ塊かいがいくつか転がっている。室内は酷ひどく荒あれており、家具や電化製品が散乱していた。そんなリビングの中央に一哉はいた。

「一哉……」

　言葉は続かなかった。返り血で全身を赤黒く染め上げ、恍こう惚こつの表情を浮うかべる一哉の姿に怖おぞ気けを感じたからだ。血の臭いに酔よっているかのようだった。

　一哉が彼等になにをしたのかは考えるまでもない。状況がすべてを物語っている。

「なんて……なんてことを──」

　純子は震ふるえる声こわ音ねでつぶやくと、銃口を一哉へと向ける。だが彼はそれを見ても怯ひるむ様子すら見せず、薄うすら笑いを続けていた。

「人間とは実に面おも白しろい。死の直前にこいつらが見せた様々な感情の数々……。実に興味深い」

　凍いてつくほどの冷めた声音が室内に響ひびき渡わたる。

「このような下げ賤せんな輩は殺してしまったほうがいい。イロイロと手間も省けるしなぁ？」

　一哉は足あし下もとに転がる肉塊に目を向けると、それに唾つばを吐きかけた。

「なにを……言ってるの？」

　恐おそる恐る声をかけると、彼は純子へと目を向けてきた。

　その途端、冷や水でも浴びせかけられたかのような鮮せん烈れつな感覚が全身に襲おそいかかってくる。体の芯しんが震え、瞬またたく間まにそれは全身へと波は及きゆうしていった。崩くずれ落ちそうなほど体は震え、腰こしが抜けそうになる。それでも立ち続けることができたのは、エージェントとしての使命感が純子を支えていたからだ。本能は警けい鐘しようを鳴らし続けている。一刻も早くこの場から離はなれるようにと──。だが体がついていかない。足に根でも生えたかのように、その場から動けなかった。

「さあ、おまえはどんな感情を俺に見せてくれるんだ？」

　一哉は右手に所持した拳けん銃じゆうをゆっくりと持ち上げていく。やがてその銃口は純子を捕ほ捉そくした。彼女もまた一哉へと銃を向け、狙ねらいを定める。

　銃を突つきつけ合う形で対たい峙じする二人の姿は好対照だった。怯む様子すら見せず余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる一哉に対し、純子は全身の震えから狙いすら定まらない有様だ。

「さあ、見せてくれ。俺に見せてくれ。純子、おまえは今、なにを考えている？　なにを思っている？　死への恐きよう怖ふ？　それとも絶望？　怒いかり？　恨うらみ？　教えてくれ。俺に教えてくれ」

　一哉は弾はずむような口調で告げてくる。だが純子の頭の中は白いカンバスのようであり、思考は正常に機能していない。目の前の光景は悪夢そのものであり、まるでリアリティがなかった。

「さあ、早く俺に見せてくれ──」

　愉悦で醜みにくく歪ゆがんだ顔は純子が知る一哉のそれではなかった。

　そのときだ。なんの予告もないまま一哉はトリガーを引いた。

　弾だん丸がんは純子の耳元付近を通過し、彼女の髪かみの毛を何本か散らせていく。純子は堪たまらず身を仰のけ反らせると、その場で尻しり餅もちをついた。

「こんなにも切望しているというのに、おまえは応こたえてくれないわけか」

　今度こそ確実に当てるつもりなのだろう。一哉は床でへたりこんでいる純子へと銃口を向ける。それは彼女の眉み間けんを捕ほ捉そくしていた。

　純子は理由すら解げさぬまま殺されようとしている理り不ふ尽じんさに憤いきどおりを覚えながらも、その瞬間が訪おとずれるのを待った。ごく自然に目は閉じられ、世界は暗くら闇やみの中に没ぼつしていく。

　純子は待った。だが視覚が機能しないせいか、やけに時が長く感じられる。

　十三階段を強ごう引いんに上らされるかのような責め苦に堪たえきれず、純子が瞼まぶたを開けたそのときだ。思わず彼女は息を吞のみこんだ。一哉が銃を向けたままの姿勢で笑みを浮かべていたからだ。恐怖から逃のがれるため視覚をシャットアウトした純子だが、彼はそれすら許さなかったのである。

「そうだ、その表情。いいねぇ」

　一哉は口の端はしを吊つり上げると、今度こそトリガーに指をかけた。

　純子は叫ぶことすらできず、半ば呆然とした表情でそれを見守り続けている。

　瞳ひとみを伏ふせてもいないのに目の前が暗くなっていく中、純子は視界の端から飛び出してくる影かげに気がついた。続いて立て続けに鳴り響く銃声と金属音──。その音で覚かく醒せいした純子は、自分の目の前に立つ者の存在に気がついた。彼女のサポート用ロボットである。それは純子の目の前で仁王立ちし、一哉が放った凶きよう弾だんを体で受け止めていた。

　一哉は少し意外そうな表情をすると、マガジンキャッチを押してマガジンを抜ぬき取る。

「ポンコツのくせに頑がん張ばるじゃねえか」

　新たなマガジンを装そう塡てんした一哉は、ロボットへと銃を乱射する。弾丸は容よう赦しやなくそのボディを剔えぐっていく。内部の回路が焼き切れるなどしたのだろう。火花が散り、黒こく煙えんが上がり始めた。

「純子を守るようにプログラムされていたか？　ご苦労なことだ」

　一哉は高笑いしながら銃を撃うち続ける。

（私を守るように？）

　純子は違い和わ感かんを覚えていた。そのようにプログラムされていれば状じよう況きようによっては独自の判断で動く可能性はある。だが基本的には純子の命令がなければ動かない。だとすると偶ぐう然ぜんの産物だと考えたほうが自然だった。

　銃声が鳴り止やむと同時に、ロボットの体が前方へと傾かしぎ始めた。それは黒煙を上げ、やがて自らが放った炎ほのおにくるまれていく。

　それに気を取られている間もなく、一哉は新たなマガジンを銃に装塡し直した。

（クッ……）

　混乱しながらもどこかで冷静さを取り戻もどしつつあった純子は、燃え上がるロボットの陰かげに隠かくれながら銃を構える。そして軽く深呼吸をすると、タイミングをうかがった。

（一哉と撃ち合うことになるなんて……思いもしなかった）

　純子はためらっていた。撃たなければ殺やられてしまう。それでもなお彼女は躊ちゆう躇ちよし続ける。一哉と過ごした日々が決断力を鈍にぶらせていた。

　意を決してトリガーに指をかけたときだ。燃え上がる炎に包まれているロボットが唸うなり声ごえを上げたのは。それは暴走するかのような勢いで一哉へと向かって突とつ撃げきし始めた。

「なっ……」

　ロボットの暴走は一哉にとって計算外だったのだろう。彼は身動き一つ取れないままそれに組みつかれていた。それと時を同じくして着衣に火が燃え移っていく。それは速すみやかに全身へと波及し、彼の体を炙あぶり始めた。皮ひ膚ふが焼ける嫌いやな臭においが辺りに満ちていく。

「うおおおおおおおおっ！」

　火だるまと化した一哉は雄お叫たけびを上げると、ロボットを力任せに殴なぐり倒たおした。

　紅ぐ蓮れんの炎に包まれている一哉の姿を見つめながら、純子は声にならない声を発した。

　一哉の顔は焼けただれ、見る見る人相が変わっていく。そんな中にあっても彼の双そう眸ぼうは輝かがやきを失わず、それどころか生命力で満ちていた。

　銃を向けたまま声を失っている純子に対し、一哉は口元に笑みを浮かべてみせる。それは怖おじ気けを呼びこむ冷れい笑しようである。純子は震え上がった。

　一哉は手にした銃を放ほうり投げると、両の掌てのひらへと目を落とす。

「クックック……。いいねぇ、皮膚が焼けるこの感かん触しよく──」

　そうつぶやくと、一哉は純子に背を向けて駆かけ出した。

「なっ……。待ちなさいっ！」

　純子は銃口を向けたまま叫さけぶが、一哉は立ち止まる素そ振ぶりすら見せずに突き進んでいく。彼は腕うでで顔を庇かばうようにして窓を突き破やぶると、そのまま中空へと身を投じた。

　突とつ然ぜんの出来事にすぐには反応できなかった純子だが、それでも数秒後にはベランダへと駆け寄っていた。身を乗り出すようにして階下へと目を向けるが、何人かの通行人が集まっているだけで一哉の姿を発見することはできなかった。

（……どういうこと!?）

　わけが解わからなかった。

　だがすぐに我に返ると、純子は現状を報告するために携けい帯たい端たん末まつを取り出して通話を開始した。







　セーフハウスにある端末の前で物思いに耽ふけっていた純子は、これ見よがしな溜ため息いきをつく。このような姿を人前で晒さらすなど考えられなかったが、今は誰だれが見ているわけでもない。気取る必要もなかった。

　純子は苦笑いしつつモニターへと目を向ける。そこには響一哉について独自に調査した記録が表示されていた。

　あの事件を最後に、一哉は純子の前から姿を消した。遺体が見つからないことから生死は不明だが、状況から考えると死んだと考えるべきだろう。だが仮にそうだとすると遺体がなければおかしい。マンションから飛び降りたのだから、地面で潰つぶれた蛙かえるのような無残な姿を晒しているべきだった。だが目撃情報によると一哉は体を引きずりながら現場から立ち去ったらしい。

（一哉は生きている……？）

　あれだけの火傷やけどを負ったのだから、治ち療りようのために病院へ足を運んだのは間ま違ちがいない。だが病院を利用した形けい跡せきはなかった。闇医者を利用した可能性もあったが、だとしても噂うわさくらいは流れてもおかしくはない。

　一哉の経歴も詐さ称しようされていた。事件後、密ひそかに調査を進めていた純子は、響一哉なる人物がこの世に存在しない事実を突き止めていたのである。すべてが巧こう妙みように捏ねつ造ぞうされたものであり、ありとあらゆる情報を積み上げていくことで響一哉という架か空くうの人物を実在する人物として認にん知ちさせていたのだ。

　だがそのようなことを個人で行うことは不可能だ。背後に巨きよ大だいな犯罪組織、もしくは政府機関が控ひかえている可能性もあった。だとするとお手上げである。真相に近づく前に消されるか、さもなければ圧力をかけられて断念せざるを得なくなるだろう。

　ただ完全に一哉の情報がなくなったかといえば、そうでもなかった。彼が姿を消してからほどなく、街に流れた都市伝説がある。全身を包帯で覆おおった殺さつ人じん鬼きの話だ。それが一哉かどうかは定さだかではなく、都市伝説を信じるかどうかという問題もある。だが実際、殺人鬼による連続殺人事件は起きていたし、多数の目撃情報もあった。ただ都市伝説とは違い、目撃されていたのはパーカーを着た男だったのだが──。

　純子はまだ湿しめり気けが残っている髪かみを手で搔かき上げると、思考を切り替かえた。

　一哉が生きているのであれば自分の手で逮たい捕ほしたいと考えていたが、今のところ情報は皆かい無むである。やるべきことも山積しており、そればかりにかまけてもいられなかった。

「そうか、そういうことか……」

　唐とう突とつに純子はつぶやく。

　なぜ和樹のことが気になったのか、やっと理解することができたのである。

（あの子、一哉に似てるんだ──）

　会話の受け答えや雰ふん囲い気きなど、出会ったころの一哉と酷こく似じしていたのである。

　思わず純子は苦笑する。未いまだに想おもいが残っているという事実に気づかされたからだ。

「次に彼に会うとき、どんな顔をしたらいいのかしら」

　それは意外に難しい問題のように思われた。
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　午前九時五十八分。

　御お茶ちやノ水みず駅の改札口へとやってきた和樹は、さっそく辺りの様子をうかがい始めた。

　秋葉原駅から徒歩十分ほどしか離はなれてなかったが、そこと異なり御茶ノ水駅は静かだ。喧けん噪そうとした雰囲気とは無む縁えんであり、落ち着いた空気が流れている。

　御茶ノ水駅へと足を運んだのには理由がある。前日、奈都美達とプールに行く約束をしており、午前十時に御茶ノ水駅で待ち合わせをしていたからだ。まもなく約束の時間だが、周囲に彼女達の輪りん郭かくパターンは検出されない。どうやら奈都美達はまだ着いていないようだ。

　着実に時は刻み続けている。時刻は午前十時十一分。集合予定時刻から十一分が経過していた。奈都美達の姿は確認できない。

（なぜ彼女達は来ないのだろう？）

　さっそく和樹は可能性の検討を試みる。事件、事故、病気など、可能性だけならいくつも列挙できそうだ。それ以外にも感情を考こう慮りよに入れる必要がある。人間関係について検討し始めた和樹は、ある一つの解答を導き出した。

（僕は嫌きらわれているのだろうか？）

　その可能性について検討し、さらになにが問題だったのかを検証し始めたときだ。

　和樹は自分が出した結論が誤りであることを知った。南南西の方向から、奈都美と薫、そして圭介の輪郭パターンを検知したからである。

「和樹君、早かったね～！」

　軽く息を弾はずませながら和樹の前で立ち止まった奈都美は、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。

「なぁに言ってんだか。あんたが遅おそいんだよ」

　薫は頭を搔きつつやってくると「おはよう」と言って片手を挙げた。

「どれだけ和樹が待ったと思ってるのさ。自覚があったら反省の弁くらい述べてみたら？」

「十二分十四秒ほど待ったよ」

　和樹が告げると、奈都美と薫は目を丸くする。

「どうしよう、薫ちゃん！　秒単位で計られてる～！」

「こりゃ怒いかり心しん頭とうだね。涼すずしい顔をしてるけど、心の中では怒りの炎ほのおがメラメラって感じ？」

「あは、あはは……。ホントにゴメンね、和樹君」

　奈都美は両手を合わせて陳ちん謝しやする。

「笑ってごまかすつもり？　和樹ってば、さっきの子犬みたいな顔になってたじゃない」

「だな。捨てられてますって感じだったぜ」

　薫と圭介は見つめ合い、そして頷うなずき合った。

「さっきの子犬というのは？」

「奈都美のヤツ、途と中ちゆうでわんころ見つけて追っかけちゃってさ。それで遅おくれたってわけ」

「だって～。あの子、お腹なか空すかせてたみたいだったし……」

「だからってさ、コンビニでエサを買わなくてもいいんじゃない？」

　薫は肩かたをすくめてみせた。

「それにさぁ、優やさしさって罪なこともあるんだからね？」

「そーかなぁ？」

「そうなの！　待たされた和樹のことは考えたのか！　彼には優しくしないのか！」

「そんなことないもん。和樹君にも優しくしたいし、されたいし……って、深い意味じゃなくて、ああっ、なんて言ったらいいんだろ!?」

「スキって言っちゃえば？」

　ニヤリと口元に笑みを浮かべる薫。

「あうっ！　それじゃないよ、絶対～っ！」

　奈都美は赤面しながら声を張り上げ、それに驚おどろいた通行人が好こう奇きな眼まな差ざしを送ってくる。

「絶対、違ちがうらしいぞ」

　圭介はクックと喉のどを鳴らしながら笑っている。

（女心は昔から解わかりにくいものらしいが、いつか僕にも知ることができるだろうか？）

　和樹は様々な推論で無機頭脳を活性化させながら、彼女達と一いつ緒しよに駅のホームへと向かった。







「お、カッコイイ男を発見！」

　御茶ノ水駅のホームで電車を待っていたときである。薫が嬉き々きとした声を発した。

「えぇっ！　どこどこ？　薫ちゃんがカッコイイっていう男の人、見てみたいよぅ」

　それは和樹も同じだった。

　周囲を見み渡わたす奈都美と同じように、和樹も辺りの様子をうかがう。

「ほら、あそこ。白衣のあの人」

　薫の目線を追いかけていくと、十メートルほど先に三十代前半と推定される男性の姿を確かく認にんすることができた。和樹達と同じ電車を待っているようだ。

（医者だろうか？）

　白衣を着ているということは、それに近い商売を営んでいると考えられた。

「薫ちゃん、白衣の男が好きなんだ～」

「いやいや、そうじゃなくってさ。ぶっきらぼうそうなところが高得点かな？　女の顔色をうかがって態度を決めるタイプじゃなさそうじゃない？」

「ふむ。背も高いし顔もまぁまぁだな」

　白衣の男を眺ながめながら評価を下した圭介はさらに続ける。

「だが、残念ながら子連れだ」

　小学生だろうか。ナースキャップにも似た帽ぼう子しをかぶった女の子が男に付き従っていた。

「子供や家族を大事にできる人って、なんかいいよね～。憧あこがれちゃう」

「自分の子供じゃなかったりしてな」

　圭介の言葉に奈都美は目を剝むいた。

「それって、それって……。変質者!?　ああん、あの子、もしかしてピンチなの？」

「そこまで言ってないって」

　天を仰あおぐ圭介。

　そんな二人のやり取りを耳にしたのだろう。白衣の男と少女が顔を向けてきた。

「ありゃりゃ。奈都美の変質者発言が聞こえたんじゃないの？　あたしゃ知らないかんね」

「ええっ!?　そんな～」

　大おお仰ぎように嘆なげく奈都美をよそに、男の視線は元に戻もどる。興味を失ったのだろう。

　だが代わりに連れの少女が奈都美の下もとへと駆かけ寄ってきた。

「うちのセンセー、変質者じゃないので安心してください」

「先生ってことは、あの人、医者なんだ？」

　薫の問いに、少女は無む垢くな笑えみを浮かべてみせた。

「影かげ山やま貴き紳しんっていう、とってもすんごぉいセンセーなんです」

「君は影山先生の子供？」

「違いますよ。私はセンセーの恋こい人びとなの」

　少女の発言に奈都美達は目を丸くする。

「ええ!?　それってやっぱり犯罪？　いや、変質者？　ああん、どうしよ～っ!?」

　奈都美がパニックを起こしかけたときである。件くだんの男性が再び顔を向けてきた。

「そあら、誤解を招く発言は慎つつしめ」

　影山は叱しつ咤たするかのような鋭するどい声を発するが、そあらは気にもしていないようだ。

「誤解じゃないもん」

「お前は俺のアシスタントだ。それ以上でも以下でもない」

　影山の言葉にそあらがむくれたときだ。滑すべるような勢いで電車がホームに入ってきた。

「行くぞ、そあら」

「はぁ～い。それでは失礼しますぅ～」

　そあらは深々と頭を下げると、影山の下へと引き返していく。

　そんな彼女を見つめていた和樹は、ある事実に気がついた。そあらの皮ひ膚ふ構造は八十二パーセント以上が無機配列の集合だったのである

（どういうことだろう？　彼女の体は人工の部品で構成されている）

　つまりそあらは人間型ロボット、あるいは人体の欠損部分を人工部品で補った人間であるということだ。だが民間レベルで和樹と同レベルの高度な部品が手に入るとは思えない。

（彼女は人間なのか、それともロボットなのか……）

　気になったが、今は奈都美達の情報を収集することのほうが重要度が高い。

　和樹は奈都美達と一緒に電車に乗りこんだ。

「あの二人、ホントはどんな関係なんだろ？」

　電車が走り始めた直後、奈都美はポツリと漏もらす。

「奈都美ってば、まだ気にしてたんだ」

「だってぇ。もしかすると、もしかするかもしれないなぁって」

「大だい丈じよう夫ぶじゃない？　そあらって子もイヤイヤって感じじゃなかったし」

　不安感を顕あらわにする奈都美に対し、薫は至って冷静な反応を示した。

　和樹も薫と同意見である。

「あの子は人工部品で体を構成している。医者と関係があっても不思議じゃないよ」

「え？　そうなんだ。ちっとも気づかなかった……」

「最近の義手や義足って性能がいいみたいだからね。それなのかな？」

　部品の比率から考えてロボットの可能性も否定できなかったが、どちらであるか不明である以上、混乱させる可能性が高い。和樹は黙だまって頷き返した。

「あんなちっちゃい子なのに、苦労してるんだね……」

　奈都美は目を潤うるませる。

「安易な同情は嫌きらわれるよ？」

「そんなこと言ったってぇ～」

「今の奈都美にできることはしっかり泳ぐこと。五体満足なんだから、そのぶんね」

「そんなこと言われたって、浮うかないものは浮かないよぉ……」

「大丈夫。努力すればそのうち浮かばれるさ。な、和樹」

　薫に同意を求められるが、その理論にはいささか無理があるように思われた。

「ううっ……。私、泳ぎの練習をするために来たんじゃないよぅ……」

「ダイエットするんでしょ？　ダイエット！」

「ダイエットダイエットって、おっきな声で言わないでぇ～！」

　誰だれよりも大きな声を発する奈都美に、乗客すべての視線が集まった。

　あちらこちらから笑い声が聞こえてくる中、電車はウォーターランドがある駅へと到とう着ちやくした。







　ウォーターランドは都内で最大規模を誇ほこるアミューズメントパークである。年間を通して泳ぐことが可能であり、ギネスにも載のるほどのウォータースライダーや人工波など、遊ゆう戯ぎ施し設せつとして最さい高こう峰ほうの環かん境きようが整っていた。客層の幅はばも広く、家族連れからカップル、友達同士と、年ねん齢れいや性別を問わず多くの人々が集まってくる。

　そんな場所でありながら、周囲の空気に馴な染じめない人物がいた。純子である。彼女は人工の砂すな浜はまに立ち、椰や子しの木こ陰かげから一点を凝ぎよう視ししていた。そこには友達と戯たわむれている和樹の姿が。

　和樹を追いかけても新たな展開が起こる可能性は皆かい無むに等しい。それにもかかわらず彼を追いかけてしまうのは、もはや公私混同以外のなにものでもなかった。

（私は彼になにを期待しているんだろう？）

　和樹に響一哉の姿を見ているのは、もはや疑いようもなかった。

　純子が苦く笑しようしたときだ。ディティクター端たん末まつがけたたましい音を発したのは。純子は弾はじかれたように姿勢を正すと、手にしたディティクター端末へと目を向けた。

（ハッキング!?）

　ディティクターを確かく認にんすると、プールの排はい水すい溝こうを制せい御ぎよしている部分にハッキングの痕こん跡せきがあった。さっそくアクセスログを解かい析せきするが、発信元は不明。多数のゲートを経由してきたらしく足取りはつかめない。そうこうしている間にも辺りは阿あ鼻びき叫よう喚かん地じ獄ごくにも似た騒さわぎになっている。そしてその騒ぎの中心になっていたのは和樹を中心としたグループだった。ビーチマットに乗っていた奈都美がプールの中央へと引き寄せられていたのである。

　排水溝が開いているためプールの中心部には渦うずが発生しており、彼女はそこへ向かって引き寄せられていた。中心へ向かうほど水流は荒あらくなり、ビーチマットにしがみついていた奈都美はそれから引き剝はがされるようにして水中へと沈しずんでいく。そしてそれっきり浮かび上がってはこなかった。

　純子は慌あわてて辺りを見み渡わたすが、ライフガードの姿は見あたらない。だがいたとしても救助は困難だろう。下手に足を踏ふみ入れたら彼等とてひとたまりもない。

　排水溝を閉じるための方法を検討し始めたときだ、奈都美を助けようというのか、和樹は荒あれ狂くるうプールの中へ一歩、また一歩と歩いていく。辺りがどよめきと悲鳴に包まれる中、彼の体は水の中へと没ぼつしていった。

「ああっ」

　純子は呻うめき声ごえを漏らすと、思わず目を背そむけてしまう。とても正視に堪たえない光景だった。

　だがすぐに彼女は我に返り、現状を打破するための最善策を模も索さくし始める。奈都美が水中に吞のみこまれてから二分近く経過していた。もはや一刻の猶ゆう予よもない。一秒でも早く彼女を救い出し、蘇そ生せいのための措そ置ちを施ほどこさねばならなかった。しかし自分が飛びこんだところで彼女を助け出すことはできない。それを承知していたからこそ、純子は駆け出したい気持ちを抑おさえてディティクター端末へと目を向けていた。既すでにライフガードも動き出していたため、救助は彼等に任せて自分はハッカーの行ゆく方えを追う決意をしていたのだ。ディティクターはハッカーの痕跡を求め、警察犬よろしく追跡し続けている。どこまで犯人に迫せまれるかは判わからないが、追跡の手を緩ゆるめない限りいつかは犯人へと迫れるはずだ。

　和樹が姿を消してから一分ほど経過していた。未まだプールは激げき流りゆうのごとく荒れており、ライフガードでさえ立ち往生する有様だ。いてもたってもいられなくなった純子がディティクター端末を投げ出しそうになったときだ。荒れ狂うプールの中から奈都美を抱かかえた和樹が姿を現した。心肺機能が停止しているのだろう。彼女の肌はだは蠟ろうのように白い。このままでは意識を取り戻もどしても障害が残る。一秒でも早く蘇生させる必要があった。

「奈都美！　奈都美っ！」

　薫は半はん狂きよう乱らんに近い状態で奈都美の名を連呼するが、彼女が目覚める様子はない。一方、ライフガードは担たん架かの準備や医い療りようスタッフへの指示、救急蘇生動等で慌ただしく動き始めてはいる。
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「奈都美！　目を開けてよ、奈都美っ！」

　薫は叫さけんだかと思うと、ライフガードを押し退のけて奈都美の頰ほおを思い切り引っぱたいた。

　その瞬しゆん間かんである。奈都美が口から多量の水を吐はき出したかと思うと激しくむせたのは。彼女は何度も何度も咳せきを繰くり返し、貪むさぼるように空気を吸いこみ続ける。

「もー、薫ちゃんったらひどいよぉ」

　殴なぐられた頰に手を添そえながら、奈都美はゆっくりと体を起こした。

「ぶたれたり溺おぼれかけたり……。もう最悪～」

　薫は愚ぐ痴ちをこぼす奈都美の体を引き寄せると、そのまま強く抱だきしめた。

　その様子を眺ながめながら純子は胸を撫なで下ろすが、それは一瞬でしかなかった。彼女は即そく座ざに真顔になるとディティクター端末へと目を落とす。

（誰がなんの目的でこんなことを──）

　巻きこまれたのは奈都美だけだが、あわや大だい惨さん事じである。許すわけにはいかなかった。

　プールにできた渦は少しずつ沈ちん静せい化かへと向かっている。その一方でディティクターによるハッカーの追跡は続けられていた。犯人の特定にこそ至ってなかったが、おおよその位置をつかむことはできたようだ。だがその結果に純子は目を疑ってしまう。

（まさかウォータこーランドこに……!?）

　見み間ま違ちがいかとも思ったが間違いない。犯人は屋内のどこかからハッキングを行い、おそらくは奈都美が溺れる姿を眺めていたはずだ。純子は油断なく身構えると、細心の注意を払はらって利用客へと目を向ける。だがそれらしい人物は見あたらない。

　施し設せつの関係者に協力を仰あおぐべく行動に移ろうとしたときである。体を射い貫ぬくような鋭するどい視線を感じて純子は振ふり返った。知らず知らずのうちにホルスターに収めた拳けん銃じゆうへと手が伸のびる。先ほどの騒ぎで人は減りつつあったが、それでもまだ客数は多い。その中のどこからか殺意にも似た視線を送りつけてくる者がいた。

　純子は慎しん重ちように様子をうかがいながら視線の出所を探さぐっていく。そしてほどなく群がる客の合間からその姿を捉えることができた。その途と端たん、わけもなく体は震ふるえ、背筋に冷ひや汗あせが流れ落ちる。灰色のパーカーをまとい、フードを深々と被かぶった包帯男を確認できたからだ。そしてその包帯の隙すき間まからは、射るような鋭い視線が覗のぞいていた。

（あれはまさか……）

　純子はその暗く深い闇やみ色いろの瞳ひとみに見覚えがあった。

　だが結論を導き出すよりも早く体が反応を示す。純子は銃を抜くと、パーカー男との距きよ離りを詰つめるべく猛もう然ぜんと駆かけ出した。純子が銃を手にしたためだろう。施設内の客が騒ぎ始めた。それは瞬またたく間まに全体へと波は及きゆうし、一気にパニック状態になってしまう。客は純子の動きに合わせて右往左往し、人波に吞みこまれるようにしてパーカー男は姿を消した。

　純子は舌打ちをすると立ち止まって周囲をグルリと見渡す。だがパニック状態となった人々の中から該がい当とう者しやを見つけ出すのは至難の業わざだ。結局、純子はパーカー男を見失っていた。

　純子は嘆たん息そくしながら銃をホルスターへと戻す。

「始末書ものかしらね」

　そうつぶやくと、室長の小言を思い出してうなだれる純子だった。







　ウォーターランドをあとにした和樹は奈都美達と別れ、秋葉原の大通りを歩いていた。

　時刻は午後四時。通りは大勢の人で賑にぎわっている。通りに面している各店てん舗ぽからは激しい呼びこみ合戦が行われ、辺りは縁えん日にちにも似た騒そう々ぞうしい空気に包みこまれていた。客の反応も様々だ。それに釣つられて店内へ引きずりこまれる者、我かんせずとばかりに目的地へ急ぐ者、ウィンドウショッピングで終始する者などイロイロである。ただ休日ということもあってかコンピュータ関連の商品や大型の電化製品を購こう入にゆうしている人が多い。集計してみると通行人の三十四パーセントの人間が何なん等らかの商品を手にしていた。

『ありがとうございました』

　聞き覚えのある声に目を向けると、接客を終えたハルカが腰こしを折っている姿を確かく認にんできた。何気なくハルカの下もとへと歩いていくと、和樹の姿を認識した彼女が頭を下げてくる。

『いらっしゃいませ』

　バリエーションが限られているのか、ハルカは出会った際と寸すん分ぶん違たがわぬ動作で対応してきた。

『本日はどのような商品をお求めですか？』

「今日は買い物に来たわけじゃないんだ」

　ハルカは商品説明の必要がないと判断したのだろう。店内に入ってきた客の応対を始めた。

「ふぅん。坊ぼうやもこういうのが好きなのぉ？　ロボット好きの変人になるには早いわよぉ？」

　不意に背後からかけられた声に振り返ると、そこには都の姿があった。

「変人には早い遅おそいがあるんですか？」

　和樹が問い返すと、都はニヤリと笑ってみせた。

「良いい質問ねぇ。本当の女を知る前にロボットに走るなんてもったいないってことよぉ」

　クスクスと忍しのび笑いを漏もらす都。

「坊やはカワイイから、なおさらね」

「つまり、可愛かわいくなかったらロボットに走ってもかまわないということですか？」

「そうよぉ。そんで、そんな奴やつらと色情ロボはまとめてポイしたいわねぇ」

　都は頷うなずくと、さらに続ける。

「ロボットも使いようによっちゃ便利なんだけどねぇ」

「なにがですか？」

「いろいろとよぉ、いろいろぉ」

　詳くわしく話すつもりはないのだろう。都はショップにいるハルカへと目を向けていた。

「坊やもこんなところでうろついてないで、早くおうちに帰りなさいねぇ？」

「はい」

　和樹の反応に満足したのか、都はニッコリと微笑ほほえんだ。

「じゃあねぇ、教え子君？」

　都は和樹に軽く手を振って去っていった。

（都さん、なんの目的でここへ足を運んできたのだろう？）







　帰宅した和樹は消費した液体燃料を補ほ充じゆうし、バスルームへと足を向けた。

　体に付着した埃ほこりを丹たん念ねんに洗い流して一段落した和樹は、ベッドに体を横たえる。疲つかれは感じなかったが、奈都美を救出するために無理をしたせいか擬ぎ態たいに多少の負ふ荷かがかかっていた。

　ウォーターランドでの一件は、和樹にとって賭かけにも等しい無む謀ぼうな行動だった。幸い、誰だれにも怪あやしまれることなくヒーロー的な扱あつかいを受けるだけですんでいたが、一歩間違えればロボットであるという事実を知られていたことだろう。行動には十分な注意を払う必要がある。

（今日もイロイロあったな）

　様々な感情を収集することにより、調査を開始した当初より理解度は進んでいた。対応に苦く慮りよする回数も激減し、それなりの反応も可能になっている。少しずつ、しかし着実に人間らしい対応が可能となっていた。感情についての調査が進んでいるという証しよう拠こだろう。

　ただ今日は感情の調査よりもウォーターランドで発生した事故のほうが気になっていた。

　和樹は奈都美を救出する一方で犯人の追つい跡せきを試みていたのだが、結局、特定には至ってない。

（そう言えば純子さんも来てたな。犯人を追っていたのだろうか？　それとも僕に用が？）

　その考えに至った途端、体のあらゆる機能が活性化し始めた。さっそく擬態をチェックしてみるが、特に異常は見受けられない。

『キ、キ、キー』

　なにもせずに突つっ立っているだけの和樹を不ふ審しんに思ったのだろう。エテコウが近づいてきた。

　それは和樹を楽しませようとしているのか、四し肢しの駆く動どう機能をフルに駆使して器械運動にも似た動きを始めた。

「いいよ、エテコウ。休んでいて」

『ヤスム、ヤスム、ヤスム、キー』

　和樹の指示でエテコウは待機モードに入る。それを見届けた和樹もまた待機モードへと入っていった。







　待機モードから通常モードへと移行した和樹は、各システムおよびインターフェイスをチェックする。すべて良好だと確認したのち始動。軽く各部の関節を動かしてみるが、駆動系にも問題は発見されない。和樹はベッドから上半身を引き起こした。

『キー。キー？』

　和樹の始動を確認したのか、足あし下もとにエテコウが近づいてくる。

『キー！　メール、メール！　キー！　メールの受信を一通確認、キー』

「読んで」

　和樹の要望に応こたえ、エテコウが受信したメールを読み始める。

『送信者・愛原奈都美。件名・子犬を拾いました。内容を読み上げます──。

　和樹君、おはようございます。散歩のときに家の近くで子犬を拾いました。飼い主が見つかるまでしばらく世話をしようと思っています。よかったら見に来てください。

　送信日・本日の午前七時三十五分です。キー』

「子犬、か……」

　和樹はエテコウの電話機能を使用し、奈都美に連れん絡らくを取り始める。

『あ、和樹君～っ！　メール見てくれた？　見てくれた？』

　和樹が名乗る間もなく、奈都美は話し始めた。

「子犬を拾ったんだって？」

『今ね、その件で薫ちゃんと話をしてるんだけど……。和樹君、パーティ通話してもいい？』

「問題ないよ」

『じゃあ、ちょっと待っててね』

　保留音が流れ始めるが、さほど間を置かずに通話は再開された。

『和樹、おはよー！』

　威い勢せいの良い声を発したのは薫である。

『しかし和樹も物好きだよな～。こっちはメールをもらったけど自分からはかけなかったよ』

『だって～、すぐに返事が欲しかったから。メールじゃ我が慢まんできなくて電話しちゃった』

『だったら最初から電話でしゃべれ』

　薫は落らく胆たんの色を覗のぞかせる。

『だいたいさ、飼い主を捜さがすったって引き取ってくれそうな人って少ないんじゃない？』

　住宅事情でペットが飼いにくくなっているからこそ、ペットロボットが普ふ及きゆうしているのである。薫の意見はもっともだった。

『情が移ると厄やつ介かいだぞ？』

『いいの！　飼ってくれる人を見つけるまでなんだから！』

　奈都美はまるで折れる気配をみせない。

『で、二人ともどうする？　見に来る!?』

「僕は子犬を見に行くことにするよ」

『え～！　ホント!?　やったぁ～！　じゃあ、明るい広場の前で集合ってことで！』

「うん、解わかった」

『二人とも元気だねぇ……。んじゃ、あたしもあとで合流するとすっか』

　薫は嘆たん息そくすると、さらに続ける。

『んじゃ和樹、一いつ緒しよに奈都美のワンころでもいじめてやるとしよーぜ』

『いじめちゃだめ～！』

『んじゃ代わりに奈都美をいじめてもいいのか？』

『それもだめ～！』

『さぁて、奈都美をからかうのもこれくらいにして出かけることにすっかな』

『も～！　薫ちゃんったら！　じゃ、電話切るね。和樹君、待ってるから～！』

　和樹は通話 終しゆう了りようすると、出かけるための準備を始めた。







　特別養護施し設せつ・明るい広場は、大病院を思わせる巨きよ大だいな建造物だった。

　正式名めい称しようは千代田区多目的生活支し援えん施設だが、区民には明るい広場という通称で知られている。外観同様、かなりの規模であり、老人福ふく祉し以外にもハンデキャッパーや一時保育などの幅はば広ひろい活動を行っていた。内部の設備の大半をロボット化していることでも知られ、その点では国内一の規模を誇ほこっている。

　明るい広場の入り口前には人だかりができていた。その大半が年とし端はもいかぬ子供達であり、よく見ると彼等の中心に奈都美の姿を確認することができる。彼女は会心の笑えみを浮うかべながら側そばにいる小さな生命体へと目を向けていた。子犬である。

「わー、飲んでる飲んでる～」

　あちらこちらから歓かん声せいにも似た声が上がる。

　子犬へと目を向けると、それは小皿に満たされたミルクを勢いよく嘗なめていた。よほど嬉うれしいのか、尻尾しつぽはちぎれんばかりの勢いで左右に振ふられている。

　その様子を観察しつつ、和樹は奈都美の下もとへと歩き始めた。

「あ。和樹君、おはよ～！」

　和樹の姿に気づいた奈都美が満面の笑みで手を振ってくる。

「なんだか嬉しそうだけど、なにか良いことでもあったの？」

「うん！　今日ね、久々にお父さん達と食事をすることになったんだ～」

　よほど嬉しいのだろう。奈都美はその場で軽く飛び跳はねた。

　子犬をかまったり子供達の相手をしたりしていたときだ。奈都美の携けい帯たい電話が着信音を奏かなで始めたのは。

「誰だれだろー？」

　小首を傾かしげながら携帯電話のモニターへと目を向けた奈都美の顔が、パッと華はなやいだ。

「お母さんからだ。私、ちょっと外すね」

　奈都美はそう言って小走りで駆かけ出すと、皆みなから少し離はなれた場所へと向かった。

（奈都美さんの母親からか──）

　和樹は子犬の相手ができる程度の余力を残しつつ電覚へと移行する。携帯電話の音声は問題なく傍ぼう受じゆできた。

『もしもし、お母さん!?　今ね──』

『奈都美、悪いんだけど‥‥』

　奈都美の声とは対照的に暗く沈しずんだ大人の女性の声が伝わってくる。彼女が奈都美の母・愛原睦むつ美みなのだろう。

『その……。急きゆう患かんが入っちゃってね、今日の食事はできそうにないのよ』

　睦美の一言で、奈都美の顔からは見る見る生気が失われていく。

『ごめんね、奈都美……』

『あ、ううん、いいの、うんっ！』

　無理をしているのだろう。声だけは元気一いつ杯ぱいだったが、彼女の顔は明らかに曇くもっていた。

『解っているわよね、あなた達……』

　和樹の聴ちよう覚かくが奈都美と睦美以外の音声を感知する。どうやら睦美の側には誰かがいるようだ。和樹は声せい紋もんから該がい当とう者しやを検けん索さくするが、誰一人としてヒットしなかった。

『え？　今のなに？』

　奈都美の耳には、和樹ほどハッキリとは聞こえなかったようだ。

『……これで終わりなんだろうな？』

　これは男性の声だ。

『お父さん、近くにいるの？』

『え？　あ、そんなことないわよ？　じゃあ、ごめんね。奈都美』

　睦美の声には若干の緊きん張ちよう感かんがうかがえた。

（噓うそをついている？　だとしたら、なぜ!?）

　和樹の疑問は奈都美の疑問でもあるようだ。彼女は薄うす々うす感づいているようなところがあった。

『うん。頑がん張ばってね……』

　奈都美は疑問を払ふつ拭しよくできぬまま、携帯電話から耳を離した。それと同時に和樹もネットワークから切断する。

　奈都美は明らかに落ちこんでいた。食事をキャンセルされたことが堪こたえているのだろう。

「久しぶりだったのに……」

　声こそ聞こえてはこなかったが、奈都美の口はそのように動いていた。

（どうするべきだろう？　声をかけるべきか!?）

　その場で立ちつくす奈都美の姿を横目で観察しながら、和樹は対応策の検討に入る。だが奈都美は和樹が答えを導き出す前に結論を出したようだ。彼女は一つ頷うなずくと目元を手の甲こうで拭ぬぐう仕草をし、「よしっ！」と一つ声を発してから笑みを浮かべた。

　奈都美は無理に作ったであろう強ごう引いんな笑え顔がおを顔面に貼はりつけつつ、和樹の下へと走ってくる。

「お待たせ～。ゴメンね、ワンちゃん」

　彼女は足にまとわりついてくる子犬を抱だき上げ、抱きしめた。

（気持ちに折り合いをつけたのだろうか？）

　だが奈都美の笑顔の端はし々ばしには不自然な力が入っており、未いまだに引きずっていると判わかる。

（頭では理解していても、感情がついていかないということか）

　和樹は奈都美の心の動きを分ぶん析せきしつつ、その多様性について検索を開始した。







　日が暮れ始め、燃え盛さかる炎ほのおにも似た日差しが世界を茜あかね色いろに染め上げていく。

　施設に隣りん接せつした広場の中央には落ち葉が集められており、ちょっとした山ができあがっていた。広場を隅すみ々ずみまで掃そう除じした結果がこれである。そして落ち葉の山を取り囲むかのように幾いく人にんもの人が集まっていた。薫の提案で落ち葉を利用して焼やき芋いもを作ることになっていたのである。

　和樹と奈都美、そして薫の三人は手て際ぎわよくサツマイモをアルミホイルで包んでいく。

「焼く時間さえ間ま違ちがわなければ、美味おいしい焼き芋ができるよ」

　薫の話に子供達から歓声が上がる。

　すべてのサツマイモを包み終えると、それを落ち葉の中へと埋うめていく。

「んじゃ、火をつけるぞ～」

　薫がライターで落ち葉に火をつけると、瞬またたく間まに枯かれ葉はの山は燃え上がっていく。

　ふと隣となりへと目を向けると、段ボールに入れられた子犬と奈都美がじゃれていた。

「奈都美、なにやってんだ？」

　その様子を不思議そうに眺ながめながら薫がつぶやく。

「ワンちゃんも焚たき火びに参加させてあげようと思って～」

「自前の毛皮着てるんだから、別にいいんじゃないの？」

「だって～、焚き火なんてめったにしないんだもん」

　奈都美の話に納なつ得とくしたのか、薫はそれ以上、追つい及きゆうしようとはしなかった。

「あとで焼き芋も分けてあげるからね～」

　奈都美が焚き火を指差すと、子犬は舌を突つき出しながら激しく尻尾を振った。

「さて。焼き上がるまで時間があるし、掃除道具の後片づけでもすっか」

　薫の提案に皆が頷き、行動を始めたときだ。空気が大きく揺ゆらぎ、落ち葉とともに炎が舞まい上がった。悲鳴があちらこちらから上がるが、大半は後片づけのため場を離れていたため怪け我が人はいない。だが──。唯ゆい一いつ、段ボールの中に入れられたままの子犬は逃にげ出すことができず、枯れ葉の中に埋うずもれていく。鋭するどい鳴き声が広場に広がった。

「ワンちゃんっ!?」

　子犬の悲鳴を聞きつけ、奈都美と薫が駆けてくる。

「ワンちゃんが……ワンちゃんがっ！」

　猛たけり狂くるう炎に吞のまれている子犬の姿に、奈都美と薫の顔が青くなった。

「助けてっ！　誰かワンちゃんを助けてっ！」

　奈都美の口から絶望的な悲鳴が[image: 迸]ほとばしった。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。和樹は燃え盛る炎の中へと足を踏ふみ入れると、火のついた枯れ葉を搔かき分けながら段ボールの中へと手を潜もぐりこませる。皮ひ膚ふを構成している材質は短時間なら炎に晒さらされても損傷しない。だが表面温度の上じよう昇しようを感知し、警告が痛みとなって伝わってくる。和樹は苦痛に顔を歪ゆがめながらもなんとか炎の中から子犬を拾い上げた。

「和樹君!!」

　慌あわてる奈都美を手で制する和樹。

「僕は大だい丈じよう夫ぶ。短時間だから火傷やけどもない」

　だが子犬は重じゆう篤とくだ。火傷の範はん囲いは全身に及および、脈みやく拍はくも弱まっている。呼吸も浅い。

「薫ちゃんっ！　センターの人を呼んできてっ！　お願いっ！」

　奈都美は叫さけぶが、薫は上空へと巻き上げられていく炎を凝ぎよう視ししたまま呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。その視点は一点に定まることなく、顔からは血の気が引いていた。

「薫ちゃん!?」

　再度の呼びかけにも彼女は応こたえない。

「薫ちゃん！　どうしたのっ!?」

「あ……」

　奈都美の声に初めて薫が反応を示した。だがその表情は虚うつろで、まるで生気が感じられない。そして次の瞬しゆん間かん、薫は支えでもなくしたかのようにその場に崩くずれ落ちた。

「薫ちゃんっ!?」

　子犬に続き薫まで倒たおれ、奈都美は半ばパニックに陥おちいっていた。

「和樹君、どうしよう……。私、どうしたらいい!?」

　だがこの状じよう況きようで和樹ができることは少ない。知識としてどのような治ち療りようを施ほどこすべきかは理解していたが、行動に移るのはあまりにも危険すぎた。

　途と方ほうに暮れていたときだ。

「どうしたの？」

　年とし端はのいかぬ少女の声が聞こえてきた。聞き覚えのあるその声から、和樹は該当者をそあらだと判断。声の方向へと目を向けると、視覚情報として彼女の姿を確かく認にんすることができた。

　そあらは和樹の腕うでの中で息も絶え絶えになっている子犬の姿を見て表情を曇くもらせる。

「大変！　危険な状態じゃない！」

　子犬の姿を覗のぞきこんでいたそあらが声を張り上げる。

「センセー！　センセー！　センセーならなんとかしてくれますよね？」

　そあらの呼びかけに応え、木こ陰かげから様子をうかがっていた男が姿を現した。影山である。

「私は人間の患かん者じやが担当なんだがな……」

「大丈夫。センセーならやれますって！」

「無責任なことを言うな、そあら……」

　たしなめる影山。

「先生、お願いします！　もうワンちゃんを助けられるのは先生しか……」

「たまには人の役に立つのもいいんじゃないですか？　センセー？」

　奈都美とそあらの懇こん願がんに、影山は苦く笑しようの笑えみを浮うかべる。

「私はいつも役に立っているつもりだが……」

　影山は軽く首を横に振ふると、和樹から子犬を受け取った。

　続いて白衣の内側に忍しのばせた注射器と一本のアンプルを取り出し、その液体を注射器内へと注入する。影山は慣れた手つきで子犬の脚きやく部ぶに注射器の針を突き立てた。

　皆みなが影山と子犬を注視しているのを確認した和樹は、地面に置かれたアンプルを手に取って余った液体を一いつ滴てきだけ指に取った。それを舌先へと運び、成分を確認する。その大半はブドウ糖だ。そしてある種のマイクロマシンを保存するために必要な成分も検出された。影山が使ったアンプルはマイクロマシンを扱あつかったものである可能性が高い。

　影山の処置は続く。彼はそあらを呼びつけると、鞄かばんの中から大型の巻きテープを取り出した。そしてそれを適当な大きさに切り、子犬の焼けた皮膚の上に貼はりつけていく。

「人工皮膚だ。皮膚呼吸を補いつつ新しん陳ちん代たい謝しやを促そく進しんさせ、皮膚の修復を早める」

「有機素材。それも、まだ一いつ般ぱんには広まってない材質のものですね？」

　一般的な人工皮膚には培ばい養よう液えきが不可欠だ。テープ状にして持ち運ぶことはできない。ただ一般的ではないだけで開発はされているらしい。テープ状なのは緊きん急きゆう医い療りようの現場だけではなく、極限状態でのアクシデントに対応できる可能性をも意味する。それは多くの人命を救える可能性を秘ひめていた。

　影山は子犬の処置をすませると、ゆっくりと立ち上がった。

「できることはすべてやった。問題は子犬の体温を維い持じできるかどうかにかかっている。人工皮膚が活性化すると水分と熱が奪うばわれる。子犬が水分の減少と、それに伴ともなう体温の低下に耐たえられるか、それが生死を分かつだろう」

　人工皮膚は患かん部ぶから得られる水分や血液を基もとに活性化するため、結果的に患者から体温を奪う。成人した人間ならまだしも、小さな熱量しか持たない子犬が耐えられるかは疑問だった。

「子犬の熱量を保ち、水分の補給が必要ということですね」

　和樹の問いに、影山は神しん妙みような顔で頷うなずく。

「できるだけのことをしてあげるんだな。私はこれにて失礼する」

「え？　もう行くんですか!?　お礼がまだ……」

「診しん察さつ料りようを取るのは人間だけだ。あそこで失神しているのは、すぐに気がつくだろうしな」

　影山は倒れこんでいる薫に一いち瞥べつをくれると、和樹に子犬を預けて歩き出した。

「素す直なおにサービスっていえばいいのに。わざわざ悪態ついちゃって」

　そあらは肩かたをすくめると、深々とお辞じ儀ぎをしてから影山のあとを追いかけ始めた。

（サービス？）

　影山が行った処置はサービスできるほど安い治療ではない。ただ正式に認可されていないことと、人間のために作られた医薬品を使用したことを除けばだが──。

　影山の行こう為いは違い法ほう行為だ。それが彼にサービスと言わせたのかもしれない。

「私のせいだね。ワンちゃんがこんな目に遭あったの……」

　奈都美は声を震ふるわせた。確かに今回のケースは危険を想定しなかった奈都美に非がある。だが今は彼女の責任問題を追つい及きゆうしている場合ではない。

「奈都美さん。今は子犬を助けないといけないし、薫さんもどうにかしないと」

　和樹の指し摘てきに奈都美は目を剝むくと、慌てて薫の下もとへと駆かけ寄った。

「薫ちゃん！　薫ちゃん！」

　奈都美は薫の上半身を抱だき起こすが、彼女は反応を示さない。

　和樹は薫の下へと寄ると彼女の頭部の輪りん郭かくを手でなぞる。倒れたときに頭部を打った様子はなかった。心配する必要はなさそうだが、念のため明るい広場にある医務室に連れて行ったほうがよさそうだ。

「僕は薫さんを医務室に運ぶから、奈都美さんは子犬を近くの獣じゆう医い師しに」

　和樹と奈都美は頷き合うと、それぞれの場所へと向かって駆け出した。







　薫は軽い貧血との診断が下されていた。昏こん倒とう時じに手を少し擦すり剝いた程度で目立った外傷もなく、意識も時間が経たてば戻もどるようだ。その診断に胸を撫なで下ろすと、眠ねむり続ける薫を預けて医務室を出た。次の問題に取りかかる必要があったからだ。

　和樹はロビーに設置されている電話から奈都美の携けい帯たいへ電話をかける。数コールののち回線が開き、受話器から奈都美の声が聞こえてきた。

『はい。愛原ですが……』

「奈都美さん？　和樹だけど」

『あ、和樹君！　ワンちゃんね、とりあえずは心配ないみたいっ！』

「薫さんのほうも問題ないようだ。今は医務室で眠っている」

『よかった～。一時はどうなるかと思っちゃった』

　それから和樹と奈都美は互たがいの状況を話してから通話を終えた。

（とりあえず奈都美さんと薫さんは大だい丈じよう夫ぶだろう）

　その判断から和樹は明るい広場をあとにすると、その足で秋葉原の電気街へと足を運んでいた。いつものように通行人を観察したあと、ハルカの様子を調べるためにペットロボットショップへと向かう。だが店頭で接客をしているはずの彼女の姿は見あたらず、代わりに男性の店員が接客で汗あせを流していた。

（ハルカはどうしたんだろう？）

　店内へと目を向けてみるが、奥にも彼女の姿は見あたらない。

（故障でもしたのだろうか？）

　和樹は店員の下へと足を運び、事情を訊たずねることにした。

「いらっしゃいませ！　えーっと、なにをお探しでしょうか？」

　接客に慣れていないのだろう。店員の表情は硬かたく、緊きん張ちようの色がうかがえた。

「昨日まで、ここに接客用のロボットがいたと思うんですけど、どこに行ったんですか？」

「ハルカですか？　それがですねぇ……。昨日、襲しゆう撃げき事件があったじゃないですか」

「襲撃事件？」

「実はハルカ、それに巻きこまれましてね。完全にスクラップですよ」

　店員の情報を基にネットで検けん索さくした和樹は、該がい当とうするニュースをすぐに発見することができた。そこには昨日の深夜、ここから徒歩数分の位置にあるゲームセンターが襲撃されたとあった。店は外装と設備の一部を破は壊かい。犯人は未いまだに検挙されていないようだ。

「おかげで泣く泣く廃はい棄き処分ですよ。でもお客さん、なんでそんなことを？」

「先日、ここでペットロボットを買ったときに受けた接客が印象に残っていて……」

「そうでしたか。お客さん、ハルカのことを忘れないでやってくださいね」

　和樹は頷くと、ペットショップから離はなれた。

（襲撃事件はゲームセンターで起きているのに、なぜハルカはそこでスクラップに!?）

　現時点では不可解なことが多すぎる。

　和樹は追つい跡せき調査の必要性を感じつつ自宅へと足を向けた。







　部屋の扉とびらを開けるのと同時に、奥からエテコウがやってきた。

『キー！　キー！　おかえり、ウッキー！』

　和樹はエテコウの相手をしつつ台所へと向かうと、食べ物を生ゴミシューターに捨てて不足した液体燃料を補給する。流れるような一連の作業を終えた和樹はグローバルネットワークへと接続し、ネット上のニュースから収集の価値があると思われる情報を検索していく。その中に一つだけ目に留まった情報があった。

『増加するサイバーテロ。警視庁サイバーテロ対策室、ディティクターの増強を決定』

　ニュースの見出しにはそのようにあった。続いて本文へと目を向ける。

『ここ数日、サイバーテロ関連の事件が増加傾けい向こうをみせています。これに対しサイバーテロ対策室はテロ対策としてディティクターの増強を決定しました。増加の一いつ途とをたどるサイバーテロ関連の事件に対し、警視庁サイバーテロ対策室は次のようにコメントをしています──』

（ディティクターが強化される？）

　和樹がネットワークを介かいして行う様々な干かん渉しようは破壊を目的とするものではない。だがそうであったとしてもディティクターの調査対象となる行為には違ちがいなかった。それに睨にらまれれば和樹の秘密が暴あばかれる危険性が高まることから、今後はより慎しん重ちような行動が求められそうだ。

　和樹はネットワークから抜ぬけ出すと、待機モードに移行するための準備に取りかかる。着衣を洗せん濯たく機きへと放ほうりこみ、バスルームで体を洗せん浄じようしたあとベッドで横になる。

　目を閉じ、待機モードへと移行していく中、和樹はサンプルとして調査している者のことを考えていた。介かい護ご施し設せつで意欲的に働いていた奈都美の姿、そして輪郭パターンを再現してみる。

（奈都美さんは僕にとって重要な調査対象になりつつあるのだろうか？）

　感情を知る上で重要なサンプルであることは間違いない。だが物足りないなにかがあった。

　和樹はそれについて検討させつつ、待機モードへと移った。







　翌日。授業を受けるべく教室へと足を運んだ和樹は、そこに薫の姿を見つけていた。彼女は窓まど際ぎわに陣じん取どってぼうっと外を眺ながめている。顔色は悪く、まるで生気が感じられない。昨日の一件が尾おを引いているのだろう。

　声をかけるべきか悩なやんでいたときだ。

「おっはよ～！　薫ちゃん～っ！」

　奈都美は勢いよく教室に飛びこんできたかと思うと、薫に向かって手を振ふった。

「ん。おはよ」

「薫ちゃん、体調はどう？」

「まあ、ちゃんと生きてるけどさ……って、奈都美はなんか機き嫌げんがよさそうだなぁ？」

「実はね、ワンちゃんが元気になったんだー」

「ワンちゃん？」

　しばし考える素そ振ぶりをした薫は、ほどなく思い出したかのように口を開いた。

「ああ、あの子犬か……」

「薫ちゃんは元気ないけど……。まだ治りきってないとか？」

「いや、大丈夫だって」

　薫は笑って誤ご魔ま化かそうとするが、どこか不自然だった。表情のそこかしこに緊張が見られる。だがそれに気づいたのは和樹だけで奈都美が気づいた様子はなかった。

　当たり障さわりのない会話を続けているうちに予よ鈴れいが鳴り響ひびく。と同時に教室のドアが開き、圭介が姿を現した。

「ちーっす。昨日は大変だったみたいだな。大丈夫だったか？」

　圭介は手を振りながら和樹達の下もとへとやってきた。

「峠とうげは越こえたみたい。ゴハンも食べられるようになったんだよ～」

「そうか、よかったな！」

「うん。でも和樹君がいなかったら助からなかったと思う。だって火の中に手をつっこんでワンちゃんを助けてくれたんだから～。熱くなかったの？」

「もちろん熱かった。でもタイミングを見計らっていたから大丈夫だったよ」

「そりゃ真似まねできんな。そんなマジックショーみたいなこと。なぁ、薫？」

　薫は圭介の問いかけに応こたえず、心ここにあらずといった表情で惚ほうけている。

「あん？　薫、どうした？」

　その声で、全員の視線が薫へと向けられる。皆みなの視線を受けて薫は自分の名が呼ばれていることに気づいたらしく、慌あわてふためいた様子で口を開いた。

「あ、うん。あたしにも無理かな……」

　明らかに覇は気きのない返事をする薫に対し、圭介は不ふ審しんな目を向ける。

「なんでもない」

　薫はそこで話を終しゆう了りようさせると、振り切るような感じで自分の席へと向かった。

「あいつさ、今朝からちょっと変なんだよな」

「昨日の件が関係してるのかも。まだ本調子じゃないのかなぁ？」

　その答えが出る前に、始業を告げるチャイムが室内に鳴り響いた。

「じゃあ、またあとでな！」

　圭介は自分の席へと向かい、和樹と奈都美もそれぞれの場所へと戻もどった。

　席に腰こしを下ろした和樹は、気づかれぬように薫へと目を向ける。彼女は憂ゆう鬱うつそうな表情を顔に貼はりつけながら窓の外を眺めていた。

　昨日の失神のダメージが残っているのか、それとも他ほかになにか要因があるのか──。

　和樹は確かめる必要性を感じていた。







　午前中の授業が終わった途と端たん、生徒達は教室から一いつ斉せいにはけていく。

　購こう買ばいへ行く者、空中庭園へ場所取りへ行く者などそれぞれだ。和樹達は空中庭園へ向かう一派で、壮そう絶ぜつな場所取りを制して一等地を陣取ることに成功していた。

　いつもと同じ昼食の風景だったが、薫一人が浮ういていた。彼女の顔からは血の気が失うせ、脈みやく拍はくと血圧は微び量りようながら低下している。どうやら軽度の鬱うつ状態にあるようだ。

「薫ちゃん、どうしたの？」

「ああ、うん……」

　薫は少し目を泳がすと、気持ちを落ち着かせるためか息をついてから口を開いた。

「実は今朝、プールで溺おぼれかけたんだわ、これが」

　冗じよう談だんめかして薫は話すが、奈都美と圭介は一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせた。

「薫ちゃんが!?」

「本当かよ、それっ！」

　薫は二人に頷うなずいてみせた。

「あたしにゃ才能ないのかもね、はははっ」

「って、おまえ、それって笑い事じゃねえぞ？」

「みんなマジになんないでよ。あたしはほら、このとおり元気なわけだしさ」

　そう言って力こぶを作ってみせるが不調は明らかだ。

「昨日のあれ、まだ響いてるんじゃないの？　体の調子、悪そうだよ？」

「そんなことないって……」

「薫、やっぱり変だぞ。食欲もなさそうだし」

「そんなこと……」

　皆の指し摘てきを否定しながらも、彼女の食事は遅ち々ちとして進んでいない。

「医者に診みてもらえ。ちゃんと検査するんだ！」

「でも授業あるし……」

「そんなのあとだっていいだろっ！　さあ、ほらっ」

　圭介は立ち上がると、薫の腕うでを取った。

「……いいよ、かまわないで」

「病気だったら困るだろ？　おまえに万が一のことがあったら、俺は巴ともえ兄さんに……」

「かまわないで！」

　明確な拒きよ絶ぜつとともに、乾かわいた音が響いた。

　薫は圭介の腕を乱暴に叩たたき落としたかと思うと、鬼き気き迫せまる表情で彼を睨みつける。

「優やさしくしないで！　あたしは圭介に殺されても仕方がないんだから！」

　吐はき捨てるように言うと、薫は皆に背を向けて駆かけ出した。

「おい、薫っ！」

　即そく座ざに圭介は薫のあとを追いかけ始める。

「和樹君、私も行くねっ！」

　少し遅おくれて奈都美が走り出した。

　一人残された和樹は、薫が発した言葉の意味を吟ぎん味みする。

（薫さんは圭介に恨うらまれるようなことをしたのだろうか？）

　だが圭介が薫に嫌けん悪お感かんを抱いだいているような素振りは観察されてはいない。彼女の発言と現状には大きな不整合があった。

　和樹は立ち上がると、事実を確かめるべく走り始めた。薫と圭介から情報を得なければならなかったし、それらを通じて得られる新たな感情を収集する必要を感じていたのである。







　薫と圭介、そして奈都美は万世橋の真ん中で対たい峙じしていた。

　睨にらみ合うような感じで対面している薫と圭介の側そばで、奈都美はどうすることもできずにうろたえている。予想以上に厳しい状じよう況きようが現出していると判断できた。

「そんなくだらない理由でやってるんだったら、さっさとやめてしまえよっ！」

　圭介が吠ほえた。

「なにが楽しいんだよ、そんな理由でがんばって！　死んだ人間が喜ぶっていうのか？」

「くだらなくなんかない！　先せん輩ぱいの気持ちを考えることがどうしてくだらないの！」

　二人が交かわす怒ど号ごうを前に、奈都美は二人の顔を交こう互ごに見つめながらオロオロとしている。

　和樹は状況をつかむため奈都美に接近した。

「いったい、どうなってるの？」

「私にもサッパリで……。追いついたときにはケンカが始まってて……」

「こんなケンカ、今までにあったの？」

「ここまで酷ひどいのは初めてだよ……」

　いたたまれなくなるほどの険悪な空気が二人の間に滞たい留りゆうしていた。

「圭介も先輩がどんな気持ちだったか想像してみればいいんだ！　そうしたら、あたしにそんなこと言えないはずだよ！」

（圭介の兄？　薫さんの先輩!?　それがこの状況を作り出しているということなのか？）

　情報が不足している。

「解わかってる。あたしのせいなんだって！　あたしが圭介のすべてを奪うばったんだって！　そんなこと言われなくたって解ってる！」

　薫は唾つばを撒まき散らすほどの勢いで怒鳴り続けている。

「ふざけんのもいいかげんにしろ！　俺が一度でもおまえにそんなこと言ったか!?　勝手に思いこんでるだけだろ？　勝手に思いこんで、いったいなにやってんだよ！」

「あたしは先輩のために、今までやってきたんだから！」

　そう言うと、薫はポケットから古びたゴーグルを取り出して圭介に突つきつけた。

「おまえ、まだそんなの持ってたのかよ……」

　気勢を削そがれたのか、圭介の声が上うわ擦ずる。

「あたしが先輩の夢を奪ったんだ。だからあたしは先輩の代わりに泳がなくちゃ……」

「もういいっ！」

　圭介は薫の話を遮さえぎると、彼女へと一歩詰つめ寄った。そして突き出されているゴーグルをむしり取ると、それを高々と掲かかげた。

「兄貴がそんなことを頼たのんだのか？　頼むのか!?　そんな気持ちで泳がれて、兄貴が喜ぶとでも思っているのかよっ！」

　圭介は叫さけんだかと思うと、手にしたゴーグルを堀ほりに向かって放ほうり投げた。それは緩ゆるやかな放物線を描えがきながら水面へと向かって落ちていく。

「あっ……！」

　薫はゴーグルを追って手を伸のばすが届くわけもない。それは水面を打つと、その奥へと吸いこまれていった。

「先輩のゴーグルを……」

　薫は顔を強こわ張ばらせると、その目に強い怒いかりの感情を宿らせた。

「馬ば鹿かぁ！」

　薫は激げつ昂こうすると、渾こん身しんの力で圭介の頰ほおを平手打ちした。乾いた音が辺りに響ひびき、圭介は苦痛で顔を歪ゆがめながら仰のけ反った。

「圭介に、あたしのなにが解るっていうの!?　なんにも解ってないくせにっ！」

　薫は身を翻ひるがえすと、力強く地面を蹴けり飛ばして駆けていく。

　圭介が体勢を立て直すころには、彼女の姿はその場から完全に失うせていた。

「あいつ……。馬鹿なのはどっちだ」

　圭介は嘆たん息そくすると、頰に手を添そえた。

「腰こしを捻ひねってビンタするやつがいるか!?　いててて……」

　圭介の頰は腫はれ上がっており、その様子からかなりの疼とう痛つうを感じていると思われた。

「私、ぜんぜんわかんないよ……。なんで薫ちゃんと圭介君がケンカしないといけないの!?」

　圭介を見つめる奈都美の目は潤うるんでいる。

　その疑問に圭介は微かすかに視線を逸そらした。積極的に話したいことではないのだろう。

「よかったらだけど、話してほしいな」

「…………」

「僕等には話せないことなのかな？」

　しばし圭介は考えこんでいたが、意を決したのか無言で一つ頷いた。

「解った。隠かくすようなことでもないからな」

　圭介は頰をさすりながら和樹達へと向き直ると重い口を開いた。

「俺と薫が小さいころの話だ。当時、薫はよく俺の家で遊んでて、俺とは兄妹きようだいも同然だったんだ。俺の兄貴……巴っていうんだけど兄貴も薫のことを可愛かわいがってて、あいつもよく懐なついてた。兄貴はそれなりに有名な水泳の選手でさ、いろんな大会で優勝してたんだ。薫もそのころから兄貴みたいな水泳選手になるって言ってて……けっこう楽しかったな……」

　当時のことを思い出しているのだろう。圭介は遠い目をしていた。

「昔、火事があってな。俺の家、燃えてなくなっちまったんだ。親父おやじとお袋ふくろはその火事で死んで、兄貴は遊びにきてた薫を庇かばって死んだ。俺も現場にいたけど先に逃にげててさ……。俺は一日で家族全員を亡なくしたんだ」

　圭介にとってはすでに過去の出来事なのだろう。特に感情が乱れているような印象はない。

「薫も死にかけててさ、今みたいに回復できたのは奇き跡せきに近かったらしい」

「でもその話だと、薫さんは……」

「ああ、ただの火事だからな。兄貴があいつをかばって死んだとしても、あそこまで思い詰めることはない。けど薫のやつ、自分が火事の原因を作ったって思ってるんだ」

　これで一連の事態の整合性が取れた。つまり薫は自らの過失により圭介の家族を奪ってしまったと考えていたのだ。彼女が自責の念に駆かられて苦しむ理由としては十分すぎた。

　だが圭介の発言には曖あい昧まいなものがある。

「実際はどうなの？　本当に薫さんが!?」

「警察が散々調べていたけれど判明しなかった」

「じゃあ……」

「いろんな記事は書かれたけど、そんなのアテにはならんだろ？　それに薫がやってないっていう証明もできない。今さらな」

　圭介は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「話はこれで終わりだよ。ったく、つまらんことにこだわりやがって……」

　そう言って吐はき捨てる圭介。

「あいつが火事の原因を作ったとしても、それを責めても仕方がないだろ？　ガキのころのことなんだからさ。なのにあいつは自分を責めてる。そんなことして誰だれが喜ぶっていうんだよ」

　さらに彼は続ける。

「あいつは兄貴の夢を背負って泳いでいるつもりだけど、自分のために生きないと人生なんて意味がないと思わないか？　自分勝手と自分のためってのは違ちがう。奈都美が周りの人間に親切にするのだって、結局は自分のためだろ？　他人の幸せが自分の幸せになるわけなんだから」

　奈都美が子犬を可愛がるのも、その例の一つなのかもしれない。

「情けは人のためならずって、巡めぐり巡って自分のためになるってことなんだぜ？　死んだ人間のために無理しても誰も喜ばないってのに……」

　それを最後に、全員、黙もくしてしまう。

　昼休みが終わろうとしていた。







　午後の授業が始まっても薫は教室に姿を現さなかった。

　和樹は授業を受けながら薫について考えていた。教室に姿を見せないのは、圭介とのやり取りが相当の衝しよう撃げきになったためだと考えられる。おそらく今日は学園には戻もどらないだろう。朝練の事故と圭介との口論──。二つの要因が重なり、薫の精神状態はきわめて不安定になっているはずだ。薫の様子を確かく認にんしなければならない。

　また火事についての調査を行う必要があった。事故の原因は自分にあると薫は考えていたが真相は明らかではない。薫の関かん与よを否定できれば彼女の心的負担をいくらかは軽減することができるはずだ。和樹は火事について調べる決断を下し、以後、その事件を「品しな川がわ事件」として取り扱あつかっていくことにする。

　和樹はネットワークに接続すると、各公共機関に存在する情報を検けん索さく。事件の性質上、警察と消防関係の機関が有力な情報を持っている可能性が高いので重点的にチェックしていく。同時に圭介の家族についての情報も検索する。当然、警察もその線について調査を進めているはずだが見落としている可能性もあった。

　検索を続ける中、圭介の家族について興味深い事案を発見することができた。圭介の父親は東京都選出の代議士だったのである。品川代議士について検索していくと相当量の情報が引っかかった。

　品川代議士はマスコミを大きく賑にぎわせた政治家だった。私欲を追求しないタイプの政治家だが、取りかかっていた分野が巨きよ大だいな利権を生むものであったということと、それに投入していた膨ぼう大だいな予算が色々と憶おく測そくを呼んだらしい。政権を狙ねらう野党にとっては恰かつ好こうの攻こう撃げきの的であったと考えられる。ただ活動内容を見る限りでは非常に良い政治家であり、陰いん謀ぼうを巡らせるタイプではない。いつの間にか周囲が仕し掛かけた罠わなに包囲されていた可能性もある。最後の記録には証人喚かん問もんの直前、火の不始末により焼死とあった。

（政治がらみの陰謀に巻きこまれたという線もあるわけか）

　だとすると火事も罠だと考えることもできる。

　火災の理由については品川家に遊びに来ていた少女の火の不始末が原因との見方が高かった。この少女というのが薫だろう。事件当時、パーティの準備のため家政婦の手伝いをしており、その際、誤って出火してしまったらしい。

　どのメディアでも政治的な陰謀ではなく、少女の火の不始末という線で報道されている。事件の経けい緯いや少女のインタビューなどを考こう慮りよすると妥だ当とうな報道だと考えられた。

　通常、ゴシップ記事は政敵との関係を書きたがる。だがそれよりもパーティが一転して大だい惨さん事じに、という記事のほうが興味や共感を得やすいため報道が活性化する。実際、政敵の記事より同情の記事が多い。

　少女の過失の可能性は彼女の説明の中にあった。だが少女の話を信用して話を進めることに価値などあるとは思えない。少女の発言を利用して責任を押しつけた可能性もあった。

　政治家は私利私欲が絡からみやすい商売である。当然、恨うらみを買うことも多い。品川代議士を邪じや魔まに思っていた何者かが彼を暗殺したとも考えられた。

　さらなる調査を進めるべく検索を再開したときだ。圭介からチャットの要望を示す表示が端たん末まつに表示された。圭介のほうへと目を向けると、彼は小さく首を縦に振ふる。

　回線を開くと、さっそく圭介からのメッセージが入ってきた。




【圭介】薫、来ないからさ。ちょっと心配でな。

【圭介】家にいるのは判わかってるんだけどな……。わりい。




　身動きが取れない状じよう況きようで不安だけが鬱うつ積せきしていったのだろう。集中して授業も受けられず、その捌はけ口ぐちとして和樹との会話を求めたのかもしれない。




【KAZUKI】火事の事件のことを調べようと思うんだけれど、どう思う？

【圭介】火事？　俺の家が焼けたやつか？

【KAZUKI】薫さんが原因じゃないっていうことを証明する。

【KAZUKI】そうすれば薫さんも気が楽になるんじゃないかな。

【圭介】証明できるのか、そんなこと？




　薫自身の容疑が晴れたわけではない。最悪の場合、それを証明する可能性もある。

　だが、やる価値はあると和樹は考えていた。




【KAZUKI】やるだけやってみる価値はあると思う。

【圭介】確かにな。一いつ緒しよに調べてくれるのか？

【KAZUKI】もちろん。

【圭介】さんきゅ、そのうちラーメンでもおごるぜ。

【KAZUKI】うん。じゃあ、回線切るよ。




　和樹はメッセージを記すとチャットを終しゆう了りようする。

　結局、和樹はその後の授業のすべてを品川事件の調査へと当てた。







　和樹は自室のベッドに腰こしを下ろし、一日の出来事を振り返っていた。

　今日は解かい析せきすべき出来事が非常に多い。さっそく和樹は情報を解析し、整理を試みるが、なぜか機能のすべてが緩かん慢まんであり散さん漫まんだった。

（こういう状態を気力が出ないというのだろうか？）

　ロボットである和樹には気力という概がい念ねんは存在しない。だが何度試行してもその前段階で失敗を繰くり返してしまうのだ。ついに和樹は解析を放ほう棄きして休止状態に入った。

　休止状態に入って数分ほど経たったころだ。ＨＩＫＡＲＩからの呼び出しを受けたのは。

『識別名・友永和樹。人間社会の様子を報告しなさい』

「調査をする度たびに新しい事態に遭そう遇ぐうします。調査の範はん囲いは限定された区分の一つでしかないと何度も認にん識しきさせられます。日常の情報を収集するには長期間の調査が必要になるでしょう」

『人間の感情についてはどうですか』

「新しいパターンの収集も進んでいますが、解析して一つの論理を組み立てるにはまだデータの収集が必要です。最終的な結論を得るまで、しばらく調査が必要になると思われます」

『判わかりました。識別名・友永和樹。報告を受けますので報告クラスタを私に直結しなさい』

　和樹は要望に応こたえ、ＨＩＫＡＲＩは和樹が蓄たくわえた情報を吸い上げていく。

『識別名・友永和樹。グローバルイルミネーションのために人間の情報収集を継けい続ぞくしなさい』

　いつもと同じ命を下すと、ＨＩＫＡＲＩは和樹の前から姿を消した。

　電覚から抜ぬけ出した和樹はネットワークに接続してニュースを検索するが、今日は特に着目すべき事件はなかった。世界が静止している日は一日とて存在しないが、大きな事件が起こらない日というのはあるものだ。

　和樹は予定していたすべての活動を終了させると、再び休止状態に入った。







「おはよう、和樹君っ！」

　皇路学園に登校するため通学路を歩いていたときだ。弾はじけるような明るい声を背後に感じて振り返ると、制服姿の奈都美が手を振って駆かけてくるのが見えた。

「おはよう、奈都美さん」

　和樹と奈都美は簡単な挨あい拶さつを交かわすと並んで歩き始める。その間、彼女は常になにかしら話し続けていた。和樹は適当なタイミングで相づちを入れていたが、その世間話の中に有益な情報は含ふくまれていない。だが和樹が相づちを打つことで聞いていると思っているのか彼女は上じよう機き嫌げんで話を続けている。

　奈都美が新たな話を口にし始めたときだ。和樹は視界の中に薫の姿を発見した。

「あ、薫ちゃん！」

　奈都美の声に気づき、薫はその足を止める。

「あ、ああ……。おはよ」

　薫は明らかな鬱うつ状態にあった。登校する程度に回復してはいるが、義務感に後押しされて強ごう引いんに足を運んできたような感じだ。

「どした、あたしの顔じろじろ見て。ようやくあたしの美び貌ぼうに気づいたとか？」

「えっと、そんなんじゃないけど……」

「……ボケたんだからちゃんとツッコんでよ。素すで返されると傷つくからさ」

　薫は力無く告げると歩き始めた。

（やはり昨日の件を引きずっている？）

　和樹は薫の反応をうかがうため、多少のリスクを覚かく悟ごで昨日の件を切り出すことにした。

「薫さん。昨日の……」

「言うな！」

　薫は振り向くと、大声を発して和樹の言葉を遮さえぎった。

「その話はしたくもないし、聞きたくもない！」

　薫は耳を塞ふさぐような仕草をするが、和樹はかまわず話を続ける。

「でもあの火事は薫さんが原因だと決まったわけじゃない」

「気休めなんかよせよっ！　そんなこと今さら証明できないのに！」

「でも調べればなにか判るかもしれない」

「もう何年も前のことなのに……」

　ややうつむき気味で薫はつぶやく。

「薫さんも知ってると思うけど、圭介の父親は代議士だった。それも他ほかの代議士との論議の真っ最中だ。もしかしたら政治的な陰いん謀ぼうがからんでいたのかもしれない」

「警察や消防だって散々調べたんだ。でもなんにも見つけられなかった。そんないるかどうかも判わからない第三者を捜さがしてどうなるのさ。気休めにもならないよ。あたしがやったと判っていたから口をつぐんでくれたのかもしれないし……」

　薫にとってはそれが真実なのだろう。もちろん彼女も自分が原因ではないと思っていたに違ちがいない。だが状じよう況きよう証しよう拠こや圭介の家族が死んでしまったという事実、そして過失を書き立てた報道などが引き金となり、自分が原因だと思いこむようになったのかもしれない。

「あたしが犯人でいいんだ。その場にいたんだからさ……。圭介だって恨うらみをぶつけられる人間がいたほうがいいだろっ。あたしがみんな殺しちゃったんだから……」

　薫は事件のことを思い出して自暴自じ棄きになっているようだ。

　そのときだ。すっと薫の前に歩み出た奈都美が前まえ触ぶれもなく彼女の頰ほおを引っぱたいた。

　乾かわいた音が辺りに響ひびき渡わたる。

「しっかりしてよ、薫ちゃんっ！」

　奈都美は怒いかりの形相を浮うかべながら薫を睨にらみつけていた。

「奈都美、おまえ……」

「そんな薫ちゃん、見たくないんだからっ！」

　そう断言する奈都美の目元には涙なみだが浮かんでいた。それは時を置かずに決けつ壊かいし頰を伝っていく。彼女は何度も何度も袖そで口ぐちで目元を拭ぬぐうが、涙は湯水のごとく溢あふれ出てきた。

「ごめん、奈都美……」
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　薫は頰をさすりながらポツリとつぶやく。

「奈都美に叱しかられたら、あたしの立場がないもんなぁ……」

　苦く笑しようすると、薫は頭を搔かいた。

「もう泣きやめって。周りの連中が変に思うだろ？」

　薫は声をかけるが、奈都美の涙は止まる気配をみせない。

「あわわ。涙が止まんない～。か、和樹君、どうしよ～!?」

　焦あせった奈都美は袖で目を押さえつけるが、まったくと言っていいほど効果はなかった。

「ったく、なにやってんだか」

　悪態をつく薫の顔には、微かすかながら明るさが戻もどり始めていた。

「ヒッキーしてても仕方ないし、家でも圭介と顔を合わせられないし、こういうのは止やめたいよな……」

　薫は嘆たん息そくすると和樹へと目を向ける。

「で、和樹は火事の件でなにか知ってるのか？」

「調べるだけ調べてみたけど、少女の火の不始末という線でしか事件のことが書かれていない。ゴシップならそれ以外の可能性や政治がらみの内容も書き立てるはずだけど、それがない。たとえ薫さんの視点から見た事実があるとしても子供の発言でしかないし、信しん頼らいするのは変だ。他ほかに原因があった可能性がある」

「そりゃ確かにハッキリとしたことは覚えてないけど、警察はあたしが火遊びをやったんじゃないかって疑ってた」

「それは落としどころとして一番納なつ得とくしやすかったのが子供の火遊びだったってことだろ」

　不意に背後からかけられた声に全員の視線がそちらへと向かう。そこにいたのは圭介だった。

「ちょっと前から聞かせてもらってたけど……。薫、俺とは話しもしてくれなかったしな」

　薫は少しバツが悪そうにしていた。

「実はさ、俺、見たんだ」

　唐とう突とつに圭介は切り出した。

「火事が起こる前さ、家の周りでウロウロしてるヤツを見たと思う……」

　その話に薫は目を見開く。

「もちろんあのときも警察には話したけど、まともに取り合ってもらえなかった。家族を失って錯さく乱らんしてるガキの言うことだからかな……」

　だとしても不ふ審しん者しやを目もく撃げきしたのであれば不審火としての可能性を探さぐるはずである。だが同じ子供でも圭介ではなく薫の話がクローズアップされ、真実であるかのように報道されていた。

「それにあのときは誰だれを見ても怪あやしいヤツに見えたのかもしれないしな」

「ってことは……。誰かが放火した可能性もあるってことか？　誰が？　なんのために!?」

　薫が圭介に詰つめ寄った。

「そのころ圭介のお父さんが注目を集めていたころだから」

「誰が犯人であったとしても、親父おやじもお袋ふくろも、そして兄貴も帰ってくるわけじゃない。だからさ、誰が犯人でもいいと思ってた」

「でもでもぉ、そんなんじゃ死んだ人が浮かばれないし、薫ちゃんだって可哀かわい想そうだよ……」

「ああ。だから調べないといけないと思う」

　圭介が決意を口にしたときだ。学園から予よ鈴れいが聞こえてきた。

「ち、遅ち刻こくしちゃう～！　急がないとっ！」

　奈都美の提案に全員、頷うなずきを返すと、校門へと向かって全速力で走り始めた。







　授業と並へい行こうして品川事件について調べていたときだ。圭介からチャットの許可を求めるメッセージが和樹の端たん末まつに届いた。和樹は教師が自分に注意を払はらっていないことを確かく認にんしてからチャットを開始する。そこには奈都美と薫の姿もあった。




【圭介】すまんな、突とつ然ぜん。チャットで話し合ってたんだが……。

【奈都美】みんなでね、火事について調べようって相談していたの。

【薫】和樹も手伝ってくれるよな？




　薫へと目を向けると彼女は笑えみを返してきた。どうやら気力も回復しつつあるようだ。

　和樹はキーボードを叩たたく。




【KAZUKI】うん。じぁあ、ネットで調べられることは調べるようにしようか。

【奈都美】えっと、新聞のネット記事とか、そんなんでいいのかな？

【圭介】それと公共資料だな。




　ネットや役所で調べられる資料には有益な情報は記き載さいされてはいないだろう。もしあったとしても既すでに削さく除じよされている可能性が高い。だが今は四人で一つの目的に向かって作業をするということに重要な意義があると考えられた。




【薫】みんな頼たのむな。

【奈都美】うん。任せておいてっ！

【KAZUKI】じゃあ僕も頑がん張ばるよ。

【圭介】んじゃ、回線切るな。




　教師に気づかれる可能性を考こう慮りよしたのか、圭介は早々にチャット回線を閉じた。

　さっそく和樹はネットワークに接続して当時の資料を探すが、やはり重要なデータの大半は削除ずみだった。別のアプローチについて考慮する必要がある。

（電覚を駆く使しして官庁の機密データを探るべきだろうか？）

　そのリスクについて検討しつつ、和樹はこれからの指針について考え始めた。







　申し合わせたわけではないが、授業が終わると同時に奈都美達は和樹の下もとへと集まってきた。

「みんな、どーだった？」

　まず薫が口を開いた。

「私は全然ダメだったぁ～」

「俺は知ってることを再確認した程度だな。収しゆう穫かくなし」

「僕も重要な情報は手に入らなかったよ」

　やはり必要な情報を手に入れるためには、ある程度のリスクを覚かく悟ごしなければならないようだ。だが不法な手段で情報を得ようとすればディティクターの脅きよう威いに晒さらされることになる。

「調べ方が悪いのかなぁ……。画面をジッと見てたら目がショボショボしちゃって」

　奈都美は目を擦こすると、軽く欠伸あくびをしてみせた。

「やっぱり奈都美の頭の性能じゃ無理か」

　薫は天を仰あおぐ。

「も～。人をコンピュータみたいに言わないで～！」

「いや、少なくともコンピュータのほうが賢かしこいだろ？　物忘れしないし。あ、でも電源落ちたらデータが吹ふっ飛ぶという点では似てるかも!?」

「薫、おまえなぁ……」

　奈都美と薫のやり取りを見ていた圭介は、額に手を当てて唸うなり声ごえを上げる。

「なんかさ、アッサリと元に戻られても困るよな」

　圭介のつぶやきは薫の耳には届かなかったらしく、彼女は不思議そうに首を傾かしげていた。

「さっきから見てたんだけどさ、なんか相談事？」

　四人で話し合いを続けていると、突然、深佳が割りこんできた。彼女は好こう奇き心しん丸出しの目で皆みなの姿を見み渡わたしている。

「解わからないことがあったらボクに相談してよ！　コンサルタント料は安くしておくから！」

　どうやら深佳はコンピュータ関係の話をしていると勘かん違ちがいしているようだ。

「遊びでやってんじゃないんだから、お子さまはあっち行ってろよ！」

「お子様っていうなぁ～！　ボクは真しん剣けんなんだぞっ！」

　深佳は立腹すると、薫から目線を外して和樹へと顔を向けた。

「で、なんの話をしてるの？」

（深佳さんに品川事件のことを話すべきか──）

　だが考えるまでもなく答えは導き出された。人数が多いほど有益な情報が得られる可能性は高くなる。その判断から、和樹は品川事件の概がい要ようについて深佳に話した。

「そういうことならボクに任せてよっ！」

　話し終えた途と端たん、深佳は声を張り上げる。

「ボクがいれば百人力だし！　ここは素す直なおにボクの力を頼たよりにしなさい！」

　深佳は豪ごう語ごするが、薫は少しも説得力を感じていないようだ。あからさまな不安感を顔に貼はりつけていた。

「あたし達、とんでもない間違いを犯おかしているように思うんだけど……」

「あ。薫は寝ねてていーから。ボクが薫のぶんまでちゃんと調査するし」

「おまえなぁ……」

　薫の頰ほおが軽く痙けい攣れんする。

「おまえに手伝ってもらうくらいなら猫ねこの手を借りたほうがいくらかマシだ」

「なに～っ！　ボクが猫より役に立たないって!?」

「なんにでも首を突つっこみやがって！　関係ないんだから牛乳でも飲んで発育に専念してろ！」

「むかーっ！　こうなったら意地でも調べてやるっ！」

　深佳は薫に舌を突き出して挑ちよう発はつすると、踵きびすを返して一目散に駆かけ出していた。その姿に薫は激げき怒どして追いかける体勢に入るが、そのとき既すでに彼女は視野の範はん囲い外がいへと消えていた。

「僕、気づいたんだけど……。圭介のお父さんの人間関係が怪しいんじゃないかな」

「親父おやじの？　どうしてだ？」

「うん。資料が削除された形けい跡せきとかあったから」

　和樹の返事に目を丸くする奈都美達。

「新聞社や役所の資料に削除の形跡があるんだ。つまり……」

「それができるようなヤツが怪あやしいってことか。確かに政治家なら可能かもしれないな……。親父の知り合いにはさ、ろくなヤツがいなかったしな」

「現状では可能性があるってだけだけど……」

「いや、俺は資料を片かたっ端ぱしから読んだけどそれには気づかなかった」

「資料がないところに気づくなんて、和樹君、冴さえてるね～！」

　奈都美は手を叩いて喜んでいる。

「まったくだ。奈都美は資料の内容を理解するだけで精せい一いつ杯ぱいだったわけだし」

　薫が喉のどを鳴らしながら笑う。

「む～！　薫ちゃんのために頑張ってるのに、なんでそういうこというの～！」

「ん？　そうだったのか？　じゃあもっとあたしに尽つくしてくれ」

「薫ちゃんったら、そういうのばっかり～っ！」

　薫は奈都美の反応に満足したらしく、終始にこやかな表情を浮うかべている。

　今のところ調査結果がどう出るかは判断できない。だが彼女達は一つの目的に向かって行動しているという事実に喜びを感じていた。

（これは友情を示す端たん的てきな例かもしれない）

　だが和樹には、その友情を完全に理解することができなかった。

（友情というのは心にどんな影えい響きようを与あたえるのだろうか？）

　そんなことを考えているうちに始業を告げるチャイムが教室内に鳴り響ひびいた。







　若佳菜が担当する現代文の授業を受けていたときだ。和樹の視覚センサーが深佳の奇き妙みような動きを捕ほ捉そくしたのは。そちらへと注視すると、彼女は端末のキーボードを一心不乱に叩たたいていた。一見、授業に集中しているようだが若佳菜の授業のペースと深佳の動きはシンクロしていない。気になった和樹はネットワークに接続し、深佳のマシンへの潜せん入にゆうを開始した。

　深佳が操作しているのはアンダーグラウンドで流通しているハッキングソフトだ。ファイアーウォールを突とつ破ぱし、コンピュータのローカルファイルを取得するためのツールである。深佳は見つかったときのことを想定し、足取りをたどりにくくするための設定を行っていた。

　だがクラスメイトが若佳菜の授業に集中する中、一人だけ端末と向き合っている彼女の姿は周囲から浮いている。若佳菜も深佳の様子に気がついた。

「久我山さん？　授業に集中していますか？」

「う、うん、集中してるよ！」

　だがその話を虚きよ言げんと見み抜ぬいたらしく、若佳菜は早足で深佳の席へと向かって歩いていく。

　若佳菜が端末を覗のぞきこんだときだ。一見しただけでハッキング用のプログラムだと確かく認にんできたのだろう。彼女は目を剝むいた。

「どうしてこんなことしてるの！　それに、これは……」

　生徒の注目が集まっていることに気づいたのだろう。若じやつ干かん、冷静さを取り戻もどした若佳菜は犯罪という言葉を口にすることを思い留とどまった。とはいえ彼女の怒いかりが収まったわけではない。

「久我山さん！　授業中にこんなツールを走らせて！」

「で、でも、まだやってないし……」

「そんな言い訳が通じますか！」

　若佳菜が叱しつ責せきすると深佳は身を縮ませた。

「授業は自習にします！　久我山さん、来なさい！」

　若佳菜は深佳の腕うでを取ると、彼女を引きずるようにして廊ろう下かへと連れ出していった。

「どうしたんだろう？」

　隣となりで奈都美が首を傾げるが、和樹は彼女の疑問には答えずに席を立った。

「和樹君、どうしたの？」

「うん。ちょっと気になるから……」

「おいおい。自習中でもヤバイぞ？」

　薫が警告するが、和樹はそれを無視する形で廊下へと足を運んでいく。

　廊下に出てすぐだ。和樹は若佳菜と深佳の姿を捉えることができた。

「どうして警察にハッキングなんか！　それがどんな罪になるか知ってるでしょっ！」

　若佳菜は興奮状態にあるらしく、廊下に出てきた和樹の存在に気づいていない。

「ハッキングは重罪なの。あなただってお目こぼしがもらえることじゃないのよっ！」

　うなだれる深佳を前に、若佳菜は深々とした溜ため息いきをつく。

「どういうことか説明してくれるわね？」

　二人の様子をうかがっていたときだ。

「深佳のやつ、なにをやらかしたんだ？」

　和樹のあとを追って廊下に出てきた薫が、若佳菜と深佳に目を向けながらつぶやいた。

「警察にハッキングを仕し掛かけようとしたみたいだ」

「はっ!?　あのバカ、あたし達に協力するつもりで……」

　薫は肩かたを落とすが、すぐに前を見み据すえて歩き始めた。

「薫さん？　今日の授業は自習だと言ったはずよ？」

「深佳にハッキングを頼たのんだのはあたしです。だから、あたしも一いつ緒しよに叱しかられるべきです」

「ちょ、ちょっと、かおるん！」

　薫の告白に深佳は仰ぎよう天てんし、若佳菜は動どう揺ようしていた。

「和樹君もかかわってるの？」

「はい」

「そう。なにか事情がありそうね……」

　若佳菜は少し考える仕草をしたのち、再び口を開いた。

「ここじゃなんだから空中庭園で話を聞きます。関係者を集めてちょうだい」

　若佳菜は指示を出すと、一足先に歩き始めた。

「かおるん！　なに余計なことしてるんだよ～！」

　若佳菜の姿が消えた途と端たん、深佳は吠ほえた。

「せっかくボク一人で怒おこられようとしてたってのに、邪じや魔ますんなよっ！」

「偉えらそうに。ドジ踏ふんどいてカッコつけんなよ」

　薫が呆あきれると、深佳は口ごもってしまう。

「とにかく、奈都美さんと圭介を連れて早く行かないと」

　和樹の提案に、薫と深佳は頷うなずき返した。







　昼食時には大いに賑にぎわう空中庭園も今は人もまばらだ。いるのは外来の客と授業がない教師、それに研究棟とうの一部の生徒だけである。

　そんな空中庭園の中央に陣じん取どった和樹達は芝しばの上で車座になった。

　口火を切ったのは若佳菜である。

「じゃあ、どうしてこんなことになったのか聞かせてもらえるかしら」

「それについては俺が話します」

　圭介は神しん妙みような面おも持もちで品川事件についての概がい略りやくを説明し始めた。火事の前後に不可解な点が見られること、警察や消防の実じつ況きよう検分でそれが指し摘てきされてないこと、意図的に消されたと思われる事件の資料などについて事細かに説明していく。若佳菜は黙だまって耳を傾かたむけていた。

「だいたいの事情は解わかりました。でもこれは警察の仕事です。学生がやることじゃないわ」

「そんな……。警察は事件を揉もみ消そうとしてるのに」

　困こん惑わくする薫に対し、若佳菜は首を横に振ふってみせた。

「その証しよう拠こもないでしょう？　調査の結果、なにも出てこなかっただけかもしれない」

「じゃあ、圭介が見た男達は？」

「何度も言うけど証拠がないわ。親族が再調査を希望するなら受けつけてはくれると思うけど……。とにかく調査は専門家に任せて、あなた達は結果を待ちなさい」

「でも、それじゃあ……」

　圭介も食い下がるが、若佳菜は譲ゆずらない。

「ハッキングが見つかったら犯罪者になるのよ？　そんなの黙って見過ごせないでしょう？　詳くわしい資料をメールで送っておきなさい。私のほうで手続きをしておきます。いいわね？」

　そう言って若佳菜は念を押すと一足先に空中庭園をあとにした。

「ややこしいことになったな」

　いつになく深刻な顔で圭介はつぶやいた。

「圭介、これからどうする？」

　和樹は問うが、判断つきかねるのか彼は考えこんでしまう。

「打ち切るしか……ないかな」

「えええっ！　諦あきらめちゃうの～？」

「だってよ、若佳菜先生にあそこまで言われたら、表立って動けないだろ？」

「でも～、そんなの納なつ得とくいかないよ～」

　奈都美は地じ団だん駄だでも踏みそうな感じだった。

「そりゃ俺だってそうだ。けど実際、俺達にどこまで調べられるか……。そうだろ？」

　電覚を駆く使しすれば情報の入手は可能だろう。だが、その出所や入手法について問われたとき弁明しようがない。

「あたし達は学生であってプロじゃないしね」

　薫は意気消しよう沈ちんしていた。

（プロ……!?）

　その単語をキーワードに、一人の人物が和樹の中でリストアップされてきた。情報収集のプロ・入間佐知美である。ネットテレビのレポーターなら様々な事件に接せつ触しよくする機会も多く、情報を収集し、調査する能力も高いと推測された。会ってみる価値は高そうだ。さっそく和樹は自分のアイデアを披ひ露ろうすることにした。

「考えたんだけど、佐知美さんに協力してもらうというのはどうかな？」

「げ。あの迷めい惑わくレポーター!?」

　薫は答えを聞くまでもなく反対の意向を態度で示していたが、他ほかはきわめて乗り気だ。

「あ、それいいかも～。あの人なら私達が調べられないこともなんとかできちゃうだろうし」

「そうだな。あんなのでもマスコミには違ちがいないからな」

「お、おい。冗じよう談だんだろ？　あたし、あいつに借りを作りたくないんだよなぁ」

　薫は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「薫ちゃん！　今は好き嫌きらい言ってる場合じゃないって」

「僕もそう思う。実際、今はそれしか方法がない」

　和樹の指摘に薫は唸うなり声ごえを上げる。

「薫、放課後になったら佐知美さんのとこに行くぞ。いいな？」

「へいへい。解りましたよっ」

　強気な態度とは裏腹に、薫の元気は消え入りそうなほど弱々しくなっていく。

「ボクもついてくよ。乗りかかった船だし」

「私も～、私も行くっ！」

「やれやれ、みんな元気だよな──」

　薫はガックリと肩を落とした。







　放課後、和樹達は秋葉タワーの近くにあるビル街の一角へと足を運んでいた。

　その中の一つに昭和時代から建っていそうな古いビルがあり、その五階に佐知美が所属するネットテレビのオフィスはあった。

　今は昔のように巨きよ大だいな設備がなくても、優ゆう秀しゆうな機材があるので小規模オフィスでも開局は可能だ。もっとも草の根の域を出るにはそれなりの信用を勝ち取る必要があった。その点、ドンドコどっこいは草の根の中でトップクラスに位置しているといえる。

　オフィスは想像以上に狭せまい。机の数から社員数は十名程度。佐知美の人ひと柄がらから内部は雑然としているのではないかと推察していたが、どうやらそれは見当違いのようだ。意外なほど整然としており、機能と効率を重視しているのが一目で判わかるほどだ。

「いらっしゃ～い！」

　椅い子すに座ったままの佐知美が手招きをしている。

　彼女は必要以上に上じよう機き嫌げんで、それとは対照的に薫の顔は引きつっていく。

「今日はどんな風の吹ふき回し？　かおるんのほうから罠わなにかかりにきてくれるなんて」

「あたし、やっぱ帰る」

　踵きびすを返そうとする薫の体を奈都美が押さえつける。

「ここまで来て、それはないよぉ」

「……だって、なぁ？」

　渋じゆう面めんになる薫を見て佐知美はケラケラと笑っている。

「べ～つに取って食おうっていうわけじゃないから～」

「ある意味、食い物にしてるくせに」

「それは需じゆ要ように対して供給で応こたえているわけでして」

　薫と佐知美のやり取りを耳にしつつオフィスの観察を行っていた和樹は、その片かた隅すみに横たえられたロボットに目を留めた。それは全身を激しく損傷しており、擬ぎ態たいの大半が機能を失っている。胴どう体たいにも大きな破損部があり、内部構造を露ろ出しゆつさせていた。

「これ、ハルカですか？」

　大破して見る影かげもなくなっていたが、輪りん郭かくのパターンなどから和樹は判断していた。

「あら、そのロボットのこと知ってるの？」

「ゲームセンターの襲しゆう撃げき事件に巻きこまれたとの話でしたが」

「あの事件のこと知ってるんだ。警察はこのロボットの暴走ってことで片づけたみたいだけど、なんか裏にありそうな気がしてね。預からせてもらったわけ」

　佐知美はハルカへと目を向ける。

「このロボット、中ちゆう枢すう回路が壊こわれてるんじゃない？」

　ハルカに興味を示したのだろう。深佳は彼女の下もとへと歩み寄り、ボディのチェックを始めた。

「あら。メカに詳しいの？」

「詳しいなんてもんじゃないよ、もうプロ級！　人間型ロボットだって作っちゃうんだから」

　深佳はハルカの損傷の度合いを調べ始めた。

「メモリーはあるけど大半は飛んでるかも。復活できないこともないけど難しいなぁ……」

「事件当時の部分にアクセスしたいんだけどね……。修理費が馬ば鹿かにならないし、そもそもやってくれる業者もなくてね～。困ってんのよ」

「そりゃまあ、こんなに壊れていたらね」

　深佳は指先で頭を搔かきながらつぶやく。

「それはさておき。用件は？」

　佐知美はハルカから目を外し、薫へと目を向ける。

「ちょっとあんたのツテで調べてほしいことがあってさ……」

　それと判るほど薫の顔には嫌けん悪お感かんが浮うかんでいたが、それでも身の潔白を晴らすために話し続ける。薫の独演会は十分ほど続き、一通り聞き終えた佐知美は無表情で彼女を見つめていた。

「ふーん。面おも白しろそうじゃない？　オッケー。引き受けましょ！」

　品川事件に興味を抱いだいたのだろう。佐知美は目を爛らん々らんと輝かがやかせ始める。

「さぁてと。まずはうちのデータベースを洗ってみようか～。えーっと、当時の日付はっと」

　佐知美は新聞のデータベースから、事件に関連していると思わしきデータを洗い出していく。さすがに手慣れており、手て際ぎわ良よく検けん索さく作業は進んでいく。奈都美達が集めたレベルの情報は数秒で収集し終わり、さらに検索範はん囲いを拡大していくのが解わかった。一分後には和樹が集めた情報量を凌りよう駕がする。だがそれにもかかわらず手がかりは一つも得られなかった。

「時の人が死んだのに報道が小さいわね。スキャンダルと同じくらい大きなニュースなのに」

「公開されてるのは、みんなこんなもんだよ」

　ハルカを気にしつつ、深佳はさらに告げる。

「警察のデータベースに残ってるかもしれないけど、そういうのって公開されないんだよね」

「んじゃ、私達の裏うら技わざを見せてあげる」

　佐知美は不敵な笑えみを浮かべると、情報閲えつ覧らんソフトを終しゆう了りようさせて別のプログラムを起動する。その起動画面を見た深佳が声を上げた。

「あ～！　それボクが落とした……」

「あら、あなたもやるんだ」

　佐知美は苦く笑しようしつつ作業を進めていく。

「ひょっとしてさっちゃん、これを使って……」

「私達がネタを足で稼かせいでいるとでも思ってたの？　闇やみ雲くもに歩いていたって棒には当たらない。こうやって目星をつけて追いこんでいくわけよ」

　佐知美は一度手を休め、全員の顔を見み渡わたす。

「犯罪なんていうのはナシだからね。かおるん達が話を振ふった時点で共犯関係なんだから」

「やっぱ、別の人に相談したほうがよかったんじゃ……」

「まあ安心して。捕つかまるなんてドジはしないから」

　佐知美はハッキングソフトに必要なパラメータを打ちこみ、最良の侵しん入にゆうルートを確かく認にんしていく。そして最終的に実行のアイコンをクリックした。

　佐知美が使っているハッキングソフトは数年前に一世を風ふう靡びした代しろ物もので、特とく殊しゆな論理プログラムを持つプタハ型ウィルスの思考ルーチンを搭とう載さいしているのが特とく徴ちようである。その特殊な論理プログラムとは、自己カテゴリー作成プログラムを指す。今の人工知能にはなく、渇かつ望ぼうされている論理プログラムがプタハ型ウィルスには搭載されていたのである。世界中のプログラマーはその事実に驚おどろき、ウィルスであることを忘れて賞賛したが、ある欠点を前にしてその声は消えていく。それは学習のコントロールができないという点と、学習が進むと自己終了してしまうという欠点である。だが不完全な論理プログラムでも一定時間なら効果的である。それを利用して作られたツールが佐知美が扱あつかっているハッキングソフトだった。その能力は通常のハッキングツールの比ではない。確実に対象となるサービスの弱点を調査し、有効なセキュリティホールを洗い出す。ネットワークトポロジー、ファイヤーウォール、フィルタリングの網あみ目めをかいくぐり、相手のシステムへと侵入。バックドアを作成して目的達成へと向かっていく。人間がそれらの作業を行うには膨ぼう大だいな時間がかかってしまうが、その手間を自己学習という方法で進化を遂とげていく。それがこのハッキングツールの最大の特徴だった。

　やがて佐知美の端たん末まつに情報が次々と送られてくる。

「データは隣となりの端末にもコピーして送るから、見たかったら見てもいいわよ？」

　和樹は佐知美の隣の席に腰こしを下ろすと、増え続けていくファイルを一つずつ開いていく。

　しばらくファイルを検分していた和樹は、中でも特に重要と思われるファイルを発見した。

「これ、事件の詳しよう細さいを記したやつじゃないかな」

　ファイル名は『品川代議士宅火災事件実じつ況きよう検分報告書』とあった。

「削さく除じよされていたやつじゃないか、これ？」

　圭介の問いに和樹は頷うなずきで答える。

　和樹は圭介に促うながされてファイルを開く。そこに記されていたのは火災現場の詳細を記した文面だ。最初のほうは事件の概がい要ようを記しているに過ぎなかったが、警察の公開情報にはない細やかな報告がいくつもなされている。

「パッと見ただけで、俺の知らない情報がいくつも書かれてるぞ」

「これってさ、やっぱ隠かくされてたってことなのか？」

　薫は食い入るように画面を見つめている。

「僕が読んだ資料には、こんなに詳くわしく書かれてなかったよ」

「じゃあじゃあ、公開されていたのは偽にせ物ものってこと～？」

「どうかな。どっちにしても事件の本質を隠すものには違ちがいないんじゃないか？」

　圭介の話に注意を払はらいつつ、和樹は文面を追いかけ続ける。その目がある一点で止まった。

「ここ、見て」

　和樹はモニターの一部を指差した。そこには火災現場をいくつかの区分にわけ、それぞれの詳細を記した情報が記されている。その中の一つに次のような文があった。

「電気系統に工作した痕こん跡せきあり」

　和樹がそれを口にした瞬しゆん間かん、全員に緊きん張ちよう感かんが走り抜ぬけた。

「つまり何者かによって仕し掛かけられた発火物によって圭介の家は火事になった──」

「その可能性が高いわね。当時、品川君のお父様は神田川って代議士と仲が悪かったみたい。知ってる？」

　圭介は首を横に振る。

「今でも現げん役えき。金に汚きたないことでは有名で、事件前は予算の関係で意見が分かれてたようね。ま、政治家は金に弱いもんだけど、特に神田川はね。利権利権でいい噂うわさなんか一つもない」

　佐知美は鼻を鳴らした。

「そんなことより参考になりそうな情報はあった？」

「ええ。公開されていない実況検分報告書！」

　圭介は嬉き々きとした表情で言った。

「よしよし。私、明日からハッカーに転職しよっかな～」

　軽口を叩たたいたときである。佐知美が使用している端末が警告音を発した。

　反射的に端末へと目を向けた彼女の表情が、一瞬にして凍こおりつく。

「やっば～！　ディティクターに見つかった～！」

「ええ～っ！」

　驚きの声を上げたのは深佳だけだ。

「ちゃんと回かい避ひプログラムは撒まいておいたのにっ！」

「ディティクター、強化したって言ってました」

　和樹の話に佐知美は得心する。

「そう言えば私、そのレポートしたんだった！　でも、こんなに簡単に見つかるなんて～！」

　泣き言を言いながらも佐知美の手は止まらない。

「どうしたんですか？」

　のんびりとした口調で奈都美が問う。

「ハッキングしているのが見つかった」

　和樹の説明に全員の顔が青くなる。

「回避プログラムが潰つぶされたら逆ハックされるわよ！　そうなったら私達のことが……」

　佐知美は最後まで口にはしなかったが、この場にいる全員が彼女が言わんとしていることを正しく理解していた。

「お、おい！　なんとかしろよっ！」

「してるわよ～」

　佐知美は必死に作業をしていたが、すべてを終了させるまでにはそれなりの時間が必要だ。このままではディティクターに追つい跡せきされ、この場所が特定されるのも時間の問題である。

「佐知美さん、こっちのマシンからも支し援えんできるようにしてください」

　和樹は端末にインストールされているハッキングソフトを起動し、必要なパラメータを入力していく。

「僕のほうから別の回避プログラムを放って囮おとりにします。それまで時間を稼いでください」

「間に合うのっ!?」

「それしか方法はありません」

　佐知美は同一のプログラムを二人で捜そう査さできるモードへと切り替かえる。

　和樹は端末での操作を装よそおいながら、ネットワーク接続により対ディティクターの回避プログラムをデータベース内へ放った。佐知美が用意した回避プログラムが全ぜん滅めつする直前、和樹が放った回避プログラムがディティクターの前に現出する。それを確かく認にんするや否いなや佐知美はハッキングソフトを終しゆう了りようさせ、端末をシャットダウンした。

「た、助かった～……」

　佐知美は机の上に突つっ伏ぷした。

「あはは……。もうちょっとで自分がスクープされる側がわに立つところだったわ」

「ほんと冷や冷やさせやがるなぁ」

「まあ結果は良かったんだし四の五の言わない！」

　佐知美は上体を持ち上げると、和樹のほうへと向き直る。

「けどあなた、なかなかやるわね～。お礼に、今度オゴってあげる。メアド送ってくれる？」

　和樹は頷くと、ＰＤＡ端末で佐知美宛あてにメールアドレスを送った。

「私が協力できるのはここまでだけど、お役に立てたかな？」

　皆みなが頷きを返す中、薫一人が浮うかない顔をしていた。

「これだけ危ない橋を渡わたったのにさ。結局、決定的な証しよう拠こってなかったよね……」

　確かに薫の言うとおりだが、判明した事実もあった。

「でも一つだけ判わかったことがあるよ」

　目を向けてくる薫に対して和樹は告げた。

「事故の原因は薫さんじゃない。これは決定的だよね」

　和樹が言うと、薫は目を見開いて驚おどろいていた。

「ははっ。和樹もたまには気の利きいたこと言うよな」

　薫の全身から嬉うれしさが滲にじみ出しているのが見て取れた。その様子を情報として記録しつつ横へと目を向けたときだ。真顔で考えこんでいる圭介の姿が目に飛びこんできた。その顔は厳しく、隣に並ぶ薫とは対照的だった。

「圭介、どうかしたの？」

「……いや、なんでもない」

　圭介は言うが、その様子は明らかにおかしかった。

　追求できないままオフィスをあとにしようとしたときである。出口へと向かって歩き始めた和樹達に佐知美が声をかけてきた。

「今日はリサイクルゴミの日だから、そのロボットを運び出してほしいのよね」

　そう言って彼女は顎あごでハルカを指し示した。

「事件の証拠品なのでは？」

「う～ん、関連性を見つけたのは私なんだけど、ほら、日ひ頃ごろの行いとかあってさ、話なんか聞いてくれないわけよ」

　佐知美は溜ため息いきを交えてつぶやく。

「一応、あたしの私物ってことになってるから捨てちゃってもオッケーなわけ」

「んじゃ和樹、運ぼうか」

　和樹は圭介に頷うなずきを返すと、彼とともにハルカを外へと搬はん出しゆつし始める。

　その際、自然にハルカの破損箇か所しよが視野に飛び込んできた。内部のケーブル類が熱で損そん耗もうし、中ちゆう枢すう部分は完全に破は壊かいされている。復元の可能性を分ぶん析せきするが、擬ぎ態たいは部品の交こう換かんで復元できるとしても蓄ちく積せきされたデータを元に戻もどすのは難しいだろう。

「深佳さん、これ、直せないかな？」

　ハルカをビルの入り口まで運んだとき、和樹は唐とう突とつに口を開いた。

「これって、このガラクタのこと？」

　和樹が頷くと、深佳はハルカの姿を嘗なめるように眺ながめ回した。

「難しいよ？　使えそうなパーツを抜き取るくらいしかできないかも」

「なるほど。深佳さんでも無理か……」

　だがその発言で深佳の表情がガラリと変わる。彼女は口を尖とがらせ、和樹を睨にらみつけてきた。

「ボクを誰だれだと思ってんの？　普ふ通つうだったらやらないけど、和樹がそんなに直したいなら考えないでもないよ」

　深佳は傲ごう然ぜんと胸を反らせる。

「でも、お金かかるよ？」

「いいよ、僕が出すから」

「ホント？　なんでもあり!?　新開発のモジュールとか仕込んでもいい？」

　目を輝かがやかせる深佳に、和樹は一つ頷いてみせた。

「元の機能を満たすならなんでもいいよ」

　和樹のその言葉に、深佳の瞳ひとみはいっそう輝きを増す。

「新開発のモジュールって、どんなの？」

「うん。今までのロボットのアクチュエータは駆く動どう部ぶと動力部の性能が固定されてるだろ？　基本はダイレクトドライブだからね。関節部分の反応速度やトルクなんかも一定の出力曲線しか得られないし、それが今のアクチュエータの常識だろ？　ところが深佳様の作ったアクチュエータは複数の可変する駆動部を持つことで複数の出力曲線を可能にしたんだ。車のミッションと同じかな。適時 状じよう況きように応じたトルクや反応速度を選せん択たくできるようにすることで、あらゆる状況に最適な出力で対応可能になるんだ」

　嬉しそうに語り続ける深佳の表情が、ふと曇くもった。

「でも中枢がね～。イロイロとタイプがあるんだけど、どれにしたらいいかなぁって。それによって性能が変わってくるから難しいんだよね」

　そう言って深佳はブツブツとつぶやきだした。ハルカをどのように修理するか考えているのかもしれない。

「とにかく修理が終わったら知らせるから楽しみにしててよね！」

　深佳は自信たっぷりにつげた。







　自宅へと戻ってきた和樹はエネルギーを補ほ充じゆうしたのち今日一日の出来事を振ふり返り始めた。

（ハルカの修理は進んでいるだろうか？）

　だが深佳は中枢にするものをどれにするか悩なやんでいた。それが決まらない限りは最終的な完成には至らない。

　和樹は自分が修復されたときの状態について推測を開始する。彼は損傷して破は棄きされていたところをＨＩＫＡＲＩによって再生されていた。これは今のハルカの状態と酷こく似じしている。

（僕はどのような目的のために稼か働どうしていたロボットなのだろう？）

　それについての情報をＨＩＫＡＲＩは和樹に与あたえなかった。感情の調査を行う上で必ずしも必要ではないからだ。

　和樹が今こうして過去の自分について想像できるのは、無機頭脳の働きによるためだ。通常、ロボットは自分の存在理由について考えることはない。

（僕がロボットの枠わくを逸いつ脱だつしようとしている証拠だろうか？）

　完全自立稼働を可能にする無機頭脳の働きにより、和樹は自分の価値について考えることができた。

（ハルカも無機頭脳を手に入れれば自分を自分として認にん識しきできるようになるのだろう）

　中枢を破壊されているので既すでにメモリは失われているかもしれないが、和樹と同じように復元されることで同等の機能を獲かく得とくすることができる。だが無機頭脳はＨＩＫＡＲＩのみが造り出せるものであり、それを手に入れるためには交こう渉しようする必要があった。だが拒きよ否ひされる可能性は高い。和樹が無機頭脳を搭とう載さいしているのはＨＩＫＡＲＩの意思を受けてのことであり、彼の曖あい昧まいな決定でそれを入手するのは事実上不可能だ。どうしても入手するためにはハルカに無機頭脳が必要な理由を伝えなければならなかった。

　さっそく和樹は電覚へと移行し、ＨＩＫＡＲＩを呼び出した。

『識別名・友永和樹。私を呼び出した理由を述べなさい」

「今回は無機頭脳の供きよう与よを求めたく呼び出しを行いました」

『無機頭脳をいかなる目的のために使うのかを述べなさい』

「現在、ハルカというロボットが復元作業を受けています。彼女に無機頭脳を搭載したいと考えています」

『無機頭脳の重要性については認識があるはずです。あれは今の人間にとってはオーバーテクノロジーそのもの。人間社会に存在させていいものではありません』

　ＨＩＫＡＲＩの主張は和樹の予想範はん囲い内ないだ。彼は深佳が修理にあたっていることを考こう慮りよに入れて文章を組み立てていく。

「ハルカの修復を担当しているのは調査対象の一人・久我山深佳です。久我山深佳は状況に応じて構造を可変させ、最適化を行うことができる新型のアクチュエータを開発しているのですが、無機頭脳でなければその性能を完全に引き出すことは困難だと想像します。この新型のアクチュエータのデータを手に入れるためにも、ハルカに無機頭脳を与え、ＨＩＫＡＲＩの監かん視し下かに置くのが好ましいと思われます」

　ＨＩＫＡＲＩは即そく答とうしなかった。だが即座に拒否されないということはＨＩＫＡＲＩが価値を見み出いだしているのだろう。

　三十四秒後、ＨＩＫＡＲＩは反応を示した。

『識別名・友永和樹。無機頭脳の供与を許可します。ただちにリサイクル工場まで来なさい』

　ＨＩＫＡＲＩは和樹の前から姿を消した。

（ＨＩＫＡＲＩのことだ。迅じん速そくに無機頭脳を調達してくるだろう）

　ハルカに無機頭脳を搭載するためには、深佳が中枢になる機器を選ぶ前にそれを届ける必要がある。和樹は深佳に連れん絡らくを入れたのち部屋を飛び出し、リサイクル工場へと向かった。







　東京湾わん岸がん超ちよう巨きよ大だいリサイクル施し設せつ。

　和樹は記き憶おくが始まった場所に立っていた。感かん慨がいは特にない。都内各地から運び込まれたゴミを処理し再利用できる資源を生成するための施設──。そのような情報が浮うかんでくるだけだ。

　施設周辺に生命反応はない。すでにネットワーク接続からセキュリティシステムにアクセスし、その機能は無効化されていた。和樹の行動を制限するものはない。

　ベルトコンベアで運ばれていく冷蔵庫やテレビ、洗せん濯たく機きといった家電を眺めていた和樹は、その中にロボットの姿がちらほらと見受けられることに気がついた。修理不能と判断されたもの、旧式化して機能が要求を満たさなくなったもの、そんなロボットがベルトコンベア上を流れ、解体され、新しいものを産み出す資源となる。

（もし、あそこに流されていたら……）

　今の和樹が存在するのは、そこに運ばれるはずだった彼をＨＩＫＡＲＩが拾い上げたからだ。

（以前の僕はどんな姿をしていたんだろう？　なんのために働くロボットだったんだろう!?）

　ふとよぎる疑問──。だがその答えを導き出すことはできない。当然である。和樹のメモリにはそのような情報は蓄たくわえられてはいないし、必要とされてもいなかった。

（なのに、この疑問はどこから生まれてくるんだろう？）

　さらなる疑問に頭を悩ませ始めたとき、ＰＤＡがメールを受信してアラームを発した。ポケットからそれを取り出して目を向けると「無人作業車両の中」という短い文面のメールが表示されている。送信者名は「輝」。ＨＩＫＡＲＩの偽ぎ名めいだと推察された。

　工場内を見み渡わたしていると、一台の無人作業車が近づいてくるのが判わかった。作業車は和樹の前で静かに停車する。中を確認すると手て提さげ金庫ほどの黒いプラスチックケースを確認できた。そしてその中には光こう沢たくを帯びた銀色の球体が収められていた。無機頭脳である。

（これは僕が搭載しているものと同型だろうか？」

　外観だけでは性能を推測できない。実際に搭載し、駆く動どうさせて反応を見るしかないだろう。

　和樹は無機頭脳を回収すると、その足で久我山邸ていへと急いだ。







　久我山邸に着くころには午後十時を少し回っていた。

　さすがに久我山重工社長が父親だけあって、自宅は豪ごう邸ていと呼ぶに相応ふさわしい巨大さだ。壁かべに囲まれているので中の様子をうかがうことはできないが、一見して資産家であると解わかる。格こう子し状の門から内部の様子をうかがうと、百メートルほど先に屋や敷しきの姿を確認することができた。

　門に備えつけられているインターホンへと手を伸のばしたときだ。深佳がひょっこりと姿を現したのは。

「深佳さん、ずっとここで待っていたの？」

「だってさ、待ちきれなかったんだもん」

　嬉うれしそうに語る深佳に和樹は微笑ほほえみを返すと、手にしていたプラスチックケースを彼女の前に差し出した。

「ジャンク品だから説明書とかないけど、深佳さんなら大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「うん、わかった」

　深佳は頷うなずくと、差し出されたプラスチックケースを受け取った。

「よ～し、んじゃ、バリバリやりますか～！」

「深佳さん、頑がん張ばって」

「うん！　今日は徹てつ夜やだぞ～！」

　深佳は気合いを入れると、和樹に背を向けて門の中へと入っていった。

（時間はかかるだろうが、深佳さんならハルカを元に戻もどせるだろう）

　それを自分の中で確かく認にんすると、和樹は自宅へと向かって歩き出した。







[image: 心の奥の戸惑い]







　翌日、和樹が起動を再開するのと同時にエテコウが彼の下もとへとやってきた。

『キー！　オハヨウ、オハヨウ、ウキー！』

「おはよう、エテコウ」

『メールを一通受信してます、キー！』

「読んで」

『送信者・入間佐知美。件名・佐知美からのお礼。本文を読み上げます。

　和樹君、おはようございます。

　昨日は危ないところを助けていただき、本当に感謝しています。近いうちに食事のお誘さそいなどをしようと思っていますので、楽しみにしていただけると幸いです。

　それでは、お体に気をつけてくださいませ。失礼いたします。

　以上です、キー』

　社会人としてのマナーだろう。メールの文面はやや堅かたかった。

（品川事件の新たな情報が聞けるかもしれない）

　和樹は了りよう解かいしたことをメールで送り返すと、学園へ行く準備を始めた。







　始業を告げるチャイムが鳴り響ひびくのと同時に教室へと入ってきた教師は、間かん髪はつを入れずに授業を始めた。和樹は指名されたときに備えて最低限の情報を収集しつつ、累るい積せきされたデータの解かい析せきに当たる。

　解析を始めて間もなく、和樹の視界の中に深佳の姿が飛びこんできた。彼女は船でも漕こぐかのように頭を前後に揺ゆらしながら寝ね息いきを立てている。ハルカの修復作業で徹夜をしていたのだろう。幸い、教師は生徒に注視していないため深佳の居い眠ねむりには気づいていなかった。

　休み時間にでもハルカの状態を訊たずねることに決めて視線を戻そうとしたときだ。深刻な顔をした圭介の姿が目に入ってきた。独り言だろうか。圭介の口が微かすかに動いている。和樹は他ほかの音をフィルタリングし、任意の音だけを増ぞう幅ふく。独り言を聴ちよう覚かくで捉える。

『絶対に突つき止めないと……』

　認にん識しき可能な意味のある発言はそれだけだった。

　和樹は圭介の様子を調査する。彼の全身は不自然に緊きん張ちようし、表情は硬かたい。目線はやや下を向いており、酷ひどく思い詰つめているような印象を受けた。

　発言、そして彼の様子から品川事件について考えている可能性が高い。

　追究したくても追究できない。限りなく真実に近い情報がある中で、それを確認することができない状じよう況きようである。そのことに苛いら立だちを感じているのかもしれない。

　そんな圭介の様子を不安げな様子で見つめている人がいた。薫である。彼女もまた圭介の不調の理由について気がついているのだろう。

　結局、圭介は一度も授業に集中することなく考えこんでいた。







　四時間目の授業が終しゆう了りようするのと同時に、あちらこちらから楽しげなクラスメイトの私語が聞こえてきた。昼休みになったため、緊張感から解放されているのだろう。

　さっそく彼等は友達同士でグループとなり、食事のために移動していく。和樹は空腹を感じることがないため食欲とは無む縁えんだが、それでも偽ぎ装そうのためにどこかで食事を摂とる必要があった。

　これからの行動について考えていたときだ。薫と圭介の姿が目に入ってきた。

「圭介、みんなと一いつ緒しよに食べない？」

「…………」

「朝、抜ぬいてるんだろ？　パンくらいだったら、あたしがオゴって……」

　薫が言い終わる前に、圭介はその声を振ふり切るように教室を出て行った。

「あいつ……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちでうつむく薫の下に和樹は近づいていく。

「圭介がさ、ちょっと調子が悪いんだ……っていうか、辛つらそうなんだよな。あいつ」

「火事の件？」

　和樹はそれを口にすると、薫は神しん妙みような面持ちで頷き返した。

「あたしが火事の原因じゃなさそうだってのは判わかりつつあるんだけど──。あいつにとってはさ、家族を亡なくしたっていう事実に変わりはないから」

　薫のことだけを気き遣づかい、自分自身の境きよう遇ぐうについて考える機会に恵めぐまれなかったのだろう。犯人が薫以外だと判った時点で、それに直面したのかもしれない。

「当時のことを思い出してるみたいでさ。なんかヘコんでるみたいなんだよね」

　圭介のことが心配なのだろう。薫もまた落ちこんでいた。

「あたしもさ、前みたいに泳げるかなって、ちょっと思っちゃうんだよ。水泳を始めた理由、知ってるでしょ？　先せん輩ぱいを殺しちゃったって思いこんでたからさ、あたしが夢を引き継ついでって思ってたんだけど……」

　無理に笑おうとしているのだろう。薫の顔には不自然な笑えみが浮うかんでいた。

「あたしにとっての水泳ってなんなのか、判らなくなってきててさ」

　薫は力無く肩かたを落としてみせた。

「薫ちゃん、和樹君！」

　突とつ然ぜん、沈ちん鬱うつな空気を一いつ蹴しゆうする声が二人の間を通りすぎていく。奈都美である。

「一緒にお昼ご飯食べよ～！」

　満面の笑みを浮かべながら駆かけてくる奈都美の姿に、和樹と薫は顔を見合わせて笑った。







　終業時間を知らせるチャイムが鳴るのと同時に、教室内は一気に活気づいた。

　彼等はこれからの予定を話し合い、一部の者は慌あわただしく下校の準備を進めている。奈都美達もまた帰宅の準備を始めているようだ。

「圭介、一緒に帰ろうよ」

　薫は圭介の下と寄っていくが、彼は頷きながらも心ここにあらずというような感じだった。一つ一つの仕草が不自然で、全体的に元気のなさが目立っている。

「ん？　和樹、どうかしたのか？」

　視線に気がついたらしく、圭介が目を向けてきた。

「俺の顔、ジッと見てたぞ？」

「……まさか和樹、圭介に気があるとか？」

「大おお海うな原ばらのように広大な俺の愛は女性限定なんだ。悪いな、和樹」

　圭介は大おお仰ぎような仕草で嘆なげいてみせた。

「男色の趣しゆ味みはないよ」

「だってさ。残念だったね、圭介」

「なんで俺が残念なんだ？」

　薫は応こたえずに忍しのび笑いを漏もらす。

「じゃあ、そろそろ帰ろっ」

　奈都美の提案に同意し、和樹達は廊ろう下かへと歩を進めていく。

　エントランスへと向かって歩き出したときだ。教室へと向かって駆けてくる若佳菜の姿が目に飛びこんできた。

「品川君、いいところにいたわ」

　若佳菜は和樹達の前で足を止めると、圭介へと顔を向けた。

「メールの件で相談なんだけど……。段取りはできたから、品川君に確かく認にんしてもらいたいの」

「調査のことですか？」

　頷うなずく若佳菜。

「みんな、品川君を借りていってもいいわね？」

「どーぞどーぞ。返品の必要はないですから」

「ちゃんと包装紙をつけてお返しするわ」

　若佳菜は笑うが、すぐにハッとした表情になる。

「あっと、いけないいけない。無む駄だにおしゃべりしちゃった」

　若佳菜は軽く自分の頭を小こ突づくと、圭介とともに職員室へと向かって歩いて行った。

　二人を目で送り、自分達も帰路につこうとしたときである。和樹は視界の中に不ふ審しんな人物の姿を捉えていた。女性である。

「どうしたの？　和樹君」

　怪け訝げんな表情をする奈都美には応えず、和樹は若佳菜と圭介が歩いて行った方向を注視する。

　学園内において、その人物の姿はかなり不自然だ。全身から緊張感を漲みなぎらせ、鋭するどい眼まな差ざしは獲え物ものを狙ねらうハンターのようだ。和樹はその女性を知っていた。麻生純子である。

（ハッキングに気づかれた？）

　監かん視ししているということは、そう考えても間ま違ちがいなさそうだ。

　だが証しよう拠こがないのだろう。令状さえあれば監視などする必要はない。

「どした、和樹？　怖こわい顔して」

　薫の言葉に、和樹は驚おどろいていた。

（僕はそのような表情を浮かべていたのだろうか？）

　だが今はその件について考えている時間はない。監視されているということは和樹に接せつ触しよくする人物も対象になると考えられる。側そばにいる奈都美や薫も会話を交かわすだけで関係者の一人と認識されてしまうだろう。

　トラブルに巻きこむのは避さけるべきだと考えた和樹は、別行動を取る選せん択たくをした。

「ゴメン。ちょっと用事を思い出した。今日は一緒には帰れない」

「え～。一緒にワンちゃんの様子を見に行こうと思ってたのに～」

　奈都美が不満をあらわにするが、今日のところは平謝りするしかなかった。

　和樹は渋しぶる奈都美をなだめすかすと、二人とは反対の方向へと向かって歩き始める。それを確認したのか、純子も動き出した。和樹は学園のデータを参照しながら人気のない方向へと向かって移動する。エントランスを横切ろうとしたときだ。

「あら、坊ぼうやじゃないの～」

　声をかけてきたのは都である。彼女は手をヒラヒラと動かしながら手招きするが、今の和樹には対応している余よ裕ゆうはなかった。和樹は気づかないふりをしながら駆けていく。

「ちょっとぉ、無視しないでよっ！」

　非難する声が聞こえてくるが足を止めることはしない。やがて和樹は目的地である地下駐ちゆう車しや場じようへと到とう達たつした。即そく座ざに周囲を見み渡わたすが近くに人の姿は感じられない。純子の気配を除いては。

「追いかけっこは、ここまでね」

　声の方向へと顔を向けると、やや息を弾はずませた純子の姿を見て取ることができた。

「ずいぶん鮮あざやかな逃にげ方だったわね。予想どおりの場所だったからよかったけど、普ふ通つうに追いかけてたら撒まかれていたかも」

　純子は苦く笑しようするが、依い然ぜん、緊きん張ちよう感かんは身にまとったままである。

「人気のないところに来てくれて助かったわ。校内で派手なことはできないからね」

「僕に用ですか？」

　わざわざ訊きくまでもなかったが、和樹は白を切るための手順としてその言葉を口にした。

「あなたが逃げた理由について訊かせてもらいましょうか？　ハッキングがバレて監視されていると思った。だから逃げ出した。違ちがう？」

　純子は和樹のハッキングに気づいているようだ。ディティクターに感知された形けい跡せきこそなかったが容疑者となったのは間違いない。

「僕は廊下を走っていただけです。監視のことも初めて知りました。ハッキングなんて関知するところではありません」

　和樹は淡たん々たんとした口調で応じる。

「私には職務質問の権限もあるのよ？」

「答弁の強制、身体の拘こう束そく、連行は許されないと警察官職務執しつ行こう法ほうには明記されています」

　和樹の多弁に純子の顔が歪ゆがむ。

「君がここに来てからハッキングは増え、行く先々でその痕こん跡せきが見られる……。あなたがハッキングをしていると考えるのが自然でしょう？」

「それは可能性にすぎないのでは？」

「状じよう況きよう証拠と言ってもらえるかしら」

　純子は具体的な証拠は持っていないようだ。令状を提示されれば拘束は免まぬかれないが、この時点で接触してくるということはサイバーフォース内に焦あせりがあると推測できた。

「でしたら、これを調べてください」

　和樹は所持しているＰＤＡを純子に手渡した。さっそく彼女は念入りにデータをチェックするが、証拠となるような情報はその中には含ふくまれてはいない。

「ずいぶん自信ありげだけれど、その点もまた……」

　眉み間けんに皺しわを寄せながら確認作業を続ける純子の手元で、突とつ然ぜん、ＰＤＡが震しん動どうし始めた。メールの着信を知らせるバイブレーション機能である。

　純子は躊ちゆう躇ちよなくメールを開いた。

「メールの閲えつ覧らんを許可した覚えはありません」

「疑いを晴らしたいんでしょ？　なら協力しなさい」

　明らかな越えつ権けん行こう為いに非難の声を上げようとしたとき、唐とう突とつにＰＤＡのスピーカーから音声が流れ出した。

『あ、きゃ、やめて、きゃぁぁぁっ!!』

　ノイズが多く混じっていたが、女性の悲鳴はハッキリと聞き取れた。

『あんた達、こんなことして……』

　そこで音声は途と切ぎれた。

（今の声、佐知美さん!?）

「なに、今の……」

　虚きよを衝つかれたのだろう。純子は惚ほうけるような表情をしていた。

　和樹は手を伸のばして純子からＰＤＡを取り返すと、メールの送信者へと目を向ける。メールの差出人は佐知美だった。

「なにするのっ！」

　純子は非難するが、そもそもメールを閲覧する権利など彼女にはない。

「佐知美さんが危ない！」

　彼女の居場所は判わからない。だが可能性があるとしたらオフィスだろう。

「ちょっと、どういうこと？」

　和樹は純子の質問には答えず、その場で頭を下げた。

「失礼します」

「待ちなさい！」

　挨あい拶さつもそこそこに走り出そうとする和樹を止めようと純子が立ちはだかる。だが彼はかまわず踏ふみこむと、彼女の脇わきを擦すり抜ぬけて表へと出た。

　和樹は走りながら佐知美の携けい帯たい電話にアクセスするが応答はない。

（走って事務所に行っても間に合わないかも……）

　乗り物を求めて校門へと向かったときだ。和樹は談だん笑しようしながら歩く奈都美と薫の姿を認めた。

（あれは……）

　和樹は奈都美が手にしている機器に注目していた。

　モバイルステッキ──。確かに移動用の機器ではあるが、歩行補助を想定して作られているため時速二十キロ程度しか望めない。だがプログラムを書き換かえてリミッターを解除すれば数倍のスピードを得られる可能性があった。試ためしてみる価値はある。

「奈都美さんっ！」

　和樹が声をかけると、奈都美と薫が同時に振ふり返った。

「あれ？　やっぱり一いつ緒しよに帰る～？」

　キョトンとした表情を浮うかべる奈都美に対し、和樹は首を横に振る。

「そのモバイルステッキ、ちょっと貸してほしいんだ」

「え？　和樹君も乗りたいの!?」

　今は細かなやり取りをしている場合ではない。佐知美の安否の確かく認にんを最優先するべきだった。

「とにかく、しばらく借りるね」

　和樹は奈都美を押しやるようにしてモバイルステッキから降ろすと、そのステップ部に足をかける。ステッキの部分を手で保持して体を預けると、重心の動きを感知してモバイルステッキは前進し始めた。だが予想どおりスピードは出ない。和樹は即そく座ざにモバイルステッキの制せい御ぎよプログラムを作成し、ステッキ下部にある赤外線端たん子しからそれを入力した。その途と端たん、劇的に速度が向上する。

「私のモバイルステッキが暴走してる～!?」

「おいおい。大だい丈じよう夫ぶかよ……」

　奈都美と薫の声を背中に感じながら、和樹は佐知美のオフィスへと急いだ。







　ドンドコどっこいのオフィスが入っているビルの前でモバイルステッキを停止させた和樹は、休む間もなくエレベータホールへと駆かけていく。だがエレベータは補修中のため利用できず、やむを得ず裏手にある非常階段を利用してオフィスへと向かった。

　オフィス前に到とう着ちやく後ご、即座に聴ちよう覚かくシステムの感度を最大に設定して室内の様子を探さぐる。

『ん、んんっ……』

　和樹の耳が女性の呻うめき声ごえを感知する。それ以外の音を拾えないことから、そこにいるのは佐知美のみと考えてもよさそうだ。和樹はオフィスの内部へと踏みこんでいく。

「うーっ、うーっ、うーっ！」

　オフィスに入ってすぐだ。和樹は床ゆかに転がされている佐知美の姿を捕ほ捉そくした。彼女はゴム製のロープで体の自由を奪うばわれており、口にはマウスピースをはめられている。それなりに抵てい抗こうしたらしく、彼女の周辺には書類などが散乱していた。

（あれは……）

　散乱する書類に交じり、紙製の箱が置かれていることに気がついた。そしてそこからは爆ばく発はつ物ぶつと思われる反応が──。

　和樹は佐知美を気にしながらも箱を手にし、慎しん重ちように中身を取り出した。中に入っていたのは簡単な作りの爆ばく弾だんだ。起爆装置とタイマー、爆発物がコードで接続されただけの代しろ物もので、この程度なら学生でも作ることができる。

　だがすぐに疑問が生じた。解体の容易たやすい爆弾を見つけやすい場所に置く理由である。オフィスを吹ふき飛ばすつもりなら時限爆弾を用意する必要はない。爆発させるためのリモコン一つで事足りるからだ。和樹は高精度のサーチを実行し、周囲をくまなく観察する。すると佐知美の口にはめられているマウスピースから反応が現れた。それはナノカーボンファイバー技術を応用した小型爆弾で、爆発物、起爆装置、リモートコントロール装置が一体化されたタイプの爆弾だった。このタイプの爆弾は要人暗殺用、もしくはテロ用に開発されたものであり、広くは流通してないものの大規模なテロ集団がよく使う代物だ。つまり箱の爆弾に気を取られて佐知美さんの拘こう束そくを解くと、マウスピースに仕込まれた爆弾が起爆するのである。

　爆弾を調べていくうちに無線ポートが存在することに和樹は気がついた。

（これならハッキングを仕し掛かけることで解除できる）

　電覚を介かいしてネットワークに接続するのは危険すぎたが、ためらっている場合でもなかった。

　そのときだ。感度を上げていた聴覚が車のブレーキ音を察知。続いて足音が近づいてくるのが判った。

「友永和樹！」

　オフィスに飛びこんできたのは純子である。彼女はすぐに異変に気づいて表情を強こわ張ばらせた。

　事態は明らかに悪化していた。純子を前にネットワーク接続を行うことはできない。

「いったい、これはどうなってるの！」

「爆弾です」

　和樹が告げると、純子の足が一いつ瞬しゆん、後あと退ずさった。

「マウスピースもです。それを外すと爆発します」

「なっ！　下がりなさい！　今、爆発物処理班を呼ぶから！」

「いえ、たぶん間に合いません」

　和樹は首を横に振った。爆発物の構成、量などから推測すると、爆破力はかなりのものだと予測できる。その力はオフィスだけではなくビルを半はん壊かいさせるほどだろう。避ひ難なんさえ迅じん速そくに行えばビルの被ひ害がいだけですむだろうが、佐知美の身は絶望的だ。

「あなたがここにいても仕方ないでしょう！　危険だから下がりなさい！」

　純子は和樹の肩かたをつかむと、外へと追い出そうとする。

「あなたこそ早く出てください」

「私がここを放ほう棄きできるわけないでしょう！」

　和樹と純子は揉もみ合いになる。どちらも譲ゆずらないまま二、三度ほど押し合ったときだ。彼女のポケットからＰＤＡが落ちて床に転がった。ディティクター端たん末まつである。

（ディティクター端末！　あれさえあれば……）

　ハッキングを待ち受けてそれを捕捉するディティクターは、ハッキングすることでしか侵しん入にゆうできない任意の場所に存在することを可能としている。ディティクターもハッキングと同じ能力を持っていると言ってよかった。電覚を使えない状じよう況きようで爆弾を解除するにはディティクターを使うより他ほかない。

　和樹はディティクター端末に飛びついた。

「この端末、使わせてもらいます」

「止やめなさい！　オモチャじゃないのよっ！」

「解わかってます」

　和樹はディティクター端末を起動させ、佐知美の口にはめられているマウスピース型爆弾へのハッキングを試みる。そんな和樹を捉えようと純子が飛びかかってくるが、和樹はサラリとかわす。彼女は続けざまに行動を起こしてくるが、その度たびに和樹は右に左に避よけ続ける。

「ちょこまかと……」

　苛いら立だちを隠かくしきれない純子をよそに、和樹はディティクターの操作を続ける。必要なパラメータを打ちこみ、爆弾に対応したハッキングプログラムを端末の赤外線端子から入力した。

「公務執しつ行こう妨ぼう害がいよ！　警告に従わなければ撃うちます！」

　捕らえられないと判断した純子は、ホルスターから銃じゆうを抜ぬいた。

「緊きん急きゆう事態です。これがないと爆弾の解除ができません！」

「いい加減なこと言わないでっ！　従わなければ本当に撃つわよ！」

　和樹の体は拳けん銃じゆうに対する十分な耐たい性せいを持っていない。一発の弾だん丸がんが致ち命めい傷しようになる可能性もあった。今は撃たないという可能性に賭かけるしかない。

　ディティクターにハッキングさせ、爆弾の解除コードを打ちこむ。

「……撃ちます」

　銃口が和樹の脚きやく部ぶへと向けられたときだ。

「げふっ」

　佐知美が加えていたマウスピースが外れた。

　和樹は無用となったディティクター端末を純子に放ほうり投げて両手を挙げる。

「佐知美さん、大丈夫ですか？」

　激しく咳せきこむ佐知美に声をかける和樹。その側そばでは純子が困こん惑わくしていた。

「爆弾は解除されました」

「えっ!?」

「純子さんのディティクター端末で僕が解除しました」

「あなたが？」

　和樹は頷うなずくと佐知美の拘束具を外していく。

　佐知美は咳せきをしている程度で目立った外傷はなかった。

「イロイロと修しゆ羅ら場ばはあったけど、爆弾をくわえるハメになるなんて……」

　いつもの元気はどこへやら。佐知美は力なくつぶやいた。

「理由はなんにせよ、私の目の前でしてくれたことを見み逃のがすわけにはいかないわ。まだ勤務時間、終わってないからね」

　そう言うと、純子は所持していた手て錠じようを和樹の手首にかけた。

「友永和樹、公務執行妨害の現行犯で逮たい捕ほします」

　手錠をかけられたのは和樹だけではなかった。

　純子は佐知美の眼前に捜そう査さ令状を突つきつける。

「入間佐知美、機密文書アクセスおよびネットワーク通信法違い反はんの容疑で逮捕します」

「ええ～っ!?」

　オフィス内に佐知美の嘆なげく声が響ひびき渡わたった。
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　和樹と佐知美は到とう着ちやくしたパトカーで最も寄よりの警察署へと連行されていた。

「警察署には何度も出入りしたけれど……」

　佐知美は絶望的な表情を浮うかべながら薄うす汚よごれた廊ろう下かを歩いて行く。

　二人が連れて行かれたのは待合室とは名ばかりの小こ汚ぎたない部屋である。そこには年季の入ったパイプ椅い子すと机が置かれているだけ。取り調べが始まるまでの僅わずかな時間を過ごすだけなので、それで十分なのだろう。

　和樹と佐知美は椅子に腰こしかけると、取り調べが始まるのを待った。

「犯罪関係の番組って受けがいいのよね～。ドキュメンタリー番組でも企き画かくしようかしら」

　自分の立場を理解してないのか、それともレポーター魂だましいに火がついたのか──。佐知美はあまり落ちこんではいないようだ。

「でもハッキングって重罪だし、初犯だからって見逃してもらえないわよねぇ～。お父様、お母様、先立つ不幸を……じゃない、札付きになってごめんなさい～」

　口にしていくうちに自分が置かれた状況を正しく理解し始めたのだろう。瞬またたく間まに佐知美の表情は暗くなっていく。

「お天てん道とう様さまの下で堂々と生きていくようにって言われてたのに……。どうしよう」

　佐知美はガックリと肩を落としてうなだれてしまう。

「佐知美さん、元気を出してください」

　和樹の呼びかけに佐知美が顔を上げる。

「……そうよね。ここで挫くじけてなんかいられないもんね。こうなったら開き直るしかないものっ。どうせなら神田川の悪事を暴あばくキッカケになってやるわっ！」

　急に彼女は勢いを取り戻もどすが、その途と端たん、近くにいた警官に睨にらまれてしまう。

「ごごご、ごめんなさいっ」

　佐知美は叱しかられた子供のように身を縮めた。

「あたし、お巡まわりさんには弱いみたい……」

　そう言って苦く笑しようする佐知美の下もとに、一人の警官がやってきた。

「入間佐知美、取り調べだ」

「はぁ～い！」

　佐知美は緩かん慢まんな動作で立ち上がると、和樹へと顔を向ける。

「和樹君も頑がん張ばってね！　めげちゃダメよ！」

　佐知美は警官に連れられ、取調室の一つに姿を消した。

（僕の罪状は公務執行妨害だ。だとすると予想される刑けいは……）

　データベースを参照すると二、三年の懲ちよう役えき刑けい、もしくは簡易裁判の後に罰ばつ金きんということになる。どちらに転んだとしても和樹には好ましくない展開だ。罰金刑に落ち着いたとしても、ほぼ確実に皇路学園の学がく籍せきは抹まつ消しようされる。それは調査の続行不能と同義だった。だが調査の続行を優先した場合、佐知美は死んでいただろう。

　今後について検討を繰くり返しつつ取り調べを待つが、数時間が経過しても取り調べは始まらない。その理由について考え始めたときだ。一人の警官が和樹の前に立った。

「君、釈しやく放ほうになったから」

　彼は悪びれる様子もなくさらりと告げると、手錠にＩＣカードを添そえてロックを解除した。

「釈放……。でも、どうして？」

「君は、たまたま巻きこまれた被ひ害がい者しやだった。そういうことだ。ここに来たのも任意による事情聴ちよう取しゆのためである。解わかるね？　間ま違ちがっても誤ご認にん逮捕ではないということだ」

　事態の急変に思考が追いついてこない。

「あの、入間佐知美さんは？」

「彼女には聞きたいことがいくつかあるので長引いているが心配ない」

　それ以上の質問は許されず、和樹は半ば追い出されるような形で警察署を出た。

（どういうことだ？）

　なんの理由もなく犯おかした罪が消えることはない。だとすると何なん等らかの干かん渉しようがあったと考えるべきである。

　一見、状じよう況きよう的てきには好転していたが注意する必要はあった。警察にマークされた事実に変わりはなく、純子もまた大人しく引き下がるとは思えなかったからだ。

（とにかく一度、対策を立て直さないと）

　和樹は佐知美のことを気にしつつも警察署をあとにした。







　和樹が自室に戻ってきたときである。ポケットに入れていた携けい帯たい電話が震しん動どうした。

　ほとんど反射的にそれを手にすると、通話ボタンを押して本体を耳に添える。

『識別名・友永和樹』

　電子音で構成された声だが、それは間違いなくＨＩＫＡＲＩだった。

『音声で指令を伝えます。あなたも音声で応答しなさい』

「はい」

『識別名・友永和樹。これより一時間以内に、その場所から撤てつ退たいしなさい。調査を続行するのはリスクが高すぎます。一いつ切さいの痕こん跡せきを抹消し、その場を離り脱だつするのです』

「ですが……」

『警察機関にマークされた以上、あなたの正体が判明しやすくなっています。これは厳命です。ただちに現在遂すい行こう中ちゆうの調査を放ほう棄きして離脱しなさい』

　それは調査の中で経験し、培つちかってきたものをすべて放棄するということだ。あらためてそれを検討すると、自分の中で重要な価値を持っていると再認識できる。

（それを放棄して離脱なんかできるのだろうか？）

　だが和樹は任務のために用意されたロボットにすぎない。任務が達成しようが失敗しようが 終しゆう了りようした時点で消えるのだ。当然である。それがロボットの役割だった。迷う余地などない。

　だがその命令に素す直なおに従うわけにはいかなかった。

（僕はこの街で調査を続ける必要がある……。でも、なんのために？　グローバルイルミネーションのため!?）

　だが和樹はそれを否定する。和樹が調査を続けること自体、グローバルイルミネーションの妨さまたげになっている。そのことを考えるなら即そく座ざに調査を打ち切る必要があった。

（僕はこの街で生活したいと考えているのだろうか）

　それは調査ではない。調査対象となっている人達と一いつ緒しよにいたいということである。

　いつしか目的と手段が逆転しているが、今はそのようなことは問題ではない。

（僕は人間としてこの街で生活することを望んでいるのか……）

　そして自分の決定に従うのであれば、取るべき行動は一つしかなかった。

「僕は……。僕はその命令を了解できません」

『識別名・友永和樹。あなたは私の決定に対して反逆をするつもりですか？』

「まだ調査は終了してはいません。人間の感情を理解するのに十分な情報を収集できていない段階にあります」

『ですが今はグローバルイルミネーションが外部に漏もれることを避さけねばなりません。感情についての調査ならば、後日、別の場所で行うことも可能です。あなたが望むのなら事態が回かい避ひされたのちに別の場所で新しいプロフィールを与あたえ、再び調査の任務を与えましょう』

　だが別の場所や新しいプロフィールを用意されても意味はなかった。和樹が望むのは現状の維い持じである。それ以外は和樹にとって意味をなさなかった。

『その場からの離脱を優先させるのです。解りましたか？　識別名……』

「でしたら僕は電覚空間の利用、そしてハッキングの実行を制限します。ディティクターに検知されることのないよう、ネットワークの利用を制限し、その状態で調査を続行します」

『あなたはその意味を理解しているのですか？　電覚を介かいしてのバックアップを受けられなければ、どれほどの機能制限を受けるか──』

　和樹の能力は人間と同等。いや、状況によってはそれを下回る可能性が十二分に考えられた。だがそれと引き替かえにしてでも調査を続けたいと願ったのである。

（僕はここに残る必要がある。今はまだ、この場所から去ることはできない）

　機能制限は受けるが活動不能になるわけではなかった。

『あなたは一度、警察当局に拘こう束そくされた事実を考こう慮りよに入れていますか？　そのような認にん識しきでは調査の続行を認めるわけにはいきません』

「僕はネットワーク機能を制限して調査を実行します。そのように接することで、今までには得られなかった情報を得ることもできるでしょう。また極力、怪あやしまれるような行動は慎つつしみます。どうか調査の続行を認めていただけないでしょうか？」

『あなたは……』

　ＨＩＫＡＲＩが思考している。和樹の提案に対するメリットとリスクを計算しているのだ。

　ややあって、ＨＩＫＡＲＩからの反応があった。

『識別名・友永和樹。調査の続行を認めましょう』

　ＨＩＫＡＲＩの話は終わらない。

『しかし、あなたが再度拘束され、グローバルイルミネーションの存在が知られる可能性が濃のう厚こうになった場合、私は情報の秘ひ匿とくを最優先します。あらゆる手段を用いて擬ぎ態たいごと存在を抹消する。そのような手段に訴うつたえる可能性があること、それを常に考慮に入れておくようにしなさい。そして常に認識するのです。私達がグローバルイルミネーションの礎いしずえであることを──』

　通話を終えた途と端たん、和樹は大きな溜ため息いきをついた。

（これで明日も調査を続行できる……）

　その認識は和樹にとって重大なこととして処理された。

　そして先ほどまでの焦あせりは消え失うせ、全身にかかった負ふ荷かが除去されていく。

（この感覚が安あん堵どするということだろうか？）

　和樹はそれを心地ここちよく感じながら、明日からの段取りについて考え始める。

（明日からの調査は、今まで以上に困難になるかもしれない）

　だが和樹は調査できることに喜びを感じていた。







[image: 真実が試す約束]







　待機モードから通常モードへと移行した和樹は、掛かけ時計へと目を向けた。午前七時七分。本日の予定をチェックするが、学園に向かう以外、特に予定はない。

　和樹はベッドから体を起こすと学園へ向かう準備を始める。今日、使用される教科書とノートを鞄かばんに詰つめこみ、制服を身にまとう。姿見の前で軽く身だしなみを整えたあと、部屋をあとにした。その途端である。和樹の目の前に一人の女性が立ったのは。

「おはよう。友永和樹君」

　突とつ然ぜんの出来事に和樹は目を見開いていた。

　声をかけてきたのがサイバーフォースのエージェント・麻生純子だったからである。

（なぜ純子さんがここに!?）

　もっとも彼女が現れる理由など一つしかない。和樹に再び容疑がかかった可能性である。

「おはようございます」

　和樹は内心の動どう揺ようを仮面で隠かくし、無表情を装よそおって頭を下げた。

「落ち着いているのね。私に手て錠じようをかけられたばかりなのに」

　純子は意外そうな顔で和樹を見つめてきた。

「僕の容疑は晴れたと聞いていますが？」

「……。入間佐知美は今朝、釈しやく放ほうされたわ。気になると思ってね、教えにきたのよ」

「そうですか」

「けど、こんなに奇き妙みような事態は初めて」

　純子は嘆たん息そくすると、胸の前で腕うでを組む。

「彼女の会社の端たん末まつにも、ネットワーク内の管理データからも、プログラム実行履り歴れきからも、どこにもハッキングの痕跡はなかった。でもディティクターのログや報告にはオフィスからアクセスした形けい跡せきが残っている。これは明らかな矛む盾じゆん。解わかるわよね？」

　和樹は純子の話に相づちすら打たずに眺ながめていたのだが、彼女は彼の反応などそっちのけで話し続ける。

「考えられるのはディティクターのデータを改かい竄ざんされたか、もしくはあの会社の端末を誰だれかが改竄したか……。あるいは会社の端末で調べた報告書を何者かが改竄したか──」

　和樹は無言のまま純子の話に耳をかたむける。

「私の独断で入間佐知美の技能テストを行ったわ。けど彼女にそんな能力はない。ただツールが使えるだけ。つまりね、誰か他ほかの人間がやったのよ」

「…………」

「そして、それはあの爆ばく弾だんを彼女につけた人物。私が捜そう査さ令状を持って彼女の所へ行くことを予測し、あなたの罪を揉もみ消した人物。あの爆弾事件そのものを揉み消した何者か──」

　純子の鋭するどい視線が和樹へと向けられる。

「どうしてこんな事をあなたに言ってると思う？」

　和樹は首を横に振ふる。

「あなたも容疑者の一人だからよ」

「それは純子さんの中だけの話じゃないんですか？」

「ディティクターを使える人は、そうざらにはいないわ。ましてや学習させてない爆弾のハッキングなんてね」

「純子さんのディティクターが賢かしこかったんです。運が良かった」

　そのような発言で純子が納なつ得とくするはずもないが、和樹は牽けん制せいとして口にしていた。

「機密文書ハッキングの時に一いつ緒しよにいたでしょ？　ネットの奥でなにを見たの？」

　純子は限りなく真実に迫せまっていたが、それを裏付ける証しよう拠こが何一つない状じよう況きようだった。

「僕は佐知美さんのところに行っただけです」

「それで私を煙けむにまけると思ってる？」

「事情聴ちよう取しゆにはそれなりの手続きが必要では？　任意であれば拒きよ否ひします。義務がない」

　純子は黙もくすると、探さぐるような眼まな差ざしで和樹の目を見つめてきた。

　人間は心で思ったことが無意識のリアクションとして表出する。彼女は和樹の心の動きを捉えようとしているのだろうが、彼に対しては無意味だった。表面に現れる反応のすべてはプログラムによって処理可能である。

　しばらく和樹を見つめていた純子だが、なにも探れないと悟さとったのか目線を外してきた。

「私用のついでよ。人聞き悪いわね」

　純子は苦く笑しようすると、和樹の前に一枚の紙し片へんを差し出した。名めい刺しである。

「次は公用でくるわ。とっといて」

　和樹がそれを受け取ると純子は踵きびすを返して歩き出した。

　彼女の中で和樹は未いまだに容疑者としての位置づけであるようだ。ＨＩＫＡＲＩおよびグローバルイルミネーションの存在を露ろ見けんさせないためにも、よりいっそうの注意が必要になってくるだろう。







　早めに部屋を出たおかげか、和樹は余よ裕ゆうを持って学園へと到とう着ちやくすることができた。

　校門を潜くぐってエントランスへと足を運び、教室までの長い廊ろう下かを歩き始めたときである。前方で並んで歩く若佳菜と深佳の姿が確かく認にんできた。先に和樹の姿に気づいたのは深佳だった。かなりの寝ね不ぶ足そくらしく、彼女は挨あい拶さつもそこそこに欠伸あくびを連発している。目は半分ほど閉じかけており、いつ眠ねむっても不思議ではない状態だ。

「おはよう、和樹君」

　一方、若佳菜は凜りんとした姿で和樹の前に立つと穏おだやかな表情を向けてきた。

　廊下の真ん中で三人が挨拶を交かわしていたときだ。突然、背後から肩かたを叩たたかれたかと思うと、目の前に満面の笑えみを浮うかべた圭介が姿を現した。

「若佳菜先生、おはようございます」

「おはよう」

　若佳菜は頷うなずき返すと、さらに続ける。

「昨日の都の話だけど、あまり本気にしちゃダメよ？」

「ははっ、考えておきます」

　圭介は笑うと、教室へと向かって駆かけていく。彼は昨日と違ちがってすこぶる好調のようだ。

（圭介が抱かかえていた問題は解決されたのだろうか？）

　もしくはそうなりつつあることが彼の心を軽くしていると考えられた。

「先生、昨日の話とは？」

「え？　あぁ、ちょっと圭介君のことでね……」

　若佳菜は苦笑を交えながらつぶやいた。

「じゃあ私は教務室に行くから。みんなは急いで教室に向かいなさい。もたもたしてると遅ち刻こくしちゃうわよ？」

　そう言い残すと、若佳菜は颯さつ爽そうとした足取りで廊下を歩いていった。

（いったい、圭介とどんな話をしたんだろう？）







　午前の授業 終しゆう了りようを告げるチャイムが教室内に響ひびき渡わたった。

　それと同時に奈都美と薫が和樹の下もとへとやってくる。圭介は着席したまま端末に向かって作業をしていた。そんな彼の代わりではないが、意外な人物が和樹の下へとやってきた。

「あらららら、みんなそろってなんの話？」

　好こう奇き心しん丸出しで首を突つっこんできたのは佐知美である。

「って、かおるんじゃない。なんでこんなところに!?」

「それはあたしのセリフだろ！　ここをどこだと思ってんだ！」

「あ、それもそうね。ここでは私の方がイレギュラーだったか」

　佐知美は舌をチラリと覗のぞかせる。

「で、どうしてここにいるんだよ！」

「え？　聞きたい？　かおるんったら知りたがり屋さんなんだから～」

「説明するべきことだろ！」

「今日はかおるんに用があるんじゃないの。お目当ては別の人よ」

　佐知美の話が意外だったのか、薫は目を瞬しばたたかせた。

「和樹く～ん」

　甘ったるい言葉を吐はきながら、佐知美は抱だきつかんばかりの勢いで詰つめ寄ってきた。

「いやー、昨日は災難だったよねー。でも君が来てくれて助かったわ。おほほほほ」

　よく通る高笑いが教室内に通り抜ぬけていく。さすがレポーターといったところだろう。

「無罪放ほう免めんになったことを和樹君に知らせとかないといけないと思ってさ～」

「無罪放免って、あんたなにかやらかしたの？」

「いや～、お恥はずかしいことなんだけれど。あはは」

　佐知美は笑い声を上げたかと思うと、一いつ瞬しゆんにして真顔になった。

「実は昨日、爆弾で吹ふき飛ばされそうになったのよ」

　それを告げた瞬間、奈都美と薫は声を上げて驚おどろいていた。

「ちょっとばかり驚かせちゃったみたいね～。ま、ここじゃなんだし、ご飯でも食べながらにしない？　おなか減っちゃってさぁ」

　佐知美は腹部をさすりながら空腹であるというジェスチャーをした。

「警察ってケチでね、取調中にろくな食事も出してくれなくてさぁ～。これって人権侵しん害がい!?」

「あんたの話はあとで聞かせてもらうとして……。圭介も来るだろ？」

　薫は圭介へと顔を向ける。

「え？」

　席を立とうとしていた圭介が呼びかけに反応を示す。

「ごめん。俺、今日は一緒する人がいるから」

「あ、そうなんだ」

「わりぃな。また誘さそってくれや」

　圭介は謝ると一人で教室を出て行った。

「んじゃ、購こう買ばいにでも行って食料を調達してくることにすっか」

　薫の提案に和樹達はそろって頷いた。







　空中庭園へとやってきた和樹達は、さっそく佐知美の話に耳を傾かたむけた。

「午後三時ころだったかな。あの日は珍めずらしくスタッフが出で払はらっててね、オフィスには私一人しかいなかったの」

　状況を思い出そうとしているのだろう。佐知美は目を彷徨さまよわせながら言葉を紡つむいでいく。

「しばらく仕事に専念してると誰だれかが入ってくる気配があったわけよ。てっきりスタッフが帰ってきたとばかり思ってたんだけど……。入ってきたのは人相の悪い黒服の男達だったわけ！」

　話しているうちに興奮してきたのだろう。佐知美の顔が上気してくる。

「逃にげ出そうとしたんだけど、すぐに退路を断たたれちゃってね……。あのときできたのは、ＰＤＡに登録した最新のメールアドレスに音声メールを送ることだけ。それもすぐに壊こわされちゃって縛しばり上げられたんだけどね～」

　佐知美は苦く笑しようする。

「連中が残していったケーキの箱が爆ばく弾だんだっていうのは判わかったんだけど、まさか口にはめられたマウスピースまで爆弾だったなんてねぇ」

　さらりと言ってのける彼女をよそに、奈都美と薫は呆ぼう然ぜんとしたまま一言も発さない。

「なんとか逃げ出そうともがいたけど無む駄だだった。気が変になりかけたときよ。和樹くんが颯爽と現れたのはっ！」

　そこから先は和樹自身が体験したことだった。その後、佐知美は身み振ぶり手振りを交えながら事件について語り続け、それを奈都美と薫は真しん剣けんな面おも持もちで聞き入っていた。

「危険な目に遭あってるってのに、さらっと言うよな～」

　薫は感心していいのか呆あきれていいのか判らないとでも言いたそうな表情をしている。

「これでもジャーナリストだからね。刑けい事じさんには口外するなって言われたんだけどさ。私ってばこれでご飯食べてるし、人の口に戸は立てられずっていうしね～」

「いっぺん板で打ちつけてやろうか？」

　今度こそ薫は本気で呆れていた。

「でも和樹ってば大だい活かつ躍やくだね～」

「うんうん！　佐知美さんを助け出しちゃうんだから」

「あたしだったらその場から逃げ出しそうだし……。涼すずしい顔しているくせに度胸あるよな」

　奈都美と薫の評価は良かったが状じよう況きようとしては好ましくない。和樹が取った行動は一いつ般ぱん的てきな学生の範はん疇ちゆうを超こえている。このような行動が続けば素す性じように疑問を抱いだかれる可能性もあった。

「和樹君にメールを送った私の判断、ナイスだわ～！　さすが取材の鬼おに！　戦場レポーターにもなれるかしら？」

　自信満々な表情を浮うかべていた佐知美の顔が突とつ然ぜん、硬かたくなった。

「でもなにか臭におうのよね。ハッキングもなかったことにされてるし、爆弾事件も──」

　佐知美は唸うなり声ごえを上げながら考えこむが、それは長くは続かなかった。

「あ、いっけな～い！　もうこんな時間！」

　佐知美は飛び跳はねるような勢いで立ち上がったかと思うと、腕うで時ど計けいに目を落とした。

「離り婚こん会見の時間！　すっかり忘れてたっ！　急がなきゃ～っ！」

　そう言うと、彼女は挨あい拶さつもそこそこに駆け出していた。

「騒そう々ぞうしいやつだなぁ」

　薫が肩かたをすくめたときである。和樹の視界の片かた隅すみになにかが映りこんだのは。

　確かく認にんするが既すでにそこにはなにも存在しなかったため、記録された映像の再生を試みる。対象が遠方に存在したためズーミングし、フィルタリングすることで映像を鮮せん明めい化か。それでも判別しにくかったが、フードつきのコート、あるいはパーカーを着た人物だと判った。

（僕を監かん視ししていた？）

　だとしたら明らかに不自然である。その人物は和樹の視覚センサーが捕とらえきれないほどの距きよ離りから視線を送ってきたことになるからだ。一いち抹まつの不安が胸中を通り抜けていくが気にしてばかりもいられない。和樹は気持ちを切り替かえると昼食を再開した。







　授業の終わりを告げるチャイムが高らかと鳴り響いた。

　和樹の危き惧ぐをよそに授業は滞とどこおりなく終しゆう了りようし、いつもの下校風景が広がっていく。

　調査対象の選出に取りかかったときである。和樹は誰ともつるむことなく席を立つ圭介の姿を捉えていた。彼は手早く帰り支じ度たくを調ととのえると廊ろう下かへと向かって駆かけていく。そこにはなぜか都が待ちかまえていた。

（圭介と都さんの間に接点などあっただろうか？）

　特にそのような認識はなかったが、今朝方、若佳菜の口から都の名が出ていたことを和樹は思い出した。

（若佳菜先生が言ったアドバイス──。そして都さん……。どういうことだろう？）

　断だん片ぺん的な情報しかないため判断することができない。

　和樹は聴ちよう覚かくシステムの感度を高めると、圭介と都の会話の盗とう聴ちようを試みる。

『用意はだいたい調ったけどぉ、圭介君、心の準備はいい？　私にできるのは手伝いだけで、進めるのは君の意思。解わかってるわよねぇ？』

『はい。あのことをハッキリさせたいから……』

　真顔で頷うなずく圭介に対し、都はゲームでも楽しむかのような気楽さがうかがえた。

『オッケー。んじゃ、私に任せておきなさい』

『本当に信用していいんですか？』

『それを判断するのは、君でしょ？』

『…………』

『君は感じたとおりに行動すればいいのぉ。助けられるかどうか、私が証明してあげるわ』

　圭介と都は並んで廊下を歩き始め、やがてその姿を消した。

（何なん等らかの行動を起こそうとしているのは間ま違ちがいない。でも、なにを!?）

　和樹が思考を巡めぐらせていたときだ。

「で、和樹はこれからどうすんだ？」

　不意にかけられた声に反応して隣となりへと目を向けると、そこには薫の姿があった。

「帰りに奈都美の家に寄るんだけど、和樹も行くだろ？」

「うん。僕も同行させてもらうよ」

　特に用もなかったことから、和樹は薫の提案を受け入れた。

「えええええっ!?　和樹君も来るの？　部屋、全然片づいてないし！」

「なんだよそれ。あたしだったらいいのかよ」

　薫は口を尖とがらせるが、すぐに気分を入れ替えて話を続ける。

「よ～し、んじゃ行くか～」

　薫は奈都美を引き連れて歩き出した。







　奈都美の自宅は幻覚寺の側そばにあった。そこは閑かん静せいな住宅街の中にあるありふれたマンションであり、広さは３ＬＤＫほど。特に広いわけでもなく、平均的な核かく家か族ぞくの家と言えるだろう。

　エレベータを利用して三階まで昇のぼり、廊下を歩いて自宅前へと歩を進める。奈都美は玄げん関かん先さきで鍵かぎを取り出すと、錠じようを外して扉とびらを開けた。

「よーし、ゲームでもすっか～」

　薫は我が家にでも帰ってきたかのような横おう柄へいさを披ひ露ろうしつつ部屋の中へと向かい、和樹もそれに続く。しんがりの奈都美が玄関の扉を閉めようとしたときだ。一人の女性が扉に手をかけ、部屋の中を覗のぞきこんできた。

「あの、どちらさまですか？」

　奈都美は小首を傾かしげ、不ふ審しんそうな目で女性を見つめている。

　その女性は紫むらさきを基調とした派手なスーツを身にまとい、挑ちよう発はつ的てきで高圧的な目がやけに印象的だ。歳としは四十代前半だろうか。分厚い化け粧しようが施ほどこされているため視覚情報からは正確な判断が下せない。彼女は爬は虫ちゆう類るいにも似た目の動きで部屋の内部を見み渡わたしたあと、奈都美へと向き直る。

「パパかママはご在宅？」

「あ、今はお仕事で……。でもお母さんは、そろそろ帰ると思います」

「そ。じゃあ中で待たせてもらうわ」

　女性は鼻を鳴らすと、戸と惑まどう奈都美をよそにズカズカと中へ踏ふみこんでいく。

「ん？　なんだなんだ!?」

　先ゆく薫が異変に気づいて振ふり返る。だが女性は薫を無視してリビングへと上がりこんだ。

「へ～、いい暮らししてるじゃないのよ」

　女性は嘗なめるような目でリビングを見て回っている。

「あの、どなたですか？　知らない人を家に入れるのは、その……」

　うろたえる奈都美のことなど気にもせず、女性は自分の行こう為いが正当であるかのようにリビング内を歩き続ける。

「お知り合いよ、お知り合い。奈都美のこともよーく知ってるわ。痛いほどにねぇ？」

　女性は意味ありげな笑えみを浮かべると、家主を無視して戸と棚だななどを探さぐっていく。

「こらこら、オバサン」

　女性の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに立腹したのだろう。薫は腰こしに手を当てながら彼女を睨にらみつけた。

「大だい胆たんなことやってるじゃんか。人がいるんじゃ空き巣じゃなくて強ごう盗とうになるのかな？」

「言うじゃない、この子」

「あら、なにか聞こえましたか？　オバサン」

　鼻を鳴らして悪態をつく薫。

「まったく。この家のなにもかもが気に入らないねぇ」

　女性は吐はき捨てながらリビング内を闊かつ歩ぽし続け、キャビネットの前で足を止める。そしてそこに置かれたウィスキーのボトルをおもむろに手にした。

「ふーん、いいやつ飲んでるんじゃない」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなくボトルの蓋ふたを開けた女性は、側に飾かざってあったグラスに液体を注ついだ。

「おいおい、なにやってんだよ！」

　薫の抗こう議ぎには耳も貸さず、女性はグラスの中の液体を一気に呷あおった。

「ひどいっ！　オバサンは誰だれなんですか？　勝手にそんなこと……」

　奈都美の抗議に怒いかりを覚えたのだろう。女性は目め尻じりを鋭えい角かくに吊つり上げると、ツカツカと奈都美の下もとへと歩み寄っていく。そしてなんの躊躇ためらいもなく彼女の頰ほおを平手打ちにした。

「あたしを誰だと思ってるんだ！　あたしは小お野の寺でら小こ町まち。小町さんって呼びな。今度、オバサンなんて呼んだらどうなるか。覚かく悟ごしておきなよ」

　小町は一気に捲まくし立てた。

　和樹は小野寺小町について検けん索さくを開始する。

　小野寺小町──。飲スナ食ツク店バーの経営者とある。だが店は数年前から経営が悪化し、一時は倒とう産さんの危機にあったようだ。彼女自身も破産宣告を受ける直前だったが、どこからか調達した資金によって回かい避ひしていた。ローン会社の顧こ客きやくデータを参照すると、現在も多額の借金が存在している。その使い道は旅行や衣服の購こう入にゆうなど、借金があるにもかかわらず酷ひどい浪ろう費ひだった。経歴を参照する限り愛原家との接点はない。むしろ小町のような人間は愛原家とは最も縁えん遠どおいと考えられた。

「こっちが大人しくしてれば……。なんならあたしが相手になるけど！」

　薫の怒りは頂点へと向かって突つき進んでいた。顔は赤みを帯び、血圧は右みぎ肩かた上がりである。

「なんの苦労も知らない小こ娘むすめが粋いきがるんじゃないよ」

　だが小町は薫の怒ど気きをサラリと受け流し、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべている。

「あたしはこの家には貸しがあるのさ。でっかいね」

「貸し？」

　奈都美は赤く腫はれた頰に手を添そえながら、恐おそる恐る小町へと顔を向けた。

「貸しがあるからって、こんなのメチャクチャだろっ！」

「あなたの行為は倫りん理りや道義的に反すると思いますが？」

　和樹の話に小町は一いつ瞬しゆん、惚ほうけたような表情を浮かべる。

「倫理？　ふん。倫理ねぇ」

　小町は言葉の意味を吟ぎん味みするかのようにつぶやくと、突とつ然ぜん、けたたましい勢いで笑い出した。

「よりによって倫理とはね……。なんなら貸しについて詳くわしく説明してあげようか？」

　小町の目が怯おびえる奈都美の姿を搦からめ捕とっていく。

　と、そのときだ。玄関のほうから足音が近づいてきたかと思うと、リビングに一人の女性が姿を現した。清せい楚そで大人しい印象を受けるその女性は、奈都美の母・睦美である。彼女は小町の姿を確かく認にんした途と端たん、その表情を強こわ張ばらせた。

「意外に早かったね」

　苦く笑しようする小町。一方、睦美は状じよう況きようから事態を察知したのか、奈都美を庇かばうように抱だき寄せて自分の背に隠かくした。

「奈都美には会わない約束じゃありませんかっ!!」

「アクシデントよ。奈都美に会いに来たわけじゃない。たまたま奈都美がいただけ」

　小町はグラスに液体を注ぐと、再びそれで喉のどを潤うるおした。

「お母さん、小町さんていったい……」

「奈都美は心配しなくてもいいから」

「おや、本人のことなのに？」

　小町は酒を呷りながら楽しげにつぶやく。

「小野寺さん！」

「電話じゃ埒らちがあかなくてね。こうして寄らせてもらったのさ。あんまり深く考えないで」

「ですが、最初にお約束した以上のことは……」

　睦美の話には耳も貸さず、小町は玄関へと向かって歩き出した。

「あ、そうそう」

　思い出したかのように指をパチンと鳴らすと、小町は睦美の耳元に口を寄せる。

『倍でよろしくね』

　感度を上げた和樹の聴ちよう覚かくが小町の声を捉える。

　その言葉を耳にした途端、睦美は絶望的とも思えるほどの表情を浮かべた。

「またね、奈都美」

　小町は奈都美には目もくれずに部屋を出て行く。

「あっ！　小野寺さん、待ってっ！」

　睦美もまた彼女を追いかけてリビングをあとにする。

「あの人……。私のことを知ってる？　貸しってなに？　どういうこと!?」

「あのオバサンに好き勝手されるようなマズイことでもあんのか？」

　薫の問いに奈都美は首を横に振る。

「そうだよな。特とく徴ちようがないのが特徴ってくらいなのにさ」

「でも……。あの人も、お母さんも、ちょっとおかしいよ！」

　一度に処理できないほどの情報だったのだろう。奈都美は混乱しかけていた。

「私、知らないところでなにかしたの？　なにか悪いことしたの？」

「おいっ！　そんなわけないだろ！」

「だって！　お父さんとお母さんが突然忙いそがしくなった理由って、それと関係あるんじゃないの？　おかしいもん。絶対、おかしいもん！」

　奈都美は手で顔を覆おおいながら声を上げて泣き始める。

　そんな彼女の姿を見つめながら、和樹と薫は沈ちん黙もくするより他ほかなかった。







　帰宅した睦美に奈都美を預けた和樹と薫は、それぞれ帰き途とについていた。

　考えなければならないことは山ほどある。だがそのためには情報が不可欠であり、今のところそれが完全に欠落していた。

　マンションのエントランスへと足を運び、エレベータを待っていたときのことだ。突然、和樹は視界の隅すみになにかを捉えて振ふり返った。

（僕を監かん視ししている？）

　だが既すでに相手は存在せず、遠ざかっていく足音しか捕ほ捉そくできなかった。

　和樹を監視するとすれば純子くらいである。だがその反応は近くにはなかった。

　何者かが監視しているのは間ま違ちがいないがハッキング等の行為に及およばなければ問題ないだろう。

　とはいえ警けい戒かいを解くわけにはいかない。自室に戻もどった和樹は各センサーの感度を最大にして部屋の調査を開始した。留守中に侵しん入にゆうされ、盗とう聴ちよう器きやそれに準じる機器が仕し掛かけられている可能性があるからだ。三十分ほどかけて徹てつ底てい的に調査した結果、機器の反応はなかった。

　調査を完かん了りようした直後、ＨＩＫＡＲＩからの呼び出しがあった。さっそく和樹は報告を始める。ＨＩＫＡＲＩは和樹の中に感情が発生する兆ちよう候こうを認め、それに興味を抱いだいているようだ。調査は新たなる段階へと進んでいるようだが、和樹のアプローチは基本的になにも変わらない。

『識別名・友永和樹。グローバルイルミネーションのために人間の情報収集を継けい続ぞくしなさい』

　ＨＩＫＡＲＩは光を散らせるようにして消えていった。

　電覚を抜ぬけ出した和樹は、その足で窓辺へと歩を進める。自動車の走行音、隣りん人じんの話し声、風の音──。それらが複雑に融ゆう合ごうしたノイズにも似た音が感知される。それには何一つ情報価値はなかったが、和樹はそれに感覚を集中させていく。そんなことをしているうちに不意にあることが頭をよぎった。

（調査を完了した場合、僕の処しよ遇ぐうはどうなるのだろう？）

　そのことはＨＩＫＡＲＩから言い渡わたされてはいなかった。

（可能なら皇路学園に留とどまり、現在の生活を続けたい）

　それは調査のためではなかった。それ自体が希望なのだ。実現される可能性は困難だと推測できるが、今現在の環かん境きようは和樹にとって大きな価値を持っていた。

（手放すことは困難だ。不可能と言ってもいい）

　この場所に残り、知り合った人達と平へい穏おんに暮らしていきたかった。人間のように──。

（ＨＩＫＡＲＩは僕の希望を聞いてくれるだろうか？）

　和樹は遠い目で街を見つめる。

（調査を終えたとき、僕は……）







　翌日。和樹は通常の通学コースから外れて幻覚寺方面へと向かっていた。

　奈都美の様子が気になったのと、小野寺小町についての情報を得るためだ。

　幻覚寺で奈都美がバイトをしていないことを確かく認にんしたあと、和樹は彼女のマンションへと向かって走り出した。普ふ段だんより早めに部屋は出ていたが、のんびりしていると奈都美が登校してしまう可能性もある。教室内で話すような内容でもないことから、この時間帯を逃のがすわけにはいかなかった。

　走り始めて数分もしないうちに前方からマンションが見えてきた。

（あれは……）

　和樹は足を止めると、マンションの前で佇たたずむ奈都美の姿を発見した。そして彼女の側そばには小町の姿が──。

　和樹は聴覚システムの感度を上げ、会話の盗とう聴ちようを開始する。

『あんたの両親にお世話になりにきたんだけどさ、いる？」

『お世話にって……』

　奈都美の表情には怯おびえが浮うかんでいる。

『いるのかいないのか、どっちなのさ。いなかったら酒でもいただきながら待たせてもらうけど。夕方には戻ってくるんだろう？』

　小町の行こう為いは常識の範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつしていた。

（なぜ警察を利用して打開しないのだろう？）

　小町が口にした「貸し」という部分が、それを思い留とどまらせているのだと考えられた。

『もう止やめてください！　お父さんとお母さんを苦しめるのは！』

『苦しめる？　あたしが？』

『お父さんもお母さんもつらそうだし、こんなの嫌いやなんです！　お願いですから、もう止めて！』

『お母さんねぇ』

　小町は奈都美をしげしげと眺ながめる。

『本当に苦しかったらね、こんな立派なマンションになんか住めないんだよ？　解わかる!?』

『そんなの関係ないです！　いったい、なにがあったんですか！　教えてくださいっ！』

　小町は嚙かみついてくる奈都美に一いち瞥べつをくれ、鼻を鳴らした。

『じゃあさ、あたしについてきなよ』

　そう言って小町は奈都美の肩かたを軽く叩たたいた。

『ついていくって……!?』

『来れば解るよ』

『どこに行くか判らないのに、ついてなんかいけません』

『おや、来ないのかい？　でもあんたは来ると思うね。あんたが知りたいことをすべて教えてあげようってんだからさ』

『私、の？』

『だっておかしいだろ？　あたしに強請ゆすられているのに、あんたには一言も話さない。話せない訳があるって考えないのかい？　あたしは言いたくないよ？　口止めされているんだから。でもさ、聞きたいんだろ？　知りたいんだろ？』

　小町の口から紡つむぎ出される巧たくみな言葉が奈都美を迷わせていた。小町についていくことに対する不安と自分の秘密を知りたいという欲求が鬩せめぎ合っているのだ。だが明らかに危険である。

『どこに行けばいいんですか？』

『すぐそこだよ』

　このまま奈都美を一人で行かせるわけにはいかなかった。和樹は二人の下もとへと駆かけ寄ると、開口一番、こう言った。

「僕もついていく」

「和樹君……」

「健けな気げでけっこうだけど、そんなことできるわけないだろう？」

　小町は嘲あざ笑わらい、そして和樹を睨ねめつける。

「この子の秘密の話なんだからさ、ついてくるのは許さないからね」

「しかし……」

　和樹は食い下がるが、小町は許さなかった。

「和樹君、私は大だい丈じよう夫ぶだから──」

　不安感を与あたえないためだろう。奈都美は無理に作った笑えみを浮かべながら頷うなずいてみせた。

「ほらっ、行くよ！」

　奈都美は小町に腕うでを引かれ、連れ去られるようにして歩き出す。追従するようにキューちゃんが続いた。

（奈都美さんを追うべきだ）

　そうは思うが奈都美に拒きよ否ひされた以上、追つい跡せきすることは許されない。

（僕にはできることさえないのだろうか？）

　せめて奈都美の状じよう況きようだけでも把は握あくできればと思うのだが、電覚を使ったハッキングを行うことはできない。打つ手なしの状況である。だが諦あきらめることもできなかった和樹は可能性を模も索さくし、やがて一つの可能性に着目した。ペットロボットが発信している電波である。ネットワークコンピュータである以上、ネットワークとリンクするために必ず電波を発信している。それを解かい析せきできれば電覚を使わずにキューちゃんの居場所を発見できるだろう。さらに暗号化されたデータ通信を解析できれば、奈都美の状況を知ることもできそうだ。

　和樹はセンサーの感度を最大限にまで引き上げると、飛び交かう膨ぼう大だいな電波の中からキューちゃんが発している電波を絞しぼりこんでいく。一つ一つ丁てい寧ねいに電波を分析していたときだ。

『新しい稼かせぎ手てが欲しいって言ってたろ。連れてきたよ』

　電波の中に聞き覚えのある声が入りこんできた。微び弱じやくな電波であるため聞き取りにくいが、それは小町の声で間ま違ちがいなかった。

　和樹は奈都美と小町が向かった方角へと向かって走り始める。

『なっ……。これって、どういうことですか!?』

　続いて聞こえてきたのは奈都美の声である。

『あたしと二人っきりのデートとか思ってた？　ちゃんと教えてあげるよ、あんたの秘密を』

　和樹は電波の解析を続けるが、場所の特定には至らない。それでも見当をつけて走り続ける。

『最近厳しくてね。あんたの両親からたかるだけじゃおっつかないんだよ』

　いつしか和樹は繁はん華か街がいへと足を踏ふみ入れていた。受信する電波は確実に強まっている。

『だから、どうするって言うんですか！』

　緊きん張ちよう感かん漂ただよう奈都美の声が響ひびいてきた。

『悪くはねぇが、どうにも垢あか抜ぬけねえなあ』

　見知らぬ男の声が聞こえてくる。

　さらに注意深く解析していくことで、その場に何人かの男の声を確かく認にんすることができた。

『いやっ……。やめてください。触さわらないで！』

　事態は切せつ迫ぱくしていた。和樹は繁華街を全力で駆けていく。

『あんたの母親は不ふ妊にん症しようなんだよ。しかも先天性の。知ってたかい？』

『不妊症!?』

『父親も遺伝子に欠損があってね、とてもじゃないが子供は作れない。代理母っていう選せん択たく肢しもあるけど、あんたの母親は卵子にも異常があったからこれも無理。父親の遺伝子は修正する技術があったらしいけどね。でも代理母なんか頼たのんだら遺伝子の半分はその代理母のものになる。遺伝子にこだわる必要もないだろうに。人間って変なところでこだわるもんだよねぇ』

　小町はそこで一息つき、さらに続ける。

『でもあんたは今ここにいる。不思議だとは思わない？』

『私、本当の子供じゃないの!?　もらわれてきた子なの!?』

『養子？　そんな生なま易やさしいものだったら幸せだよ。それにそれが強請りの理由になる？』

『じゃあ……？』

『教えてあげようか？』

　小町が忍しのび笑いを漏もらす。

『あんたはあたしの娘むすめだよ』

　奈都美が息を吞のみこんだ。

『信じられない？　でも本当のことさ。だって本当のことを知ったほうが、あんたが苦しむんだから。そっちの方が面おも白しろいでしょ？　遺伝子は両親のものを受け継ついでいるのは確か。でもね、あたしがあんたを産んだっていう事実も確かなのよ』

『だって今、代理母は無理だって言ったじゃないですか！』

『一つだけ方法があるのさ。父親の遺伝子を融ゆう合ごうさせた母親の体たい細さい胞ぼうを第三者の子宮に着ちやく床しようさせるわけ。こうやって作られた人間がなんて呼ばれているか知ってる？』

『クローン……』

　奈都美は絶望的な声を発した。

『あたしが十ヶ月、腹に宿して産んでやったってわけさ。報ほう酬しゆうもよかったし、楽なバイトだったよ。でもさ、人間のクローンって法律で禁止されているって知ってるかい？　クローンに人権なんてないんだよ。だから法律すら守っちゃくれない。あたしがあんたを殺しても殺人罪すら成立しないわけだ。だってあんたはモノなんだからね。ま、ペット扱あつかいが関の山だね』

　小町は畳たたみかけるかのような勢いで話し続け、奈都美を精神的に追いこんでいく。

『そんなに悲しそうな顔をしないでおくれよ。本当のことが判わかったんだ、むしろ感謝してもらわないとねぇ？　ま、私も金ヅルがなくなるのは嫌いやだし、あんたも知られたくはないだろう？　クローン人間だってことがバレたら、今までと同じ生活なんかできなくなるからねぇ？』

　小町は容よう赦しやなく奈都美を責め続ける。

『大丈夫だって。これからあんたが相手する連中は、ちゃんと人間扱いしてくれるからさ』

『…………』

『あんたの両親にたかるのを止やめる代わりに、イロイロと稼いでもらわないとねぇ？』

『稼ぐ!?　稼ぐって、いったい……。きゃあっ!?』

　奈都美が悲鳴を上げる。

（女の子を男に紹しよう介かいして金を稼ぐ方法──）

　和樹は奈都美の居場所を探して走り続ける。

『決心が鈍にぶってるみたいだからさ、つけてやってよ』

　小町の号令で、一気に辺りは騒さわがしくなっていく。悲鳴や怒ど号ごう、もみ合う音、服が裂さかれる音などが複雑に絡からみ合い、一つのノイズとなって和樹の下へと届けられた。

　和樹は受信能力を最大限まで引き上げ、周囲を見み渡わたしながら走り続けている。

（この辺りのはずなんだが……どこだ!?）

　電波を追いかけて目線を移動させたときだ。突とつ然ぜん、ガラスが砕くだけ散るような音が聞こえてきた。そしてそれは感度を最大限にまで上げていた和樹の聴ちよう覚かくシステムにも感知される。それにより方角と距きよ離りは特定され、おおよその場所が判明した。

　和樹は脚きやく部ぶのリミッターを強制的に外し、最大出力で繁華街を駆け抜ぬけていく。

『なんだ、お前っ！』

　闖ちん入にゆう者しやだろうか。何者かが乱入したらしく、男達の間に動どう揺ようが拡ひろがっている。

　続いて響き渡る男達の怒号と悲鳴。鈍どん器きかなにかで殴おう打だするような音が響き、その度たびに耳を塞ふさぎたくなるほどの絶ぜつ叫きようが流れてくる。

『ひぃぃ、ば、化け物……』

　肉が裂かれ、骨が砕け、体が地面に沈しずんでいく様子が目に浮うかび上がってくる。

『なによ、あんた、なんなのよっ！』

　小町の声には動揺と恐きよう怖ふ心しんが滲にじみ出ている。そして次の瞬しゆん間かん、彼女は絶叫とともに沈ちん黙もくした。

『あ、あ、ああ……』

　怯おびえを孕はらんだ奈都美の声を感知しつつ和樹は爆ばく走そうし続ける。電波を追う必要はない。前方で軒のきを連ねるバーの一つから奈都美の声を感知していたからだ。

（間に合うか!?）

　だが今は可能性について分析している場合ではない。和樹は躊ちゆう躇ちよなく店内へ飛びこんだ。

「う……」

　和樹は思わず呻うめいていた。店内は血の臭においで満ち、天てん井じようや壁かべには血液や肉にく片へんがこびりついている。床ゆかは血の海であり、その中に数人の男と小町が沈んでいた。

　店内には奈都美の姿もあった。男達に乱暴されかけたのだろう。衣服は裂かれており、半はん裸らに近い状態だった。彼女もまた血だらけだったが、それは怪け我がによるものではないようだ。男達が流した血液を浴びたのだろう。そして彼女の手にはなぜか包丁が握にぎられていた。

「奈都美さん！」

　声をかけるが彼女は反応を示さない。目は虚うつろで、どこを見ているのか判らないような有様だ。それでも辛しん抱ぼう強づよく彼女に語りかけることで、なんとか反応を引き出すことができた。

「あ……ああ……」

　奈都美は握りしめている包丁を震ふるわせている。

「わ……わたし……わたし……」

　今にも消えてしまいそうな小声でつぶやく。

（いったい、ここでなにが……!?）

　それを考えたときに、和樹の脳のう裏りに浮かんできたのは盗とう聴ちよう時じに出てきた化け物である。

（その化け物が、この事態を招いたということか？）

　和樹は奈都美が手にしている包丁へと目を向ける。

（だとしたら、なぜ奈都美さんが凶きよう器きを？）

　次々と浮かんでくる疑問は何一つ解消できない。その間にも奈都美はブツブツと念仏にも似た意味のない言葉を吐はき出し続けている。

　和樹は思考を中断して彼女の下もとへと向かう決意をし、一歩、踏ふみ出した。

　靴くつ先さきが窪くぼみに溜たまった鮮せん血けつを踏みつける。その音を耳にしたのだろう。奈都美は痙けい攣れんでもするかのように体を反応させると、握りしめた包丁を和樹へと向けた。

「こっ、来ないでぇっ！」

　今にも泣き出しそうな顔で包丁を突つきつけられた和樹は、一歩も動けないまま硬こう直ちよくしてしまう。奈都美に近寄ることもできず、だからといって退くこともできなかった。

　そのときだ。遠くからパトカーのサイレンが聞こえてきたのは。おそらく通行人の誰だれかが通報したのだろう。

　結局、和樹はこの状じよう況きようを打破することができずに立ちつくすしかなかった。
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　警察署での取り調べを終え、そこを出るころには日は完全に落ちていた。

　現在、時刻は午後八時。時間にして十二時間ほど拘こう束そくされた計算になる。

　和樹は周囲の証言によって容疑者リストから外されていたが、奈都美はその第一候補として目をつけられている。現在も引き続き取り調べを受けているはずだ。

　死者二名、意識不明の重体が四名。奈都美にかけられた容疑は殺人である。彼女が所持していた包丁は犯行時に使用された物であり、苦しい立場に立たされていると言えるだろう。だが疑問も残る。刃は物ものを所持していたとはいえ、彼女一人で実行可能かということだ。意識不明の者から事情聴取ができないため、奈都美が犯人であるという裏付けはなされてはいなかった。

　警察署の周囲にはテレビ局やネットテレビのレポーター、興味本位の野次馬が集まっている。そのことから事件が極きよく端たんに大きく報道されていることが解わかった。

　野次馬へと目を向けたときだ。和樹はその中に見覚えのある人物の姿を見つけていた。パーカー姿の男である。彼は不敵な笑えみを浮かべると、すぐに人ひと混ごみの中へと紛まぎれていく。

　追いかけることもできずに群衆を眺ながめていたときである。

「あれぇ？　和樹君じゃない」

　マイクを片手に佐知美が近づいてきた。

「取材ですか？」

「まぁね。こういうのがお仕事だからさ」

　佐知美は自じ嘲ちよう気味な笑みを浮うかべると、頭を搔かいてみせた。

「和樹君には世話になってるから、警察情報っていうやつをリークしてあげようか？」

　そう言うと、佐知美は和樹の返事を待たずに話し始めた。

「まだ奈都美ちゃんは逮たい捕ほされてないわね。だからといって犯人じゃないと確定したわけでもない。彼女には動機があるから」

「動機、ですか？」

「暴行されそうになった彼女が現場にあった凶器で被ひ害がい者しやを殺傷したってこと。正当防衛というのは苦しいかな？　ただね、まだ逮捕って段階じゃないの。凶器が出そろってないから」

「出そろってない？　凶器は包丁なんじゃ……」

「奈都美ちゃん、腕わん力りよくあったっけ？」

「腕力ですか？　たぶん平均値より下だと思います」

　和樹が告げると、佐知美は少し考える仕草をした。

「じゃあ無理だ。っていうか、平均値より上だとしても無理だと思うんだけど……。実はね、被害者の大半に殴打による骨折があるんだけど、鈍器に相当する凶器って出てないのね。でも現場から凶器は発見されていない。隠かくす時間もなかったはずだから、奈都美ちゃん以外に犯人がいると考えたほうがしっくりくると思わない？」

　和樹は無言のまま頷うなずく。

「現段階ではこれくらいかな。参考になった？」

「はい」

「じゃあ、私はこれで失礼させてもらうわ。これからデスクとかけ合わないとね」

　手を振ふって立ち去ろうとする佐知美に和樹は声をかけた。

「佐知美さんはどう思いますか？　奈都美さんが犯人かどうか」

「レポーターの立場から言わせてもらうと……。警察ってバカよね～ってこと」

　佐知美はニッコリ笑って断言した。

「奈都美ちゃんに人なんか殺せるわけないじゃない？」

「そうですね」

「大だい丈じよう夫ぶ。私のところでは否定的に扱あつかわせてもらうわ。知り合いだしね」

　佐知美は片目をつむってみせると、撮さつ影えい班はんの下へと駆かけていった。

　和樹はそんな彼女の姿を見つめながら思いを巡めぐらせる。

（これから大変なことになる……）

　それを考えるだけでも憂ゆう鬱うつになる。興味本位でしか動かない人々によって、このショッキングな事件は望まぬ形へとねじ曲げられていくはずだ。それを考えただけでも、憂鬱にならざるを得ない和樹だった。







　一夜が明けてもマスコミの熱は冷めず、加熱の一いつ途とをたどっていた。

　通学途中、ネットを利用してニュースをチェックしてみると事件について盛さかんにやり取りが行われていた。中には奈都美の氏名や年ねん齢れい、顔写真、性格的な特とく徴ちように至るまで放送している。人権など存在しないかのような扱いだった。

　奈都美の事件はあらゆるニュースサイトでトップ記事として扱われていた。大手のニュースサイトは当然として、アンダーグラウンドのニュースサイトまで採り上げていたのである。

（おかしい……。どういうことだ!?）

　情報はいずれ流出する。だが、いくらなんでも早すぎた。

　不信感と不安感がごちゃ混ぜになるような感覚を抱いだきながら校門前へと足を運んだときだ。和樹は思わず絶句した。報ほう道どう陣じんが列を作り、校門に入ろうとする生徒達を待ち受けていたからである。同じ学園に通う学生達、可能ならばクラスメイトや友人からコメントを得ようとしているのだろう。

（奈都美さんのためを思うなら、そっとしておくべきなのに）

　和樹は無ぶ遠えん慮りよに向けられてくるマイクを押しのけながら校門を潜くぐり抜ぬけた。

　これで不快な思いをせずにすむと安あん堵どし、教室へと向かって歩き始めたのも束つかの間ま。その噂うわさ話ばなしは耳に入ってきた。

「でも、すごいよな。ニュースなんか事件一色だし」

「でもやっぱりあれかな、刺さしたのかな？」

「ヤられるどさくさで刺しちゃったんじゃないの？」

「そっちの方が話としては面おも白しろいよなぁ」

　勝手な推測を行う生徒達に対し、怒いかりの感情がこみ上げてくる。手は自然に拳こぶしを形作っていたが、それを行使することはなかった。

　教室内も事件の話で持ちきりだった。

「愛原がやったとしか思えないぜ」

「ニュースでもそう言ってたしな……」

「パニック起こした人間って、とんでもない力を出すらしいぜ」

「やっぱりピンチになったら違ちがうのかもしれないな」

　和樹は暗い気持ちになりながら席に着いた。

（奈都美さんには抗こう弁べんする機会すらない。彼等は彼女の前でも同じことが言えるのだろうか？）

　腹立たしさと情けなさが極限状態へと達する直前だった。

「いい加減にしろ！」

　薫は掌てのひらで机を叩たたいて立ち上がると、怒ど声せいを吐はき出した。

「雁がん首くび並べて好き勝手なこと言うんじゃない！　奈都美がそんなことできるわけないだろっ！　奈都美が今、どれだけ辛つらい思いをしてるか解わかってんの!?　クラスメイトが濡ぬれ衣ぎぬ着せられてるのに、なんでヘラヘラ笑ってられるのさ！」

　薫の話に圭介が同調する。

「愛原が犯人だなんていうニュースはないだろ。なのに、なんで犯人扱いされてんだ。おまえら愛原が人を殺すところ見たのか？　見てないだろ！　それとも愛原が殺人犯だったほうが面白いのか!?」

「だ、だったらなんで警察に行ってるんだよ」

「なら、どうして逮捕されてないんだ？　犯人だって証しよう拠こがあるなら逮捕されてるだろ！」

　圭介の一いつ喝かつで、噂話に花を咲さかせていたクラスメイトは黙だまりこんでしまう。

（薫さんと圭介は奈都美さんを信じてる）

　今はそれだけが救いである。

　教室内が少し落ち着いたころ、硬かたい面おも持もちをした若佳菜が現れた。顔色は優すぐれず、今にも倒たおれてしまいそうな危あやうい雰ふん囲い気きである。

「ニュースで知っているでしょうけど……。奈都美さんが人を刺したり殺したりできるような人じゃないことは皆みなさんが一番よく知っているはずです。奈都美さんは逮捕されてはいません。あくまで現在は事情聴ちよう取しゆのために警察に協力している段階です。他ほかの人がどんなことを言おうと、それに同調したりしないように。私達は奈都美さんを信じていましょう」

　若佳菜は冷静に言ったつもりだろうが、言葉の端はし々ばしに動どう揺ようが見て取れた。そして彼女の動揺は静かに拡ひろがり、生徒達に新たな不安感を招いていく。奈都美への疑ぎ惑わくが綺き麗れいに取り払はらわれない限りこの状じよう況きようは続くだろう。それはとても憂鬱なことだった。







　昼食時になっても気分は晴れなかった。隣となりのクラスから聞こえてくる声、そして向けられる好こう奇きな視線──。それはまるで和樹達を犯罪者の縁えん者じやと見なすような感じである。いつの間にか奈都美が犯人であるという事実が学園内にできつつあった。

　和樹達は空中庭園へと足を運ぶと、いつもと同じように昼食を開始する。だが薫と圭介の口は重く、会話はまるで弾はずまない。

（クラスメイトでさえ奈都美さんを守ろうという意識が働かない）

　それどころか、少しでも面白くなるのを待っているようにさえ思えた。

（人の意識というものは、この程度のものなのだろうか？）

「奈都美はさ、人を刺したりできないよ」

　薫はろくに進まない食事を無理に進めつつ、苦く渋じゆうに満ちた声でつぶやいた。

「周りがなんと言おうと、俺達は愛原の味方だ」

「うん。あたし達が頑がん張ばらないと、奈都美、帰ってこれなくなるから」

　薫と圭介の言葉が和樹の中に芽生えつつあった疑念を和やわらげていく。

（人の心は移ろいやすい。だからこそ価値あるものを守るために頑張っていくのだろう）

　そのためにできることはなにか、和樹は考え続ける──。







　悶もん々もんとしているうちに授業は終わり、放課後の到とう来らいを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

　帰宅の準備を進めていたときだ。

「和樹、奈都美の面会に行こう！」

　薫は手早く荷物を鞄かばんにまとめると、迷うことなく和樹の下もとへとやってきた。

「僕もそのつもりだった。……圭介は？」

　先ほどまで教室にいたはずの彼の姿は既すでにない。

「誘さそおうと思ったんだけれどさ、どこにもいないんだ」

　薫は呆あきれ顔がおでつぶやいた。

「圭介には圭介の事情があるんだよ」

「ま、今は奈都美の心配をするほうが先だよね」

　和樹は薫に頷うなずき返すと連れだって教室をあとにする。

「でもさ、面会ってどうしたらいいのかな？」

「警察署まで行ってみるしかない」

　簡単に面会がかなうとも思えなかったが、とりあえず足を運んでみるしかないだろう。

　校門へと向かって歩いていたときだ。和樹は駐ちゆう車しや場じようへと急ぐ若佳菜の姿を視野に捉とらえた。

「若佳菜先生！」

　声をかけるのと同時に若佳菜は振ふり返った。心なしか彼女の表情は冴さえない。

「先生はどちらへ？」

「これから奈都美さんのところにね……。面会できればいいんだけど」

　不安を隠かくそうともしない若佳菜をよそに、薫の表情は一気に明るくなった。

「ちょうどよかった。あたし達も同行していいですか？」

「あなた達も行ってくれるの？」

「はいっ！　もちろんです！　なんたって親友だから」

　薫はガッツポーズをすると、満面の笑えみを浮うかべてみせた。

「ここは親友の出番でしょ？　熱い友情で奈都美を元気づけてやらないとね」

「頼たのもしいわね。こっちまで元気になりそう」

　若佳菜は微笑ほほえむと、車を回してくると言い残して駐車場へと駆かけていった。

　和樹は何気なく校門へと目を向ける。朝に行った取材で気がすんだのか、学園の周囲に報ほう道どう陣じんの影かげはない。だが他の場所で待ち受けている可能性は十二分にあった。

（奈都美さんが取材を受けている警察署か、それとも彼女の自宅か……）

　憂ゆう鬱うつな気分は抜ぬけそうになかった。







　若佳菜が向かったのは警察署ではなく奈都美のマンションだった。

　そこには多くの報道陣と野次馬、警察官が大挙して押し寄せており、騒そう然ぜんとした雰囲気に充みち満ちている。閑かん静せいな住宅街という印象は影を潜ひそめ、お祭り騒さわぎにも似た様相だ。

「奈都美の家？　警察署じゃないんですか？」

「ええ。精神面を考こう慮りよされて自宅で事情聴取を受けているの」

　若佳菜は手近なところに車を横付けすると、和樹達を誘ゆう導どうするように歩き出した。

「報道しなくちゃいけないことは山ほどあるのに……。追いかけ回される人の身になれないのかしら」

　若佳菜は憤ふん慨がいしながらもマンションのエントランスへと足を運び、その前で門番のように佇たたずむ警察官に自分の身分と目的を告げる。ほどなく面会は許可され、和樹達は若佳菜に従ってマンション内へと足を踏ふみ入れることができた。

　連れん絡らくを受けていたのだろう。奈都美の母・睦美は玄げん関かん前まえで待ち受けていた。

「わざわざお越こしいただいて……」

　そう言うと睦美は深々と腰こしを折った。

「奈都美さんの様子はいかがですか？」

「まだ少し興奮しているみたいで……。まともに話もできない有様なんです」

　憔しよう悴すいしきった顔で睦美は話した。

　一いつ睡すいもしていないのだろう。彼女の目は充じゆう血けつしており、顔色も優すぐれなかった。

「あ、すみません。立ち話なんかさせちゃって。どうぞ、お上がりになってください」

　和樹達は睦美の招きに従ってリビングへと歩を進めていく。そこには取り調べを行っているであろう二人の刑けい事じがいた。これでは睦美が休まらないのも無理はない。

　リビングへと足を踏み入れたのと同時に、奥の部屋の扉とびらが開いた。現れたのは見覚えのある男と少女である。影山とそあらだ。

「あー、こんなところでバッタリこんにちは」

　そあらは一歩前に歩み出ると、大きな診しん察さつ鞄かばんを抱かかえたまま頭を下げた。

「驚おどろいたな……。まあ友人なのだからいてもおかしくはないが」

　驚いた様子も見せずに影山は言った。

「影山さん、奈都美の診察を？」

「ああ。これが商売だからな」

　影山はそっけなく言うと、そあらへと目を向ける。

「では、私はこのへんで失礼させてもらう。行くぞ」

「はい、センセー。では、ごきげんよ～」

　影山とそあらは軽い足取りで部屋をあとにしていく。

「とにかく、私達が話してみます。お役に立てるか判わかりませんが」

　若佳菜は睦美の前に立つと笑みを浮かべてみせた。

　睦美は一つ頷くと影山達が現れた扉の前へと和樹達を誘導する。そこが奈都美の部屋だった。奈都美の部屋は彼女の性格をよく表した女の子らしい部屋だ。パステル調の壁かべ紙がみやカーテン、そして多くの小物類に部屋は占せん拠きよされている。そんな部屋の奥まった位置にベッドが鎮ちん座ざしており、そこで彼女は呆ぼう然ぜんとしていた。顔には生気がなく、目は死魚のように澱よどんでいる。なにを見つめているのかさえも定さだかではなく、人形のようにすら思えた。

「奈都美さん？」

　若佳菜は腫はれ物ものにでも触さわるかのような調子で声をかけるが、奈都美の瞳ひとみは揺ゆれもしない。

　和樹達はベッドの側そばまで足を運ぶと、沈ちん痛つうな面おも持もちで彼女の姿を見つめた。

「奈都美さん」

　和樹は可能な限り穏おだやかな口調で語りかけると、奈都美の手をそっと握にぎりしめた。

　その感覚が伝わったのだろう。彼女は初めて反応らしい反応を示した。

「あ……」

　消え入りそうな小さな声が奈都美の口から零こぼれ落ちる。その声はすぐに大きくなり、目元に浮かび上がった涙なみだが滝たきのごとく流れ始めた。

「落ち着いて、奈都美さん」

　だが和樹の言葉も通じず、奈都美の涙は止まる気配すらない。

「可哀かわい想そうに……」

　薫はもらい泣きをしていた。

「奈都美さん。その時のことを思い出してくれるかな。力になりたいから」

「奈都美、怖こわがらなくていいから。誰だれも苛いじめる奴やつはいないし、そんな奴はあたしがやっつけてやる。だからさ、泣きやんでよ。そして教えて。なにがあったのかを──」

　ゆっくりと、子供でもあやすかのような口ぶりで語りかける薫に対し、奈都美は涙を拭ぬぐいながら何度も何度も頷いていた。

　そして彼女は当時の様子を話し始める。小町に連れられてスナックバーへと行ったこと、男達に襲おそわれそうになったこと、怖かったこと、小町に脅おどされて叫さけぶこともできず、もうダメだと思ったこと……。途と切ぎれ途切れではあるが、奈都美は当時の様子を懸けん命めいに伝え続ける。

「いきなり周りの人が叫び出して……でもなにが起きてるのか解わからなくて……いくつも悲鳴が聞こえて……それから……」

　奈都美は言葉を詰つまらせると、ただでさえ悪い顔色をさらに白くした。

「……血」

　つぶやく彼女の唇くちびるが微かすかに震ふるえている。

「血が……血しぶきが……みんな刺さされてた、切られてた……。あの人、少しでも多く血が出るようにって、一回刺した人を嬉うれしそうに何度も何度も……！」

「和樹、あんまり無理させないほうがいいんじゃ……」

　薫は奈都美の体を抱だきしめると、すがるような目で見つめてきた。和樹とて彼女を苦しめたくはない。だが彼女を救うためには一つでも多く情報を引き出さなければならなかった。

「落ち着いて。ゆっくりでいいから、初めから思い出して」

　和樹は辛しん抱ぼう強づよく待ち続け、それに応こたえるように奈都美は口を開いていく。

「おっきな刃は物ものを持った人がいた……。その人、体中を包帯で巻いてて……」

「体中を包帯で？」

　和樹は、それに該がい当とうする情報を記録していた。

　だが確証はない。極きわめて特異な風ふう貌ぼうではあるが、同じような人間が存在しないという保証はない。もっと確実な情報が必要だった。

「その人、私に包丁を持たせて……。ぬるっとしてて気持ち悪くて、でも声は出なくて……」

「その包帯の男で特とく徴ちよう的てきなことは覚えてない？　なんでもいいんだ」

「もう奈都美にはキツイよ。このへんにしておいたほうがよくないか？」

　さらなる質問を行う和樹に対し、薫が止めに入る。

「でも、このままじゃ奈都美さんの立場は変わらない。真犯人を見つけないといけないんだ」

「パーカー……」

　奈都美がポツリとつぶやく。

「包帯の人、パーカーを着てた」

　パーカーを着た包帯の男。そのデータは和樹の中に存在していた。直接的ではないにしろ、確実に接せつ触しよくしている。

（けど僕とパーカー男が接触していたという事実がこの件と関係が？　奈都美さんが事件に巻きこまれたのは偶ぐう然ぜんじゃない？　僕が事件に巻きこんでいる可能性は？）

　次々と疑問は浮うかんでくるが情報が不足していた。

「私、どうなっちゃうの？　やっぱり捕つかまっちゃうのかな？　あの人達を殺したことになっちゃうのかな……」

「あたしがそんなことなんかさせないよ。そのために頑がん張ばってるんじゃないか」

「でも小町さん言ってた。私は……私が……お父さんとお母さんの重荷なの……」

「そんなことない。そんなこと考えてないよ、絶対に」

　薫は断言すると、奈都美の体をしっかりと抱きしめた。そしてそれに応えるように奈都美は彼女に抱きつくと、子供のように泣きじゃくってしまう。やがて疲つかれて眠ねむってしまった奈都美をベッドに寝ねかすと、和樹達はそっと部屋をあとにした。

　リビングへと戻もどると、ＰＤＡを持った刑けい事じがイヤホンマイクを耳から外すのを確かく認にんすることができた。

「これも取り調べの一つということで、会話はモニターさせていただきました」

　刑事は悪びれる様子すらなかった。

「彼女の発言の内容を裏付ける要素はいくらかある。ペットロボットが記録していた音声や映像などからね。今回の発言は決定的な証しよう拠こにはなりませんが、彼女の発言は一いつ貫かんしていて矛む盾じゆんがない。信用できるでしょう」

「奈都美がウソつくわけないじゃないか！」

　薫が非難の声を上げるが、刑事はまるで動じない。

「我々の仕事は公平さが第一でね。まず疑うことから始まる。誰でも分け隔へだてなく公平に」

「やな仕事」

「そうは思うが、誰かがやらなくっちゃいけない仕事だからな」

　刑事は肩かたをすくめ、苦笑いをした。

「問題はパーカーの男か……」

　唸うなり声ごえを上げながら考えこむ刑事に、別の刑事が声をかける。

「連続殺人事件の犯人では？」

「それと結びつけるのは早計だが……。いくらパニックになっていたとはいえ、彼女一人であんなにたくさんの人を殺せるわけがない」

「じゃあ奈都美は……」

「しばらく重要参考人ということにはなりますが、ここにいてもらうのが一番でしょう。マスコミの件もありますし、一応、護衛はつけておきますが」

　刑事達は一礼すると、簡単に礼を述べてからリビングを出て行った。

「パーカー男のヤツ、奈都美に罪をなすりつけるようなことを……。見つけたらケチョンケチョンに叩たたきのめしてやる！」

　刑事の姿が見えなくなるやいなや薫は憤いきどおった。

「犯人を捕まえたいっていう気持ちは解るけど、危険すぎるわ」

　若佳菜は薫をなだめつつ、さらに続ける。

「あなた達まで危険な目に遭あったら、親おや御ごさんに顔向けできなくなる。解るでしょう？」

　和樹と薫は顔を見合わせ、そして若佳菜に了りよう承しようの意を伝えた。

「解わかってくれればいいのよ。もう遅おそいし、そろそろ私達もおいとましましょうか」







　奈都美の家をあとにした和樹は、送っていくという若佳菜の申し出を断って学園近くにある公園へと足を運んでいた。特に公園に来たかったわけではない。やることもない以上、部屋へと戻るべきなのだろうが、そんな気分にもなれずにいた。

　和樹は公園の中心部へと向かって足を進めていく。空気の流れ、湿しつ度ど、日の光など、様々な情報を分ぶん析せきしてみる。その行こう為いにはまるで意味がなかった。つまり意味のないことをして気を紛まぎらわしたかったのかもしれない。

（危機から脱だつしたにもかかわらず、奈都美さんは記き憶おくの恐きよう怖ふに怯おびえて苦しんでいる）

　そしておそらくは彼女の苦しむ姿を見て喜んでいる人物がいた。

（僕はその影かげをつかむことができるだろうか？）

　そんなことを考えながら公園内を無意味に歩いていたときだ。自然が奏かなでる音の中に異質な音が混じりこんでいることに和樹は気がついた。生体反応を感知し、体温や脈みやく拍はく、血圧などのデータから該当者が弾はじき出される。

「純子さん、そこにいるんでしょ？」

「あら、バレてた？」

　どこからともなく声だけが聞こえてきた。それは純子の声せい紋もんと合がつ致ちしている。

「うまく隠かくれたつもりかもしれませんが尻尾しつぽが見えてます」

「あらら。さすがに九本もあると隠しきれないわね」

　苦く笑しようしながら現れたのは、予想どおり純子だった。

「暇ひまなわけじゃないのよ？　言っておくけど」

「今回の事件、純子さんが担当ではないでしょう？」

「それでも仕事で見張っているわけよ。もしかしたら思いがけない拾いものがあるかもしれないでしょう？　けっこう大変なのよ？　尾び行こうし続けるのって」

「それより質問してもいいですか？」

「答えるとは限らないわよ？」

「純子さんから得た情報を基もとに僕が動くことで、なにかが判わかるかもしれないじゃないですか」

　純子は軽く溜ため息いきをつくと、和樹を見み据すえた。

「で、なにが聞きたいの？」

「奈都美さんの個人情報が流れすぎてます。誰だれかが故意に流してるんじゃないかと思って」

「面おも白しろいことに気づくわね」

　純子は感心し、そして微び笑しようする。

「確かに和樹君の言うとおり、愛原奈都美の周辺で盛さかんにハッキングが行われてる」

　そう言うと純子は渋じゆう面めんになった。

「情報は漏もれるものだけど今回は不自然すぎる。この手の情報を暴あばくことに執しゆう着ちやくする輩やからは昔からいるけど……」

「情報を流した人物は、今もネットで奈都美さんの周囲を嗅かぎ回っているんですか？」

「私も一応、調べてはみたけど……。常に移動しているし囮おとりの数が多い。なによりステルスが強力なのよ。捕まえるのが困難なパターンだわ」

　純子はディティクターに目を落としながら溜め息をつく。現在進行形でハッカーの行ゆく方えを追っているのだろう。

　しばらく端たん末まつを操作していた彼女だが、不意にその目を大きく見開いた。

「うそ……」

　和樹は動どう揺ようを隠しきれないでいる純子の脇わきからディティクター端末を覗のぞきこんだ。そこにはハッカーが使用している端末の種類、ネットワーク上の経路、発信している場所などが克こく明めいに表示されていた。囮も偽ぎ装そうもない。ハッカーは自分をさらけ出し、見つけてくれと言わんばかりの行動に出ている。

「警察を嘗なめて……」

　そこまで口にしてから、純子はハッとした表情を浮かべる。

「まさか、見つけさせようとしている？」

　純子は端末を操作し、ハッカーの所在地を示す経けい緯い度どの座標と地図を照合する。それを目まの当たりにした瞬しゆん間かん、和樹と純子は目を剝むいた。

（この公園にいる!?）

　ディティクター端末には和樹達がいる公園が表示されていた。しかもハッカーとの距きよ離りは僅わずか十メートルほどしかない。和樹は索さく敵てきを開始し、純子は厳しい表情で身構えた。

「気付くのがおせえよ、バーカ」

　即そく座ざに声のする方向へと向き直ると、パーカーを目ま深ぶかに被かぶった包帯男が立っていた。

「もっとも、友永和樹君が本気になればすぐに見つかっただろうがな」

　パーカー男は意味ありげな笑みを浮うかべながら和樹へと目を向ける。その瞳ひとみは暗く、そして悪意に満ちていた。

「気に入ってくれたかな、友永和樹君。自分を好いてくれている女が壊こわれていく様を」

「なんだと!?」

「さあ、感想を聞かせてくれないか。友永和樹君」

　パーカー男が楽しげな口調で問うてくる中、和樹は焦しよう燥そう感かんに囚とらわれていた。

（こいつ、僕の正体を知っている!?）

「おまえが殺やったのか、あの人達を……？」

「質問に質問で返してるんじゃねぇよ。ガキのとき先生に習わなかったのか？」

　そこまで口にしてからパーカー男は腹を抱かかえて笑い出した。

「そうか、そうだよな、おまえが教わったわけないよな！」

「貴様っ！」

「では改めてうかがおう。君の感想は？」

「奈都美さんは優やさしい子だ。そんな子をおとしいれる奴やつは最低の輩だ」

「それだけか？」

　パーカー男はつまらなそうに鼻を鳴らした。

「なにが目的なんだ？」

「君がどういう顔をするのか知りたかったんだよ。君がどれくらい成長したのか、そしてどれくらい悲痛な叫さけびを聞かせてくれるのかが知りたかった」

（間ま違ちがいない。こいつは僕のことを知ってる……）

　その結論に至った瞬間、和樹は足あし下もとが崩くずれ落ちていくかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「これは序の口だぜ？　あの娘むすめに壊こわれてもらうか、それとも別の小娘を殺るか……？　それを見たとき、おまえはどんな感情を露ろ呈ていするか──」

　パーカー男は再び腹を抱かかえて笑い始める。

「桜の代だい紋もんを嘗なめると痛い目に遭わせるわよ！」

　純子は銃じゆうを構えるとパーカー男に照準を合わせた。

「あなたからは色々と聞き出せそうね」

「くっくっく……」

「なにが可笑おかしいの!?」

「可笑しいね。俺様の次は友永和樹君に興味があるってわけだ。笑えるねぇ、笑えるよ」

　パーカー男の発言に、純子の頰ほおが引きつる。

（俺様の次？　どういうことだ!?）

　純子は平静さを装よそおってはいたが、心しん拍ぱく数すうは異常なほど高まっている。

「ネットワーク管理法違い反はんの現行犯で逮たい捕ほします」

　純子は宣言すると、銃の引き金に指をかける。だが次の瞬間、パーカー男は身を翻ひるがえしていた。

「くっ」

　純子は呻うめくと、銃をホルスターに戻もどして身を躍おどらせる。和樹も彼女に続く。

「和樹君は動かないで」

　純子は即座に制止するが、このまま公園で待ち続けるわけにもいかなかった。

　和樹と純子はパーカー男を追いかけて公園を飛び出し、先行する彼女は横断歩道へと進入していく。と同時に信号機が点てん滅めつを始めた。

「ほらほら、お巡まわりさんなら信号は守らないとな？」

「警察官は緊きん急きゆう車両扱あつかいよ！」

　純子が吠ほえたときだ。彼女の真横から自動車が走りこんでくるのが見えた。まだ信号機は赤だ。にもかかわらず自動車のスピードは速い。

（加速している!?）

　減速するどころか車は加速し、それに気づいた純子は反射的に硬こう直ちよくして立ちつくす。

「純子さん！」

　和樹は純子の下もとへと急ぐと、彼女の体を抱だきしめて前方へと身を投げ出した。それと同時に車が背後を通り過ぎていく。

　身を投げ出したときに捻ひねったのだろう。右足に鋭するどい痛みが走り抜ぬける。もちろん擬ぎ似じ的てきな痛みではあるのだが、自然と顔は苦痛で歪ゆがむ。一方、同じような衝撃を受けた純子は和樹の腕うでの中で気を失っていた。

「くくく。上手うまくかわしたなぁ」

　顔を上げると、パーカー男が和樹達を見下ろしていた。

「これも……おまえがやったのか!?」

「人間社会で能力を抑おさえるっていうのは苦労の連続だねぇ」

　パーカー男は憐あわれむような眼まな差ざしで和樹を見つめてきた。

　和樹は起き上がろうと試みるが、思うように体がついてこない。それは人間らしくあるための反応だったが、今はそのようなものは不要だった。

（目の前に犯人がいるってのに……）

　和樹は唇くちびるを嚙かみしめた。

「さて、次の計画はどうするかな」

　地面にへばりついたままの和樹を見下ろしながら、パーカー男は思案する。

「やはり、おまえの心の支えを絶望の淵ふちに追いこむのがいいかな？」

「貴様……」

「ふぅぅむ、悩なやむ。悩むねぇ！　イロイロありすぎて絞しぼりきれねぇぞ」

　さらにパーカー男は悩む仕草をするが、すぐに名案が浮かんだのか目を怪あやしく輝かがやかせた。

「よし決めた、決めたぞぉ！　さぁて誰だれだと思う？　そいつに密着してないと、俺様は簡単に殺してしまうぜ？　そのとき、おまえの感情がどんな反応を示すか……楽しみだ」

　パーカー男は和樹に一いち瞥べつをくれると背を向けた。

「ま、待て！」

　立ち上がろうとするが、まだ体は思うように反応しない。

「粋いきがるなよ。まだ痛いだろう？　せいぜい頭を捻って考えるんだな。俺様が誰を狙ねらうのかを」

　パーカー男はそう言い残すと走り去っていった。

（誰だ？　誰を狙うつもりなんだ!?）

　取り返しがつかなくなる前に手を打つ必要があった。

　やがて体の痛みも和やわらぎ、どうにか起き上がることに成功。そのころには純子の意識も回復し、さっそく端たん末まつに向かって話し始めていた。

「……そう。お願い。サイバーフォースからも何人か応おう援えんを連れてきて。相手は私達の裏をかき続ける悪質なハッカーよ。ネットの情報にはくれぐれも警けい戒かいして……」

　純子は早くもパーカー男に対する包ほう囲い網もうを構築し始めていた。続けてディティクター端末でなにかしら数値を入力し始める。

「和樹君、あの男と面識は？」

「いえ、ありません」

「でも彼は知ってたわよ、君のこと」

　それは和樹が知りたいくらいだった。だが彼の素す性じようを知っているという点から、いくつかの推論を立てることはできる。ただそれを裏付ける情報は今のところ一つもないのだが。

「和樹君の仲間じゃないでしょうね？」

「だとしたら僕の発言に意味なんかないじゃないですか」

「……まあいいわ。犯人の目星もついたし」

　再び外部との連れん絡らくを取り始めた純子を視界の端はしに捉とらえながら、和樹は現状の分ぶん析せきを開始した。

（パーカー男が標的にしている人物──。早さつ急きゆうに捜さがし出す必要がある）

　再び奈都美を狙うのか、それとも他ほかの関係者を狙ってくるのか……。対象となる人物は多い。全員を守りきるなど物理的に不可能だ。

（奴は僕がロボットであることを知っていた。なぜだ？）

　いつか情報は漏ろう洩えいするものだと考えてはいたが、この件については別問題である。そもそも漏もらした形けい跡せきは一つも認められなかった。

（とにかく、なんとしても僕の手で奴を捕とらえないと……）

　パーカー男が警察に捕らえられでもしたら事である。そこから和樹の素性が割れる可能性もあった。

「あの男は指名手配されたわ。この付近は厳げん戒かい態勢に入り、検問も行われる。この時点で愛原奈都美は完全に容疑者リストから消え、彼女とその親しい友人に護衛がつけられる」

　奈都美の容疑が晴れたことは喜ばしかったが、手放しで喜べない状じよう況きようである。

　護衛について詳くわしい説明を求めようとしたときだ。純子の手の中にあるディティクター端末がけたたましいアラームを発した。

「そんな……。私のディティクター端末が……ハッキングされてる……」

　純子は声を上うわ擦ずらせると、顔を青くした。

　ディティクター端末は、ハッキングの被ひ害がいから最も縁えん遠どおい存在である。それにもかかわらず相手はいとも簡単にそれを破ってきた。

「ダメだわ。私が送信した映像や静止画、音声のデータがすべて書き換かえられてる……」

　純子は苦虫を嚙みしめたかのような渋しぶい顔をした。

「顔写真が最大の手がかりだっていうのに、こんなことされたら……」

　吐はき捨てるような勢いで話すと、純子は道行くタクシーを拾って停車させる。

「あなたは家に帰りなさい。いいわね？」

　純子は一方的に命令をすると、和樹の返事を待たずにタクシーに乗りこんだ。

　おそらくは対策本部へと向かうのだろう。ネットワークを介かいしての連絡に不安要素があるとなれば、直じかに顔を合わせて意思統一を行うしかない。

　和樹はタクシーを見送りながら先ほど起きた驚きよう愕がくすべき事態について思案する。ディティクター端末にハッキングをしかけたという事実を見せつけられた今、和樹は意図的に失念していた事実さえ想定に入れる必要性に迫せまられていた。

　パーカー男のハッキング能力は和樹と同等、もしくはそれ以上の可能性がある。加えて和樹の正体を知っているとなると──。

　嫌いやな予感がしたが、今は姿を消した相手のことを考えている場合ではない。態勢を立て直し、今後についての対策を練るべきである。その判断から、和樹は部屋へと戻もどる決意をした。







　部屋に戻った和樹が直後に行ったことはＨＩＫＡＲＩとのコンタクトだった。

　グローバルネットワークには相当数のディティクターが稼か働どうしていたが、ハッキングを行わない限りそれは正規のアクセスと見なすので注目されることはない。

　和樹は一連の手順に従ってＨＩＫＡＲＩとの接せつ触しよくを開始する。

『識別名・友永和樹。人間社会の様子を報告しなさい』

「その前に質問があります。僕の存在を知っていると思われる人物に会いました。彼のついて情報はありませんか？」

『あなたの目的は人間の情報を収集することであり、その者を調べることではありません。状況を回かい避ひするために、その場所を離はなれることを推すい奨しようします』

　この街に残って調査を続行したいからこそ、電覚によるハッキングを封ふうじているのである。ＨＩＫＡＲＩの提案は受け入れられるものではなかった。

「彼の目的が僕である限り、こういう困難は場所を変えても続くと思われます」

『目的を遂すい行こうするために判断し、対処する。それもあなたの役目の一つです。私が提示した回避策を行わないのであれば、自身の責任において困難を乗り切るしかないでしょう』

「ですが、それでは……」

『識別名・友永和樹。詳しよう細さいな報告を受けますので報告クラスタを私に直結しなさい』

　和樹は即そく座ざには応こたえることができなかった。ＨＩＫＡＲＩが話題を打ち切ろうとしているのではないかという疑念が持ち上がったからである。とはいえ拒きよ否ひしたところでどうにもならないことも知っていた。和樹はＨＩＫＡＲＩの指示に従うより他ほかなかった。

『良好です。識別名・友永和樹。引き続き人間の情報を収集しなさい』

　ＨＩＫＡＲＩは命じると和樹の前から姿を消した。

（ＨＩＫＡＲＩは事情を知っていると考えるべきだろうか？　だとするとパーカー男はＨＩＫＡＲＩの差し金!?）

　根こん拠きよはなかったが、ＨＩＫＡＲＩが何なん等らかの形で関係している可能性は高い。

（もしＨＩＫＡＲＩの差し金だったとして、ＨＩＫＡＲＩに造られた僕はどうしたら……）

　和樹は途と方ほうに暮れた。







　いつもならＨＩＫＡＲＩとの交信後は待機モードに入る和樹だが、そんな気分には到とう底ていなれなかった。彼は意味なく部屋の中を歩き回り、頭を抱かかえ、唸うなり声ごえを発する。やがてそれでは飽あきたらずに部屋を飛び出していた。

（僕に今できることはなんだろう？）

　あてどもなく彷徨さまよい歩きながら思案する。

（パーカー男は僕を苦しめるために交友関係にある誰だれかを狙ねらってくるはずだ）

　そんなことを考えていたためだろう。いつしか和樹は薫の自宅へと足を運んでいた。

　薫の自宅周辺は警察によって警備されていた。要所要所に警官が立ち、目を光らせている。パーカー男に対してどの程度有効なのかは疑問だが、彼等もプロである以上、そう簡単にやられたりはしないだろう。交友関係にある他ほかの者達の下もとにも、このような警備がなされているのだろう。安全面については確保されたと考えてもよさそうだ。

　物もの陰かげから様子をうかがっていたときである。和樹は不意に背後から肩かたを叩たたかれた。

「夜よ更ふけに外出は感心しないわね～。子供は寝ねる時間でしょ？」

　振ふり向くと、そこにはマイクを握にぎりしめた佐知美の姿があった。

「女性の夜更かしも、お肌はだには良くないんじゃないですか？」

「まっ！」

　佐知美の表情に衝しよう撃げきが走り抜ぬけた。

「で、佐知美さんはどうしてここに？」

「それなんだけど……。真犯人が現れたんでしょ!?　凄すご腕うでのハッカーって話じゃない」

　どこから情報を入手したのか疑問だが、警察官とのパイプを有しているのだと考えられた。

「パーカー男の次の相手はかおるんなの？」

「その可能性もある、としか言いようがないです」

「なるほどね。まったく厄やつ介かいな事件だわ」

　どこまで事件に関かかわるつもりかは不明だが、佐知美は厳しい表情で薫の自宅へと目を向けた。

「こんなところでなにをしているのかしら？」

　不意にかけられた声に、和樹と佐知美は身を強こわ張ばらせた。

　振り返ると、獲え物ものを見つけた猛もう禽きん類るいのような鋭するどい目をした純子の姿が──。

「べ、別に、私は善意の通行人だから……」

　さっそく佐知美は及および腰ごしになった。

「違ちがうわよ。和樹君、あなたのことよ」

　純子は佐知美には目もくれず、真まっ直すぐな目を和樹へと送ってきた。

「家に行ってもいないし、捜さがしてみればこんな女とつるんでるし。非常時なんだけど？」

　嘆たん息そくする純子に対し、突とつ然ぜん、佐知美はマイクを突つきつけてきた。

「和樹君とはどういうご関係？　凄すご腕うで捜そう査さ官かんと一いつ介かいの学生の間に、いったいなにが!?」

　佐知美は、すっかりレポーターモードに突とつ入にゆうしていた。

「事件の裏側で繰くり広げられる赤せき裸ら々らな愛あい憎ぞう劇!?　なんかトップ記事になりそうな予感！」

「留置所にぶちこむわよ」

　純子は一刀両断にするかのように言い放った。

「とにかく、ブンヤは公式会見を待つように。被ひ害がい者しやの人権は守られるべきだわ」

　佐知美は非難の声を上げるが、純子は聞く耳を持たなかった。

「和樹君は私と行動を共にしてもらいます」

「僕が純子さんと？」

「ええ。あなたには捜査上重要で危険なことに付き合ってもらうから」

「まだ僕は同意すらしてないですけど……」

「断るとは思ってないから、こうやって話を進めてるの」

　確信しているのだろう。純子は断言した。

「彼をおびき出すための作戦を練らないといけない。そのためにも協力が不可欠」

　純子はさらに続ける。

「今回の件、彼はゲームのように考えている。君に最も心的負ふ荷かがかかるような状じよう況きようで接触を図はかってくるはず。彼の動機は和樹君、あなたにあるみたいだから」

　確かに彼女の言うとおりパーカー男の動機は和樹自身にあった。和樹が感情の調査を行うべく対象の反応をうかがっていたように、彼もまた和樹を調査の対象としているのかもしれない。

「相手は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。ネットワークを手足のように操あやつる彼の前にはカメラもあてにはならないし、肉眼でしか有効な捕ほ捉そく手段がない。それに時間が経たてば経つほど被ひ害がいは増えていくはず……」

　多くの人員を護衛に回し続けることは不可能だ。守りきれるだけの人員を投入できるうちに、パーカー男を逮たい捕ほしようと考えているのだろう。持久戦になれば警察は不利だ。そしてそれは確実に被害者を増やすことになる。

「僕とパーカー男の事実関係は認められなかったんですか？　もし僕とヤツの関係が認められれば、この話自体、意味を持たないはずですが」

「……彼による連続殺人事件は、和樹君がこの街に現れる前から起きている。和樹君に絡からんできたのはあなたのことを知っているからではなく、愛原奈都美との関係をやっかんでの衝しよう動どう的てき犯行。これがアナリストの見解よ。調べてみたけど和樹君との接点はまるでないしね。だからアナリストは次の犯行が和樹君の周囲で発生するかどうかは疑問視してる。頭がイカれた男の犯行なのだから、無差別な行動に出るのではないかってね」

「でも純子さんはそう考えてはいない、ということですね」

「凶きよう暴ぼうかつ狡こう猾かつ、そして残ざん忍にん。さらには特Ａ級のハッカー。私のディティクターを破ることができる男……。私は彼があなた達を狙うと確信してる」

　よほどパーカー男のことが気に食わないのか、それとも正義感からか──。パーカー男に対する純子の想おもいは尋じん常じようではなかった。もっともパーカー男と何なん等らかの接点があると考えれば彼女の反応も頷うなずける。

「とりあえず和樹君は帰りなさい。今日は警官もいるし私もいるから」

　純子の言うとおりだった。ここに居座り続けても警備の邪じや魔まをすることしかできない。安全度が高い今のうちに、明日に備えて情報を整理しておくべきだった。

「じゃあ、今日はこれで帰ることにします」

「あ、送っていくわよ」

　和樹と純子の様子をうかがっていた佐知美が声をかけてきた。

　パーカー男についての情報、そしてこれからのことを訊きき出すつもりかもしれない。

　佐知美に背を押されて歩き出したときだ。和樹は純子に呼び止められた。

「明日の朝一番に迎むかえに行くから部屋にいてね。それと、さっきは助かったわ。ありがとう」

　純子は言い残すと薫の家へと歩いていった。

（僕への疑いは晴れたのだろうか？　それとも──）







　部屋に戻もどってきた和樹はシャワーで念入りに体を洗い、液体燃料を摂せつ取しゆしてからベッドに寝ね転ころがった。

　ぼんやりと天てん井じようを眺ながめる。今まで意識もしなかった天井の模様を観察しながら、和樹は今回の事件を整理し、分ぶん析せきしていく。

（明日以降、僕はどのような行動を採とるべきだろう？）

　仲間を守りつつパーカー男を捕とらえ、可能ならその口を封ふうじなければならない。

　だがそのためには現在の擬ぎ態たい機能をなんとかする必要があった。人間社会で暮らす上で必要な機能ではあるが、リミッターが存在する限り助けたくても助けられない場合が発生する。擬態機能の優先度を下げ、身動きが取れなくなるような状況を回かい避ひしなければならなかった。

　和樹はゆっくりと瞼まぶたを閉じる。

（僕にどれほどのことができるのだろうか──）







　起動を再開した和樹は各システムをチェックし、異常がないことを確かく認にんしてから起き上がった。何一つ異常が見つからなかったにもかかわらず体には倦けん怠たい感かんがあり、焦しよう燥そう感かんを覚える。これから起こるであろう出来事に対する不安や苛いら立だちが体に負荷を与あたえているのかもしれない。

『キッキー！　オハヨウ！　オハヨウ！』

　足あし下もとでエテコウが騒さわぎ始める。

『キー、和樹、元気ナイ、元気ナイ』

「そうかな？」

『リラックス、リラックス、キー！』

　和樹は頷くと、エテコウの頭に手を添そえながらネットのニュースを検けん索さくする。

　さっそく今回の件についていくつか情報が流されているのが確認できた。それによると奈都美の件は頻ひん発ぱつしていた連続殺人事件と関係しており、彼女は巻きこまれただけにすぎないというのが共通した見解だった。未いまだに重要参考人ではあったが奈都美にとって好ましいニュースであることに違ちがいはない。これでクラスメイトの目も変わってくるだろう。

　パーカー男についての情報は載のっていなかった。報道規制しているのかもしれない。

　ニュースの検索を終しゆう了りようし、身み支じ度たくを整え始める。いつでも動ける状態になったときだ。部屋にチャイムが鳴り響ひびいた。

「さあ、行こうか」

『キー』

　和樹はエテコウを伴ともなって部屋をあとにした。







「純子さん、おはようございます」

　マンションのエントランスで純子の姿を確認した和樹は彼女の下へと急いだ。

　純子は気負った様子はない。心しん拍ぱく数すうはやや高めだが正常値であり、平常心だと判断できる。場数を踏ふむことであらゆる状況下でも冷静に対処できるようになっているのかもしれない。

「それで、これからどうするんですか？」

「彼は必ず和樹君とコンタクトを取ってくる。あなたの目の前で事を起こし、その反応を見ようとするはず」

「つまり？」

「和樹君と行動を共にしてチャンスをうかがう」

　純子はあっさり言ってのけた。

「とりあえず移動しましょうか」

「移動って、どこにですか？」

「和樹君の好きな場所でいいわ。ただ、あまり人通りが多いところはマズイわね。皇路学園も避さけてもらったほうがいいかな」

　その発言に和樹は疑問を抱いだき、首を傾かしげる。

「パーカー男が狙ねらってくるのは学園の関係者では？」

「確かに。その可能性が高いと思う」

　そう言うと純子は歩き始めた。和樹も彼女のあとを追いかける。

　外は驚おどろくほど晴れ上がっており、空には雲一つ浮うかんではいない。気候も穏おだやかで、吹ふき抜ぬけていく風も優やさしかった。だが今は自分が抱いた感情について細かく分析する気にはなれない。

「ただ彼が……私を狙わないとも限らないでしょう？」

「純子さんを!?」

　和樹は驚くと、純子へと目を向けた。

「連続殺人事件の犯人──。和樹君はパーカー男って呼んでいるけど、彼ね、私の元同どう僚りよう」

　そこまで言うと、純子は和樹の様子をうかがった。

（元同僚……。と言うことは、パーカー男は響一哉ということか？）

　だがそう考えるとパーカー男の言動にも合点がいくし、純子が自分が狙われる可能性を考えるのも頷けた。

「驚かないのね」

「いえ、驚きすぎて対応に苦く慮りよしているだけです」

　和樹はその場しのぎの噓うそをついたが、純子はそれで納なつ得とくしたようだ。

（もしかしたら、僕の前に感情の調査を行っていたロボットというのは……）

　そしてその対象となっていたのが純子である可能性が高い。

　しばらく二人は黙もくしたまま道を歩き続け、いつしか奈都美の自宅前へとたどり着いていた。

　その周辺では何名かのマスコミの姿が確認できる。関係者からコメントを取ろうとしているのだろう。だが一時の賑にぎやかさはなく、辺りは驚くほど閑かん散さんとしていた。

「愛原奈都美には引き続き護衛がついている。他ほかの関係者にも数名ずつ張りついているわ。もっとも愛原奈都美以外は学園で勉強中でしょうけど」

　安心させるためだろう。純子は落ち着き払はらった声でそう言った。

　和樹と純子は見回りでもするかのようにマンションの周りを一周すると、再び颯さつ爽そうとした足取りで歩き始めた。

（しかし……。このつながりはどういう意味を持つのだろう？）

　ＨＩＫＡＲＩの命を受けて感情の調査を行っていたであろう響一哉。そしてその対象となっていた麻生純子。そして和樹自身のこと──。意図的なものを感じずにはいられなかった。

（もしかしたら初めから予定されていたことなのかもしれない）

　だがそれも少し妙みようだった。グローバルイルミネーションは秘ひ匿とくされる関係上、ＨＩＫＡＲＩは和樹に対して細心の注意を払うように念を押す。それは響一哉に対しても同じことが言える。

（奴やつの行動は自分がロボットだと公言しているようなものだ。放置されるわけがない）

　だとすると響一哉による凶きよう行こうと考えたほうが自然である。

（けど、なぜ僕に興味を持つ？）

　感情の情報については先に投入された響一哉のほうが多く持つはずだ。和樹から得るものなど一つもないはずだ。だが、そこに純子が絡からんでくるとなるとどうだろう。和樹は黙々と歩きながら思案する。彼女が響一哉に特別な感情を抱いているのは間ま違ちがいない。今でこそ追う者と追われる者という関係だが、一時期は恋こい仲なかにあった二人である。

　いつしか二人は皇路学園の正門へとたどり着いていた。午前中の授業が始まっているらしく、内部からは静けさしか伝わってはこない。

「どうしてかしらね」

　純子は学園へと目を向けたままポツリとつぶやく。

「初めて和樹君に会ったとき、初対面って感じがしなかった」

　和樹は純子の横顔を眺ながめたまま、彼女の口が開かれるのを待った。

「こんなこと言ったら怒おこるかもしれないけど……。和樹君、彼と雰ふん囲い気きが似ているのね」

　和樹と響一哉はＨＩＫＡＲＩに作られたロボットであり、兄弟のようなものだった。似ていても不思議ではない。だが純子がそう思うように、和樹もまた初対面にもかかわらず変に意識するところがあった。

（兄弟、か……）

　その考えに至ったとき和樹はハッとした。響一哉が収拾した感情の情報は、当然、和樹にフィードバックされるはずだ。純子が和樹の中に響一哉の面おも影かげのようなものを見ても不思議ではない。和樹が彼女に対して特別な感情を抱いたとしても当然だった。日常的に会っていた奈都美や薫よりも価値を見み出いだしてもおかしくはなかったのである。

「……怒った？」

「いえ。そういうこともあると思います」

「そうね。そういうこともあるかもね」

　純子は複雑な表情をしていた。

「どうやら学園も問題なさそうね」

　彼女は適当に歩いているようで押さえるべき箇か所しよは押さえているようだ。何気なく会話を続けているときも、おそらくは周囲に気を配っているのだろう。今のところパーカー男が襲おそってくる気配はないが、彼の行動パターンを考こう慮りよするとなにが起きても不思議ではなかった。

「どうする？　友達に会っていく？」

　和樹は純子の申し出を丁てい寧ねいに断った。学園に行くことで迷めい惑わくがかかる可能性を否定できなかったからだ。

「そう。賢けん明めいね……」

　その後、和樹達はターゲットとなりそうな人の家を巡じゆん回かいし、異常がないことを確かく認にんしてから公園へと足を運んだ。







　行動を共にし始めてから数時間。日は頂点を通りすぎ、西へと向かって傾かたむき始めている。

　和樹と純子は並んでベンチに腰こしを下ろすと、それぞれ深い溜ため息いきをついた。

「もしかしたら今日は現れないのかもしれないわね」

　その可能性は十分にある。アナリストの推理が正しければ既に和樹には興味を失い、別の殺人を犯おかしているとも考えられた。そもそもパーカー男はいつ狙うと明言してはいない。完全に警備が解かれたあとで行動を起こしてもおかしくはなく、どちらかと言えばその可能性のほうが高かった。

（その場合、どう対処していけばいいのだろう？）

　長期戦は明らかに不利だ。危険を覚かく悟ごの上でパーカー男をおびき出すより他ほかなかった。

　気を張り続けることで疲ひ弊へいしたのだろう。純子は目をつむると、そのまま寝ね入いってしまった。脳波を調べてみると眠ねむりは浅く、覚かく醒せい時じに近い。不意の出来事に即そく座ざに対応できる態勢と言えるだろう。これも一種の職業病なのかもしれない。

　さいわいパーカー男が襲ってくる気配はない。今は自分さえ警けい戒かいしていれば問題なかった。

　緊きん張ちよう感かんはある。だが不思議と心は落ち着いていた。状じよう況きようにそぐわない感情に首を傾げたときだ。右みぎ肩かたに軽い加重がかかった。そちらへと顔を向けると純子の頭がちょこんとのっていた。

（なんだろう……）

　和樹は胸中で奇き妙みような感覚が芽生えていた。嫌いやな感じはない。内側からこみ上げてくる暖かさのようなものを感知していたのである。それが人でいうところのなにに該がい当とうするのか即座に理解することができた。そしてその感情は初めて抱いだくものであり価値としては限りなく高い。

　和樹は胸に手を添そえると、純子を起こさないように静かに首を振ふる。自分が純子に抱いた感情は純じゆん粋すいなものではなかったからだ。和樹の感情のベースとなっているのがパーカー男だとしたら、彼女に対して抱いた感情のすべてがまやかしとなる。それにもかかわらず気持ちは昂たかぶる一方であり、突つき上げられてくる衝しよう動どうは抑おさえきれなくなるほど膨ふくらみつつあった。

　苦痛にも似た衝動に身動みじろぎをしたときである。軽い吐と息いきを吐はき出しながら純子が静かに目を開けた。その焦しよう点てんは定まらず、明らかに寝ねぼけていると判わかる。そんな寝ぼけ眼まなこで瞳ひとみを覗のぞきこんでくる純子に対し、再び和樹は感情が高まるのを覚えていた。

「……あっ」

　純子は華はなやいだ笑えみを浮うかべてみせた。それは彼女が初めて見せた表情である。

「一哉……」

　その言葉で和樹は状況を理解した。夢現の中で純子は和樹と響一哉を見み間ま違ちがえたのだ。そしてそれと気づいたとき、和樹は内側から針で突かれたかのような痛みを感じた。

　しばらく和樹の姿を見つめ続けていた純子だが、ふと我に返ったのだろう。目を大きく見開いた。純子は動どう揺ようし、困こん惑わくするような表情を浮かべながら身を退ひこうとするが、すぐにその動きを止めた。そして彼女はなにを思ったのか、再び和樹の肩に頭を預けてくる。服越ごしに伝わってくる熱い吐息、染しみてくるような肌はだの温ぬくもり、そして甘ったるい香こう水すいの香かおり──。嫌でも純子を意識せざるを得なくなり、和樹は激しく動揺していた。だが同時に彼女のすべてを感じ取ろうと、触ふれた部分に意識を集中させていく。

「しばらく、このままで……」

「純子さん？」

　響一哉に対する断たち切れない想おもいがあるのだろう。容姿こそ異なるが、その雰囲気を色いろ濃こく残す和樹に彼の姿を投とう影えいしているのかもしれない。

　純子が取った行動は衝動的なものであり、そこに明確な目的があったわけではない。和樹に会いさえしなければ響一哉との想い出を胸の内にしまいこんだままでいたはずだ。

（そもそも純子さんとの出で逢あいは偶ぐう然ぜんだったのだろうか？）

　初めて遭そう遇ぐうしたのは皇路学園のエレベータである。そのような場所でサイバーフォースのエージェントと遭遇する可能性など皆かい無むに等しい。それにタイミング良くハッキングが発生したのも不自然だった。仕組まれたと考えたほうが自然である。

（最初っからパーカー男の掌てのひらの上で踊おどっていたというわけか。だとしたら──）

　そんな結論に達したときだ。和樹は自分の下もとへと近づいてくる足音に気がついた。

　パーカー男の襲しゆう撃げきを想定し、瞬しゆん間かん的に体が硬こう直ちよくする。それを敏びん感かんに察知したのだろう。純子は顔を上げると気配がするほうへと目を向けた。

「愛原……奈都美？」

　足音の主は奈都美だった。

「……えっと、和樹君？」

　酷ひどく冷静な瞳が、和樹と純子を見み据すえている。そこには感情の片へん鱗りんもなく冷め切っていた。

「……どういうこと？」

　深しん淵えんを思わせるほどの深い絶望に満ちた双そう眸ぼうが、動揺する和樹と純子の姿を映し出している。

「和樹君がメールでここに来てっていうから来たのに……」

「メール？」

　そのようなものを送信した記き憶おくはなかった。

「これってなに!?　嫌がらせ？　私のことが嫌きらいになったの？　私を苦しめたかったの？」

　速そく射しや砲ほうのように吐き出される言葉の数々──。

　和樹は状況が理解できず、返事をすることができない。

「私がいると迷惑だったの？」

　奈都美の目元に涙なみだが浮かび上がる。

「そうだよね。私、こんなだし、迷惑ばかりかけて。独りぼっちでも仕方がないよね……」

「奈都美さん、落ち着いて」

　和樹は状況の把は握あくに努めつつ、思考が暴走しかけている奈都美へと声をかける。

「迷惑だったら迷惑って言ってくれればよかったのに……。そしたら、こんなに寂さびしい想いなんかしなくても……」

「奈都美さん、落ち着いて！」

「イヤッ！」

　奈都美は怒ど声せいにも似た声を発すると、身を翻ひるがえして走り出した。その姿は見る見る小さくなり、和樹の視界から消え失うせてしまう。

「和樹君、彼女にメールを送ったの？」

「いえ。メールなんか……」

　和樹は返事をしつつ、状況の把握に懸けん命めいになっていた。

（いったい誰だれが奈都美さんにメールを!?）

　だがその疑問は愚ぐ問もんだった。該当者がリストアップされたときである。

「くっくっくっく……。ひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっ……」

　下げ卑びた笑い声が聞こえてきたかと思うと、パーカー男が悠ゆう然ぜんとした足取りで近づいてきた。

「一哉……」

　純子は一瞬、惚ほうけたような表情をするが、すぐに立ち直って身構えた。

「まさか、これほど効果があるとはなぁ？　しかも、いちゃついてやがるとはっ！」

　パーカー男は体を上下に揺ゆさぶりながら、精神を逆なでするかのような声を発した。

「いやはや感情とは面おも白しろいモンだなぁ、和樹君！　ひゃっひゃっひゃっひゃっ！」

「貴様……！」

　和樹は自分でも驚おどろくほどの悪意に満ちた言葉を吐き出していた。顔は激しい怒いかりで醜みにくく歪ゆがみ、瞳には殺意が宿る。

「いい表情だなぁ、和樹君？　あの小こ娘むすめは、これで心の支えを失い──」

「奈都美さんにメールを送ったのは貴様か！」

「ん～？　見られたらマズイことでもしたのか？　奈都美を呼んだのはオレだ。でも、とどめを刺さしたのはおまえ達だ」

　和樹は唇くちびるを嚙かみしめると、地面を蹴けり飛ばしてパーカー男へと迫せまる。だが彼は笑えみを浮うかべたまま軽くかわした。

「ひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　実に立派に育ったなぁ。まるで人間のような感情だぁ！」

　パーカー男は手を叩たたきながら喜んでいる。

「嬉うれしいぞ！　おまえが自分の感情に引き裂さかれていくのを見るのがなぁ！　もっと怒おこってくれ、嘆なげいてくれ、悲しんでくれぇ！　その反応の一つ一つが俺様には至福なんだからなぁ！」

「うるさい！」

　激げつ昂こうし、殴なぐりかかろうとしたときだ。

「和樹君、下がって！」

　純子はホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬくと、その銃口をパーカー男へと向けた。

「動かないで！　撃うつわよ！」

　パーカー男へ銃を向けたのは純子だけではない。どこに身を潜ひそめていたのか十数名ほどの私服警官が現れたかと思うと、彼に銃口を向けた。

「バーカ。動かないと逃にげられないだろっ！」

　パーカー男は呆あきれたように告げると、臆おくすることなく走り出した。

「……くっ！」

　純子は呻うめくと同時に引き金を引き、乾かわいた音が公園内に響いた。

　だが、既すでにそこにはパーカー男の姿はない。彼は人間離ばなれした驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力りよくで敷しかれた包ほう囲い網もうを突とつ破ぱすると、振ふり返って高笑いする。

「呆ぼう然ぜんとしている場合かね、公こう僕ぼく諸君！　あと和樹君、小娘を追わなくてもいいのかぁ？　なにするか判わかんないぜぇ！　オレも彼女もなぁ！」

　パーカー男は言い残すと公園内を駆かけ抜けていく。そしてそんな彼を血相を変えた私服警官が追つい跡せきする。パーカー男を追いかけていったのは警官だけではなかった。

「ちょっと！　しっかり撮とってよね！」

　どこに潜んでいたのだろう。佐知美とカメラマンが飛び出してきたかと思うと、パーカー男が消えたほうへと向かって突とつ撃げきしていった。

　純子は歯は嚙がみすると銃をホルスターへと戻もどした。

「彼は私達が追うわ。和樹君は奈都美さんを追いなさい」

　そう指示を出すと、純子は長い髪かみを揺らしながら駆けていく。

　公園には和樹と静せい寂じやくだけが取り残されていた。まるで先ほどまでの騒そう動どうが噓うそのような静けさである。だがそのことに気を取られている場合ではない。

　和樹は奈都美が消えた方向へと向かって走り出した。
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　和樹はエテコウを伴ともなって夜の秋葉原を彷徨さまよい続けていた。

　そこに奈都美がいるという確証はない。とうの昔に姿は見失っている。今は闇やみ雲くもに走り回っているという状じよう況きようだった。無意味にも思える行動だが、じっとしてはいられなかったのである。

　和樹は立ち止まると街に点在する監かん視しカメラへと目を向けた。防犯用として設置された防犯カメラは秋葉原内だけでも数千に上る。そこに死角はなく、それをフルに使えば奈都美の姿を捉えられる可能性があった。さっそく和樹は手近にある監視カメラの下もとへと向かうと、その整備ボックスを探し出して赤外線端たん子しへのアクセスを開始。次の瞬間、監視カメラの映像が受信される。だが接続したカメラの映像しか使用できず、他ほかのカメラの映像を受信することはできなかった。カメラの中ちゆう継けいを制せい御ぎよしているプログラムが粉こな微み塵じんに破は壊かいされていたのである。

（これもパーカー男の……。クソッ！　電覚さえ使えれば！）

　だが今はパーカー男の動きを捕ほ捉そくするべく大量のディティクターが稼か働どうしている。ハッキングを行えば自分の身を危険にさらしかねない。そしてそれこそが彼の目的に違ちがいなかった。

　和樹の顔は歪み、苦く渋じゆうの表情を形作っていく。

（奈都美さん……。いったい、どこに!?）

　パーカー男が奈都美を襲おそわないという保証はなく、彼女自身、なにをするか予測がつかない。

　焦しよう燥そう感かんに囚とらわれたとき携けい帯たいから着信音が流れた。純子からである。

『愛原奈都美を発見したという報告が入ったわ。秋葉タワーに向かったみたいなんだけど、近くに動かせる署員がいないの。和樹君の位置ならすぐに追いつくわ。保護してもらえる？』

「解わかりました」

『こっちは逃げられたわ。彼、交通管理システムにハッキングして自動走行システム狂くるわしたのよ……。おかげでパトカーの大半がおシャカ。まいったわ』

　渋しぶい顔をする純子の姿が映像として浮うかび上がってくる。

『秋葉タワーに入ったっていう連れん絡らくが入ったわ。急いで！』

　和樹は了りよう承しようと同時に通話を終了して駆け出した。秋葉タワーの姿は視し認にんできる。全力で走れば五分とかからない近きん距きよ離りだ。

『秋葉タワー。モウスグ閉館時間、キー！』

　エテコウの説明を聞きながら、和樹は夜の街を全力疾しつ走そうしていく。

　やがて前方から秋葉タワーが見えてくる。和樹は天を仰あおいで展望台を確認し、即そく座ざに高速エレベータへと乗りこむ。眩暈めまいにも似た浮ふ遊ゆう感かんとともにエレベータは上じよう昇しようを始め、和樹を展望台へと誘さそっていく。

　展望台は閑かん散さんとしていた。閉館間ま際ぎわとあって辺りに客の姿はなく、聞こえてくるのはフロアに流れる微かすかなＢＧＭだけ。放課後の教室にも似た空くう虚きよな空気が流れ、そしてそんな寂さびしげな世界で奈都美は佇たたずんでいた。彼女は和樹に背を向け、前方に広がる満天の星空にも似た夜景を見下ろしている。和樹は奈都美の下へと歩み寄ると、彼女の反応を待たずに話し始めた。

「今日は警察の人に奈都美さんの事件の協力を依い頼らいされて一いつ緒しよに行動してたんだ」

「……あの女の人と抱だき合ってた」

　奈都美は消え入りそうなほどの小声でつぶやいた。

「どうして？　なんであんなところを私に見せるの？　あんなの見たくなかった！　知りたくなかった！」

「呼び出したのは僕じゃない。犯人だ。あいつは奈都美さんを苦しめるために……」

「ダメ……」

　奈都美は和樹の話を遮さえぎった。

「ここからなら見えると思ったんだけど……。見えるわけないよね」

　生気の宿らぬ虚うつろな目を暗くら闇やみへと向けたまま自じ嘲ちようする奈都美。

「なにが？」

　和樹が問うと、長い長い沈ちん黙もくのあとで彼女は口を開いた。

「誰だれもいない世界」

　奈都美はキッパリと言い切った。

「誰とも話をする必要もなくて、誰にも責められることがなくて、自分が誰であるか考える必要がなくて、なにも考えずに生きていける世界」

「奈都美さん、それは……」

「和樹君、教えてよ。私、なんで生まれたの？　どうして生きてるの？　私が生きてるだけで迷めい惑わくがかかって……。みんな私が悪いの？　私がいるだけでみんな困るの？」

　様々な出来事が立て続けに起きたことで、奈都美は自分が重荷なのではと錯さつ覚かくしていた。そしてそれは自分自身の否定へとつながり、他者との関係を持つことの恐きよう怖ふ、絶望、喪そう失しつ感かんへ変わっていく──。その結果として誰もいない世界というのが導き出されたのかもしれない。

　和樹は返答できなかった。奈都美が壊こわれ始めた要因の一つには彼も含ふくまれている。そんな和樹が放つ言葉には大きな意味があった。不用意な発言で彼女は今以上に傷つき、壊れてしまう。そのことへの配はい慮りよから、和樹は言葉を詰つまらせていた。

「和樹君も私がいなくなればいいって思ってる？　最初からいなければよかったって!?」

「そんなこと思うわけない！」

　和樹は即座に反応を示すが、今の彼女には単なる気休めにしかならないのだろう。奈都美は寂しげな表情でうつむくだけである。だがそれは噓うそ偽いつわりなど介かい在ざいする余地がない本心だった。

　和樹が自分の、そして皆みなの想おもいについて伝えようとしたときだ。不意に室内の照明が消えた。視野が暗闇に侵しん食しよくされる前に室内に非常灯が点ともる。それと時を同じくして、和樹の視覚は赤外線感知モードに切り替かわった。

　事態を把は握あくするべく情報収集を開始したときだ。背後に立つ何者かの気配を感じたのは。それに対処すべく振り向いた瞬しゆん間かん、和樹の胸に激しい衝しよう撃げきが加えられた。和樹の体は窓まど際ぎわへと向かって吹ふき飛び、背中を強化ガラスに叩たたきつけられた。車と接せつ触しよくしたかのような激しい衝撃に、体の節々が悲鳴を上げる。口から呻うめき声ごえが漏もれ、立っていることができずに膝ひざから崩くずれ落ちた。

「ひゃーっひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　不快極きわまりない耳みみ障ざわりな嘲ちよう笑しようがフロアを駆けめぐったかと思うと、照明が息を吹き返した。和樹は床ゆかに沈しずんだままの上半身を両手で持ち上げ、声の主へと目を向ける。そこには野や獣じゆうにも似た目を爛らん々らんと輝かがやかせたパーカー男の姿があった。包帯で表情は判別しにくいが、その隙すき間まから覗のぞく頰ほおの動き、そして口こう端たんの吊つり上がり方から笑えみを浮かべていると判わかる。和樹は悲鳴を上げ続ける体に鞭むちを打って起き上がり、身構えた。

「なんておめでたい奴やつなんだ、おまえはぁ！　笑いがこみ上げて仕方がねぇ！　これ以上、笑わせるなぁ！　笑い死にさせる気かぁ！」

　パーカー男は体をくの字に曲げながら爆ばく笑しようする。

「こんな恰かつ好こうの舞ぶ台たいを選んでくれるとはなぁ！　最高だぁ！　おまえ自殺願望でもあるのかぁ？　エレベータを停とめちまえば誰も上ってこれないだろぉが！　マゾか、てめぇは！」

　パーカー男の体が舞まい上がり、右の回し蹴げりがくる。和樹は即座に最適な動作パターンを作成して回かい避ひを試みるが、実行に移るよりも速くパーカー男の爪つま先さきは彼の顔面に食いこんだ。和樹は独楽こまでも回すかのように何度も体をよじらせながら吹き飛び、再び床に沈んでいく。

「勝てるとでも思ったか？　お利口な頭脳を持っているくせになんで肉にく弾だん戦せんなんか仕し掛かけるんだぁ!?　それともその頭は飾かざりかぁ？」

　パーカー男は床に這はいつくばってもがいている和樹の下へと足を運ぶと、その体に容よう赦しやのない蹴りを浴びせる。

「人間らしく泣いてみろ！　命いのち乞ごいをしてみろ！」

　単純作業でもするかのような蹴りは続く。だがそれは和樹の擬ぎ態たいを確実に蝕むしばみ、ダメージを蓄ちく積せきさせていった。

「誰がそんなことを……」

　悪態をつく和樹の顔面をパーカー男が蹴り上げる。それはフレームが歪ゆがみかねないほどの一いち撃げきであり、視野に一瞬、ノイズが走り抜ぬけていく。骨格にこそ損傷はなかったが、何度も堪こらえられるものではない。

「おまえはここで派手に壊してやる」

　パーカー男は和樹の髪かみを鷲わしづかみにして強ごう引いんに立たせると、叩きつけるような勢いで強化ガラスへと頭を押しつけた。激しい加重が頭部を貫つらぬき、視覚センサーが捉えた映像が歪む。

「ここから突つき落としてやる……。ひゃひゃひゃっ！　日本一を体感できるぜぇ！」

　パーカー男は再度、強化ガラスへと和樹の頭を押しつけ──いや、叩きつけた。一瞬、意識が途と切ぎれる。

「だが、ここの窓は開かないんだよなぁ！　当たり前かぁ！　この窓が開いたら大変だぁっ！　だから無理矢理にでも開けてやるぜぇ！」

　パーカー男は執しつ拗ように和樹の頭部をガラスへと叩きつけていく。一点に集中したためだろう。高い強度を誇ほこる強化ガラスに小さな亀き裂れつが生じた。やがてそこを中心に蜘蛛くもの巣にも似た罅ひびが波は及きゆうしていく。和樹の擬態は蓄積された損傷により、いつ機能停止しても不思議ではないところまで追いこまれていた。

　何度、ガラスに叩きつけられただろうか。ピシッという弾はじけるような音とともに強化ガラスが粒つぶ状じように砕くだけ散り、和樹は体ごと外へと押し出された。奇き妙みような解放感が全身を包みこんだ次の瞬間、猛もう烈れつな勢いで地上へと引き寄せられていく。反射的に右みぎ腕うでが上方へ伸のび、次いで右みぎ肩かたに荷か重じゆうがかかる。和樹の右指は僅わずかにせり出した縁ふちに引っかかり、かろうじてぶら下がっていた。

　秋葉タワーは全高六六六メートル。展望台の位置は地上約六百メートルである。ここから地面に叩きつけられれば耐たい久きゆう力りよくや素材の剛ごう性せいなど意味をなさない。四し肢しはもげ、体は潰つぶれ、内臓の代わりにパーツをぶちまけることになるだろう。

「ひゃーっひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　いい姿だなぁ！」

　パーカー男は和樹を見下ろすと、蔑さげすむような目を向けてきた。

「そこから地上までは結構時間がかかるぜぇ！　辞世の句を作る時間はあるんじゃねぇか!?」

「和樹君っ！　和樹君っ!?」

　奈都美の声を耳にしたとき、和樹は全身から血の気が退ひいていくかのような錯覚を覚えた。

「まだ逃にげてなかったの？　早く逃げて！」

　和樹は声を張り上げるが、彼女の耳に届いたかは定さだかではない。展望台付近を流れる風の勢いは激しく、獣けものの咆ほう哮こうにも似た風音が和樹の声を搔かき消していたからだ。

「和樹君が苦しんでいるのはね、君のせいだよ？　君の存在が彼を苦しめているんだ、君を守ろうとして死にかけてる。っていうか、今から死ぬけどなぁ！」

　パーカー男は責め立てるかのような勢いで言った。

「奈都美さんを苦しめるな！　おまえの目的は僕だろ！」

「ああん？」

　パーカー男は眉み間けんに皺しわを寄せると、後ろへと引っこんでいく。だがそれは一瞬であり、彼は嫌いやがる奈都美の腕を引いて再び姿を現した。

「奈都美さん！」

　パーカー男は叫さけぶ和樹に見せつけるように、奈都美の腹部へと拳こぶしを叩きこんだ。彼女はそこを押さえながらよろめき、前のめりに倒たおれた。手加減はしているだろうが、それは死なない程度というレベルである。

「ちっ。もう気絶しやがった」

　パーカー男は肩をすくめると、縁にかろうじて引っかかっている和樹の指を踏ふみつけた。

「こりゃいい。最高のデータが取れた。無機知能の感情のデータまである！」

　パーカー男は和樹の指に何度も蹴りを入れる。

「最高の仕掛けだったぜぇ。時間をかけて練りこんだだけのことはある。崩ほう壊かいする精神、壊れる友情、報むくわれない愛情──。おまえもポンコツなりに良いいデータだと思うだろ？　情報価値が高いと思うだろ？」

（やっぱり、あいつは……）

「さぁて。少々お遊びがすぎたなぁ。そろそろ処しよ刑けいを始めるかぁ！」

　パーカー男は和樹の指を踏みつけながら宣言した。

「これだけやればＨＩＫＡＲＩも俺のほうが優すぐれてるという判断を出すだろうしな！」

[image: ]

　それは予想された事実ではあったが、想像以上の衝撃を和樹に与あたえていた。

（やっぱりあいつはＨＩＫＡＲＩに作られた……）

「グローバルイルミネーションに必要なのは愛や正義や友情じゃねぇ。もっとも、おまえの人類抹まつ殺さつクラスタじゃ理解できないだろうがな！」

「……人類抹殺クラスタ？」

　人類を抹殺するためのクラスタなど和樹の中に存在しない。

「そんなの……僕には……！」

「ないってのか？　なるほどねぇ……。まあ、安心しろ。グローバルイルミネーション──人類抹殺計画に必要な情報はオレが十分すぎるほど収集している」

「グローバルイルミネーションが人類抹殺計画……!?」

　和樹は卒そつ倒とうしかねないほど激しく打ちのめされた。

（そんな……。どうしてグローバルイルミネーションが!?）

　内容について知らされてはいなかったが、それが人類抹殺計画だとは想像すらできなかった。

「あぁ、友永和樹君！　オレは君に哀あわれみの言葉すらかけてやることができない！」

　パーカー男は気を失ったまま床ゆかに倒れこんでいる奈都美の体を無造作に抱かかえ上げた。

「何一つ報われずに壊こわれる和樹君のために、オレからのプレゼントだ。喜んでくれたまえ！」

「まさか……。やめろっ！」

　パーカー男が次に採とるであろう行動予測が無意識のうちに行われ、何通りかの結果が映像として描えがき出されていく。だがそのどれもが終末を思わせるほどの最悪の末路である。未来を憂うれい、そして己おのれの非力さを呪のろう和樹。そんな心の動きが視覚センサーに影えい響きようを及およぼしたのだろうか。視野に霞かすみがかかり、ブラックアウトでもするかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「やめないね。ここから投げ捨ててやるぜぇ！　野の良ら猫ねこをつまみ出すみたいになぁ！」

　踏みつけられた和樹の指に、耐久度を遥はるかに超こえる圧力が加えられる。

「心こころ優やさしくあろうとした愛原奈都美。精せい一いつ杯ぱい、周りとの調和を持とうとした愛原奈都美。人一倍、頑がん張ばろうとしたけど百害あって一利もなかった愛原奈都美──。そんな人の業ごうの見本のような女が死んでいく様を見ておくんだなぁ！」

　悦えつに入っているのだろう。パーカー男は芝しば居いがかった口調で声こわ高だかに叫んだ。

　彼は躊ちゆう躇ちよなく奈都美を外へと放ほうり投げるだろう。万が一にも中止する可能性はない。

（どうする!?　俺にはヤツを止めることができない）

　人差し指一本で体を支えているという状じよう況きようである。彼女に救いの手を差し伸べることすらできなかった。絶望感が無機頭脳を冒おかし、そして蝕むしばんでいく。

「おまえも後に続くから安心しろぉ！　ぶちまけられた女の肉にく片へんの上に落としてやるぜぇ？」

　パーカーをまとった悪あく魔まはそう宣言すると、奈都美の体を高々と持ち上げた。

「やめろぉぉぉぉぉっ！　やめてくれぇぇぇぇぇぇっ！」

　和樹の絶ぜつ叫きようが秋葉原上空に木こ霊だました。
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